


















































これはゾンビですか？11




はい、メレンゲです
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今日の朝飯は、アサリの味み噌そ汁しるだった。

　別に特別なことはない、どこにでもよくある味噌汁だ。

　一つスペシャルなことがあるとすれば、それは、作った人間のこと。

　もうこの物語を一一巻まで付き合ってきた皆みなさんならば、こういう言い方をすれば分かるだろう。

　ハルナ？　確かにスペシャルだ。彼女が作る料理はとても美う味まい。この世のモノとは思えないほど、天才的な料理を作ってくれる。

　しかし、この味噌汁を作ったのは彼女じゃない。

　セラフィム？　確かにスペシャルだ。彼女が作る料理は、とても不ま味ずい。美お味いしくないという意味じゃなくて、マジでマズい。フグより確実に死ぬ。

　しかし、この味噌汁を作ったのは彼女でもない。

　となれば？

　そう、その通り。

　うちの家にいるのは俺を含ふくめて四人。

　つまり、あと一人しかいないのだ。

「美味い！　美味いじゃないか！」

　俺は味噌汁をずずっとすすり、ユーに笑え顔がおを見せた。

『ハルナに　教わった』＝『お兄ちゃんのためにいーっぱい練習したんだよー☆』

　プレートアーマーにガントレット。身長は一五〇センチメートル前後で、うっすらと膨ふくらむ可愛かわいらしいおっぱいと、雪のように白い肌はだを持つ銀ぎん髪ぱつの美少女。それがユークリウッド・ヘルサイズだった。

　俺をゾンビに変えた、『全すべての中心』であるネクロマンサー。

　特とく殊しゆな力をたくさん持っていて、そのせいで言葉を発することが許されない可哀かわい想そうな存在だ。

　だから、いつもはメモに気持ちを書く。そして俺はそれを脳内で可愛く変へん換かんする。

　そんな彼女が、ハルナに料理を教わって、俺に朝食を作ってくれたなんて。

　いつもはなんというか、主従関係のような俺たちだったから──

『もう一いつ杯ぱい　どうぞ』＝『どんどん食べてよ！　お兄ちゃん☆』

　ああ、なんて可愛いんだろう。

　二月に入り、寒さがさらに強まってきた頃ころだった。

　俺はこたつに入って、大きなプラズマテレビぐらいしか特とく徴ちようのない居間で、熱々の味噌汁に舌した鼓つづみを打っていた。

　ヴィリエの女王『リリア・リリス』を遊園地に連れて行ったのも、なんだか懐なつかしくなってきた。

　あれからは平へい穏おん無事な暮らしが戻もどった。

　いつも通りの生活にも、少しだけ変化が見える。

　あれほど何事にも無関心だったユーが、朝食を作るなんて。

　あの日……誰だれもが俺の存在を忘れ去ってしまった日のことを、ユーは気にしているようだった。

　あの日のことを悔くやんで罪つみ滅ほろぼしに近い気持ちでいるのか、それともセラが俺に言ったことへの嫉しつ妬と心からなのか、別の感情があるのか──どんな感情も表に出そうとはしないユーからは感じ取れないし、聞く気もない。

　ただ、あの日からさらに優やさしくなったことは確かだ。

「それにしても本当に美味い。味噌汁ってこんなに出だ汁しが効いてたかな」

　うんうんと頷うなずいて、俺は味噌汁だけの朝食を楽しんでいた。何杯でもいけそうだ。

「何を驚おどろく事があるのです？　ヘルサイズ殿どのが作った料理が、不味いはずないではないですか」

　ポニーテールの美女が俺を見下すような目で見る。

　長くて艶つやのある黒くろ髪かみ。女性的で見事なおっぱい。すらっとした長身に、鼻筋の通った整った顔。頭のてっぺんから足のつま先まで、その全てが『美しい』。それがセラだ。

　俺は胸が大きい女性というのに興味がなかった。

　だが、彼女を見ていると、興奮する。

「いや、そうなんだけど、ここまで美味いと思わなかったから」

　ユー以外に、変化は見られない。

　セラは俺のことを意識しているのかしていないのか、あのときの言葉はからかっていたのか本気だったのか。それもわからないが、態度はあの日以前と変わらなかった。

　それこそ、俺が望んでいたモノ。

　ずっとこれからも続けていきたい『昨日の明日あした』なんだ。

　まあ、あの日以来、ハルナがのんびりと庭で家庭菜園を始めたり、セラがエクスカリバー・マサムネを刀とう匠しようの如ごとく耳かきのふわふわ部分みたいな奴やつでポンポンして手入れしたりと多少の変化はあったが。

　ちなみに、『エクスカリバー・マサムネ』は刀身がハリセンで出来た剣けんである。

　魔ま法ほうの世界『ヴィリエ』からやってきた天才、ハルナが作り出した魔ま装そう錬れん器きだ。

　それはもう剣と言っていいモノやら分からない。

「出汁が違ちがうかんな！　獲とれたてホヤホヤのリヴァイアサン使ってるんだからな！」

　そのハルナはこたつに入ってこたつ布ぶ団とんを深く被かぶり、ごろごろと寝ね転ころんでいる。

　身長は一四五センチメートル。大きな瞳ひとみとロリボディ。生意気な表情はいつも変わらない少女だ。

　アホ毛がぴこぴこと動いているのが、まるで尻尾しつぽのよう。

　猫ねこかお前はと言いたい。

「何で出汁取ってんだよ……」

　ハルナは自じ称しよう天才魔装少女だ。こと、料理に関しては誰もが認める腕うで前まえ。その美味さの秘ひ訣けつはリヴァイアサンだとハルナが言うなら、そうなんだろう。

　魔装少女は魔装錬器を二本持つことは許されていない。

　唯ゆい一いつ、ハルナの担任教師である『大先生』だけが持つことを許されているそうだ。

　だが、今ここにはチェーンソウとハリセンという二つの魔装錬器が存在していた。

　これは、俺が正式に魔装少女として女王に認定されたからだと大先生は言うが、はたしてリリアは何を考えて俺を少女だと認定したのか。

　謎なぞである。

「セラもこのぐらいなら出来るんじゃないか？」

　一〇杯目の味噌汁をすすりながら、セラに声をかける。

　セラの料理は絶望的だ。前に彼女が味噌汁を作ったときは、その材料がミスリルソード略してミソだった。

「気持ち悪い。顔面に豆板醬トウバンジヤンを塗ぬりたくりますよ？」

　むっとした表情で俺を睨にらみ付ける。

　顔面に豆板醬を塗りたくられたら、ひりひりして赤々しくなってしまうだろうね。

「最悪、どんな料理でも出汁さえちゃんと取っていれば、それなりの味になる。やってみればいいじゃねえか」

　なんて、冗じよう談だん交じりに言ってみる。出汁さえ取っていればなんて、極論も極論。

「葉っぱの人はダメだ！　さっきも一いつ緒しよにやってたんだけど、葉っぱの人のだけ味噌汁が何な故ぜか渦うず巻まいていた。ミニ鳴なる門と海かい峡きようだったんだからな」

　どういうこと！

「全く出来なかった訳か」

「まあ、何にせよ、あたしがみっちり教えてやるから安心するんだな」

　にっと白い歯を見せるハルナ。

「頼たよりにしてるよ」

　ハルナが教えていれば、そのうちセラでも料理が出来るようになるさ。

　このとき俺は、どうして三人が一緒になって料理を始めたのかという疑問を抱いだいてなかった。

　このとき、セラだけは参加させないように強く言っておくべきだったのかもしれない。

　だが、先見の明があったマヤ文明もダヴィンチもヒトラーも、セラの料理を止めることは出来ないだろう。

　彼女たちはこのとき、すでにちょこっと作り始めていたのだ。

　そう、──来きたる日のための、『チョコレート』を。







　ユーの作ってくれたお弁当を持って、俺は朝八時に登校した。

　一度死んで蘇よみがえったゾンビの俺は、日の光を浴びるだけでしゅわしゅわ～っとなってかさかさ～っとなる。

　いつもなら日差しを避さけて朝日が昇のぼる前に出るのだが、今日は生憎あいにくの空模様。

　太陽はなりを潜ひそめ、暗雲が立ちこめていた。

　憎にくさ余って可愛さ百倍の天気だ。

　そう、俺以外、特に農家の方々にとっては憎く、俺には可愛い天気。

　曇くもり空に鼻歌を聴きかせながら、俺は陽気なリズムで登校したのだ。

　ユーから弁当をもらったんだ。これほど小こ躍おどりしたい瞬しゆん間かんはない。

　早く誰かに自じ慢まんしたい。それは男であればより良いだろう。

　そうだ。あいつに自慢してやろう。

　織おり戸と。

　ツンツン頭でエロに対しては凄すさまじい執しゆう念ねんを見せるクラスメイト。学園全ての女子のスリーサイズを知っていると噂うわさされる。

　教室へいけば、金魚の糞ふんみたいにひょっこり俺の席へ付いてくるだろう。

　そんな織戸に、靴くつ箱ばこで出会ってしまった。

　何故か織戸は、執しつ拗ように靴箱を磨みがいている。

　異様な姿だ。

　どんな学校生活を送っている生徒でも、靴箱を磨こうという奴を見たことがない。

　少し驚いたが、そんな感情よりも、とりあえず自慢をしたいという気持ちが大きかった。

「よう、織戸。何やってんだ？」

　俺は声を掛かけた。それはそれはにやけた声だったろう。

「見て分からないのか？　靴箱を綺き麗れいにしているんだ」

「もうすぐ二年に上がるから？」

「バカ野や郎ろう！　そんなことのためにこんなことをするかよ！」

「他ほかに理由が思いつかないんだが」

「靴箱～にーは～、綺麗なぁ～綺麗な綺麗な～、めーがーみ様がーいるんやで～」

「俺はトイレだと聞いてるぞ」

　俺のツッコミに、織戸はぴたりと動きを止めた。

　こいつ、本当に勘かん違ちがいしていたな？　完全にうろ覚えだったからな。女め神がみ様がいるという部分だけしか興味がなかったのだろう。

「二月一四日。という言葉を知っているか」

　えっ！　理由を変えてきただとっ！　なんという柔じゆう軟なん性！

「まさか、バレンタインのためだと言うのか？」

「そうだ。食べ物を入れようってんだ。こうしてぴかぴかにしておかないと、不衛生だからな」

　なんで、チョコを貰もらえる事が大前提で話を進めるのか。そして、チョコを手て渡わたしでもなく机の中でもなく、靴箱に入れるという前提もそもそもがおかしい。

　それに、二週間も前から用意しておこうというのが、そもそも、そもそもなのだ。

　しかし、仕方がない。

　だって最初は、靴箱を磨くことで女神様に会えると思ってた訳なんだから。

　人は咄とつ嗟さの言い訳をすれば、矛む盾じゆんが生まれるモノなのだ。

「ところで、何か用か？」

「え？」

「お前の方から、よう！　なんて爽さわやかな挨あい拶さつつきで話しかけるなんて、珍めずらしいからなー」

　言えない！　今の織戸には言えない！

　バレンタインチョコ。つまり女子から食べ物をプレゼントされたい男に、弁当を作って貰った話は──酷ひどすぎるじゃないか！

　俺は「いや、その……」と言葉に詰つまって、ふと織戸の靴箱の中に何か金色に輝かがやく像を発見した。

「それは、なんなんだ？」

　細い目の、頰ほおがふっくらとした少年の像。足を伸のばして座っている様子で、短足だ。

「ビリケン様だ。女子は占うらないとかが好きだからなー。これを入れておくことで、より集客効果を出しているんだ」

　なるほど、全く意味がわからん。

　織戸は、必死になりすぎて、周りが見えていないんだ。

「さて、と。これでよし」

　ぴかぴかに磨かれた靴箱と、ビリケンさん。

　それは、まるで神を祀まつっている社やしろのようにも思えた。

「ビリケンさんは足の裏をさすって願い事をすると、願いが叶かなうと言われているんだ」

　そう言いながら、織戸はビリケンさんの足の裏をさすりさすり。そして、手を合わせる。

「俺に一〇〇万人規模のハーレムが出来ますように」

　ねえよ！　神様が天国から「無茶言うな」とあきれた声が聞こえたような気がした。

「満足したか？　さっさと教室いくぞ」

　哀あわれで仕方がなかったので、俺は織戸を現実に引き戻もどしてやった。

「ああ、行こうか」

　織戸が靴を入れる。

　がし……がし……がし……

　は、入らねぇ～。

　ビリケンさんのせいで、入らない。

　俺だったら泣き出してしまいそうなその悲しさ。だが、織戸は泣かなかった。

　ただ膝ひざをついて天に向かって両手を掲かかげて、『プラトーン』の表紙みたいな感じになっていた。

　きっと天国の神様も「ざまあみろ」と笑っているだろう。

　俺は、そんな笑え顔がおが好きだった。
















　俺には可哀かわい想そうな織おり戸との他に、懸け念ねんすべきことがあった。

　それは、平ひら松まつ妙たえ子この事だ。

　うちの学年で一番の成績を誇ほこる秀しゆう才さい。

　知り合いの三み原はら曰いわく、生まれてきて一度も成績で二位になったことはない。それを納なつ得とくせしめるほどの優等生。出席も皆かい勤きん賞で、クラスでも信しん頼らいされている。

　何な故ぜ彼女が懸念材料なのか。

　それは、一いつ匹ぴきのバケモノが原因だった。

　そいつは、壁かべをすり抜ぬけたりするのが得意なチワワで、死んだ魂たましいが集められる世界、冥めい界かいで作られた対魔ま装そう少女用の兵器のようなモノで、動物の姿と学ランがトレードマーク。ヴィリエでも冥界でも『メガロ』と呼ばれている。

　俺たちの世界では、ただ妖よう怪かいと呼んでいたみたいだが。

　そんなメガロの一匹であるチワワが、ピュアな魂を見つけたと報告していたそうだ。

　それは、俺と織戸が銭湯を覗のぞいていた時。

　あの時見ていた平松の事を、狙ねらっているんだ。

　ピュアな魂──平松のピュアさは偉い人じんクラスだと言えるだろう。彼女ほどの出来た女の子を俺は知らない。

　そのピュアな魂をどうするつもりなのか。

　それは俺には分からないが、最強のメガロとやらを作る材料にするそうな。

　メガロってのは、冥界にやってきた死んだ人間の魂と、同じく冥界にやってくるハルナのような魔装少女の魂を混ぜて作られる。

　それを混ぜて作っている人物が、ピュアな魂に目を付けてしまった。

　上質な魂で作るんだろう。それだけは阻そ止ししてみせる。

　とまあ、こういう経けい緯いで、俺は平松をＳＰの如ごとく護衛する運びとなったのだが、本人にそれを伝えることなどは出来ない。

　なんて言えば良い？　化け物に命を狙われてるなんて言ったら──

「……それは大変だね……保健室いく？」

　なんてあしらうに決まってる。

　いつもの俺は、早朝に登校する。日が昇のぼりきってしまうと、干からびてしまうからな。

　一度ハルナに日ひ傘がさを進められたが、俺は誰だれにも注目されず、ひっそりと生きていきたい性しよう分ぶんなんだ。

　そんな目立つ行動は取りたくない。

　そして、誰よりも早く登校し、平松がやってくるやいなや、何か異変があったかを確かく認にんするのが日課になっていた。

　まあ、今日は織戸に自じ慢まんしたかった事もあって、八時に登校してしまったから、平松よりも後だ。

　それが懸念材料だった。

　ライフスタイルを崩くずしたときに、何かがあっては困るからな。

　教室に入って、すぐに平松へ声を掛かける。

「平松、最近何かおかしなことがあったか？」

　これなら世間話の範はん囲いだろう。

「……相あい川かわくん……おかしなことって？」

　小首を傾かしげて聞き返すお下げの少女。

　十分怪あやしい質問だったか。

　クラスの委員長は別にいるが、誰もが彼女を委員長のように扱あつかう。

　色々な意味で人気があり、この一年で彼女に告白して玉ぎよく砕さいした男は八人に及およぶ。

　サッカー部の主将も、剣けん道どう部の主将も、女子人気の高いイケメンも、平松はお気に召めさなかったようだ。

　普ふ通つうに可愛かわいい。

　それが平松だった。

「そうだなー。変な動物が突とつ然ぜん目の前に現れたとか？」

　直球を投げてみる。

「……んー……例えば？」

「学ランを着ているとか」

「あははは……相川くんって、本当に面おも白しろい人だね」

　良かった。メガロとは遭そう遇ぐうしていないか。

　それならいい。ただの冗じよう談だんで済ませられるなら、それに越こしたことはないさ。

　俺は教室の後ろから二番目、窓側の席について、曇くもり空を見上げる。

　何かが起こりそうな天気。

　これだけ怪しい暗雲だったら、逆に何も起きないと思うね。

　ホームルームと出欠も終わり、一時間目は──何の授業だったかな？

　教科書等々は全すべて教室の後ろに並んでるロッカーに放ほうり込んである。

　テスト一週間前に回収するまで、ずっと入れっぱなしだ。

　だから、覚えられない。

　他ほかのことに頭が行き過ぎているのと、授業中に寝ねてばかりいるせいもあるだろう。

　何曜日の何時間目がどの授業なのか。それは担当している教師が教室に来るまでわからないことが多い。

　教師を確認して、教科書を取りに行く。

　ロッカーに近い席でよかったとつくづく思うよ。

　さて──一時間目は誰が来るのかね？

　無個性が売りの数学教師か、ハゲ頭の国語教師か、はたまたハゲ頭の英語教師か、ハゲ頭の──

　俺は目を丸くした。

「はーい、みんなおはよー」

　偉えらそうな顔をして、教きよう壇だんに立ったのは、ハルナだった。

　誰がどう見ても年下の、さらに学校関係者でもない彼女が、突然現れたのだ。

　もはや恒こう例れい。

　どういう縁えんなのか、どういう人脈なのか。

　ハルナはたまにこうしてひょっこりと現れて、授業をする。

　その授業内容は、どこの学校でも習えないようなモノばかり。

「おはよーおはよー」

　ハルナはまるで、トラックの前に飛びだすイメージのあるロン毛の教師みたいな声こわ色いろで何度も挨あい拶さつする。

「おはようございまーす。ハルナ先生。今日は何をするんですかー？」

　返事を返したのは、文化祭で全身タイツを着せられて『モジ夫』のあだ名を付けられた男子生徒だった。

　これと言った特とく徴ちようはない、ごく普通の男子高校生。

　まあ、俺もゾンビであること以外はごく普通の男子高校生なのだが。

　ハルナは腰こしに手を当てて、やれやれと言った表情で言う。

「分かる奴やつはいないの？」

　分かるはずがない。

　ハルナってのはいつも唐とう突とつに現れて、唐突に何かを始める。

　予想出来る訳がないのだ。

　せめて、料理に関係しているとか、そういう方向性があれば予測も立てられるだろうが、支し離り滅めつ裂れつ。

　パターンが存在しない。

　そんな中、一人の少女が手を上げる。

　恐おそる恐る、小首を傾げてではあったが、誰もが彼女の答えに期待していた。

　そう、彼女ならば、正解するのではないだろうか。

　そう思わせる人物は、一人しかいない。

　平松だ。

「……節分……かな？　……体育館で」

「はい、今ダークネスお下げが良いこと言った」

　ぱん、と一つ手を打つ。

「黒くろ髪かみって言えよ」

　と俺はつぶやくが、気付いていない様子。

「体育館である理由は？」

　ハルナは平松に次の質問を投げかける。

「ハルナ先生だったら……盛せい大だいな豆まき……かなって」

「はい、今ミッドナイトお下げが良いこと言った」

「黒髪って言えよ」

「じゃあ……ユキちゃんのクラスと合同ですか？」

「はい、今漆しつ黒こくお下げが良いこと言った」

「黒髪って言えよ。もうちょいだよ」

「はい、ぐだぐだ言ってないで、全員体育館へ集合！　今すぐっ！」

　ぱんぱんと急せかすように手を叩たたくハルナに、生徒たちはまるで統率のとれた軍隊のようにてきぱきと立ち上がり、教室を出て行く。

　俺は大きくため息を吐ついた。

　節分か……

　やりたくねーなー。







「さあ！　これより節分ラグナロクを行って頂くからな！」

　ハルナ先生の声が体育館に響ひびく。

　女子達は制服姿で整列し、俺たち男子は虎とら柄がらのパンツの上から腰ミノを付けて、上半身裸はだかの状態で体育館の隅すみに追いやられていた。

「節分……ねえ」

　女子達は異様な姿だった。

　どこから用意したのか、カラシニコフ的なアサルトライフルを装備。

　セーラー服にＡＫ47。

　か・い・か・ん。のあれをオマージュしているのだろうか？

　だが、こういう行事になれてしまった我が校の生徒は、薬やく師し丸まるひろ子ほど可愛らしさはなく、むしろ、戦場を一つ二つくぐり抜ぬけてきた歴戦の英えい雄ゆうのような佇たたずまいに思えた。

「あの……節分ってことは、俺たちは鬼おにか？」

　どうしてもその部分が気になってしまったので、壇だん上じように上がって俺たちを見下ろしているハルナ先生に質問する。

「鬼っていうか、なまタイプのはげ？」

「なまはげのなまは生じゃねえよ！　焼きとか蒸しとかもねえよ！」

「焼きとか蒸しがなくても、生ビールって言うだろ？　あれと一いつ緒しよだ！」

　あれと一緒だったんだ。なまはげ。

　怠なまけ者を始末する。つまりハゲさせる。という意味の略語であると考えていた。

　まあ、個人的見解でしかなく、真実は知らない。

　うろ覚えの知識だ。

　だからこそ、天才のハルナが断言すれば、それが正しいのではないかと思えてくる。

「ていうか、節分に豆を投げられるのはなまはげにとっては冤えん罪ざいだろ。なまはげに謝れ」

「じゃあハゲでいいやハゲ」

　面めん倒どうくさいと言いたげに、俺をあしらうハルナ。

「鬼って言ってくれるかなー？」

「Ｗｈｏｓ　ＢＡＤ？　って言いながら襲おそいかかれよな！」

「なんでマイケル・ジャクソンみたいなことを言い出したんだよ」

「なまはげと言えば、だろ？」

「せめて悪い子いねがー。って言えよ！　英語っぽくすると格好良すぎるぜよ！」

「面倒臭くさいなー。アユムは臭い」

「言い方がおかしくないっすかー」

「まあまあ、いいじゃねえか相川」

　文句ばかりの俺をなだめるのは、織戸だった。

　辺りを見回せば、意外と受け入れている生徒たち。

「この格好は、なまはげじゃないからな」

　やれやれ。と欧おう米べいスタイルで首を振ふる。

　どうやら、この授業はやるしかなさそうだ。

　ハルナはマイクを取り、大きな声で言う。

「ルールは簡単だ！　鬼に一〇秒捕つかまったら牢ろう屋やに入れられる！　捕まった仲間にタッチすれば、その人間は釈しやく放ほう。鬼は一〇秒動けなくなる！　制限時間は二時間！　最終的に一人でも残っていれば人間の勝ち！　全員捕まれば鬼の勝ち！」

　ずらずらとルールを述べ終わった頃ころに、誰だれかが言った。

「……それって、ドロケイじゃないの？」

「え？　ケイドロだろ？」

「ドロジュンだって」

「タンドロだろ」

　誰もが、早口に述べられたルールをそれとなしに把は握あくしていた。

　中でも、一番興味を示していたのは、織戸。

　把握したのだが、やっぱり一つだけ分からない。

「この銃じゆうはなんなんですかー？」

　女子の質問。これは、誰もが思っていた。

「ハンデだ！　心配しなくても出るのは豆だからな！」

　まあ、ただ鬼ごっこをすれば、身体能力的に男が勝つだろう。

「撃うたれたら、ルール上は何かあるのか？」

「特にない！　ただ……死ぬほど痛いぞ」

　ハルナは笑え顔がおを見せず、自じ爆ばくしたパイロットのような真顔でそう言った。

「豆まめ鉄でつ砲ぽう如ごときが？」

　ある男子がバカにしたように呟つぶやく。

　俺も同感だ。

「はい、じゃあもう時間だからはじめはじめ」

　ぱんぱんと鬱うつ陶とうしそうな顔で手を叩くハルナ。

　と同時に、横よこ殴なぐりの雨のように豆がどっと撃ち込まれた。

　ババババババ……ババババババ……

　凄すさまじい連射性だ。

　豆鉄砲と侮あなどるなかれ。秒速数百メートルで飛んでくる豆にあたれば、正に死ぬほど痛い。

　俺たち鬼は、女の子にタッチするどころか、蜘く蛛もの子を散らすように逃にげ出した。

　体育館は開けたところだ。遮さえぎるモノが何もない、四角い空間。

　そこに、一面ビニールが敷しかれ、卓たつ球きゆう台を立てて作られたバリケードが点々と置かれていた。

　銃じゆう撃げきから逃げた男子は、立て掛かけられた卓球台の陰かげに隠かくれる。

「痛くて堪たまらないんだけど」

　と男子の一人が言った。

　試合開始から一分──すでに、戦意は喪そう失しつしてしまっている。

「どうすればいいんだ」

　確かにな。豆鉄砲を甘く見過ぎていた。

　あんなもんをクロスファイアされてみろ。全身青あざだらけで青鬼になっちまう。

「お前ら、こう考えろ」

　こういうときに、いつも俺たちを奮い立たせるのは、織戸の役目だった。

　身を潜ひそめていても、豆の銃じゆう弾だんが止やむことはない。飛び交かう銃弾の嵐あらしの中──

「織戸？」

　メガネをくいっとあげて、平然と織戸は続ける。

「いいか。俺たちはいつも、セクハラをして殴なぐられたり、なじられたりする」

「俺たちというか、お前だけな」

「俺はな、これまでそれを甘んじて受けてきた。それは、『犯罪を犯おかした人間は罰ばつせられるべきだ』という倫りん理り観かんからだ」

「そう思うならセクハラやめろよ」

「セクハラで良い思いをしたならば、それに応じたダメージもやむなし。それが、この世界の常識だ」

「お前の常識な」

「今、俺たちは多大なダメージを負っている。それを逆に考えてみるんだ」

「そろそろ結論に入って貰もらっていいっすかー？」




「受けたダメージの分だけ、セクハラもやむなし！　タッチ？　してやろうじゃないか！　おっぱいになっ！」




　青せい天てんの霹へき靂れき。ずがーんと打ち付けられた雷かみなりの如き織戸の言葉に、皆みんな、感かん銘めいを受けていた。

　ただ一人、俺だけが呆あきれた顔で見つめていた。

「いくぞ野や郎ろう共！」

「「うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」

　織戸を先頭に、男たちは突とつ撃げきする。

　どれだけ撃たれようが、足を滑すべらせ、倒たおれようが、それでももう、心は、心だけは真っ直すぐだった。

「きゃああああっ！」「いやあああっ！」

　女子たちの悲鳴が体育館に木霊こだまする。

　きゅっ、きゅっ、と運動靴ぐつの音がビニール張りの床ゆかを擦こすり、走り回る。

　卓球台のバリケードを利用して逃げ惑まどう女子たちだが、がっしりと後ろから抱だきつく形でどんどん捕まっていく。

　戦争で必要なものは三つであると俺は考える。戦術、兵力、そして士気。

　ライフルの肩かたに当てる部分、銃じゆう床しようでアゴをかち上げられても、おっぱいに回した手は離はなさない。

　痛みを恐おそれぬほどの意思。

　兵士に最も必要なモノが、今我々にはあった。

　一度女子にとりついてしまえば、フレンドリーファイアを恐れて射撃も出来なかった。

　まるで人質を取られた機動隊員のように、捕まっていく女子を見ているしかない。

　そんな中で、助ける意志を明確にした女子が一人いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ！　絶対助けてやるからなっ！」

　スポーツ大好きの短たん髪ぱつ少女『吉よし田だ　友ゆ紀き』だ。

　男らしい性格で、野球のときに「今のドラゴンボール！　ドラゴンボールだって！」と叫さけび、『デッドボールとドラゴンボールを間ま違ちがえていた事件』を起こし、そのアホさ加減から、友紀はトモノリと呼ばれている。

　ちなみに、その事件で指し摘てきしたとき「Ｄから始まるのは知ってた」と言い訳をしている。

　そんなアホではあるが、友紀は他の女子に比べて、明らかに動きが違った。

　まず、背後を取られない位置取り。

　次に、絶対一対一の状態を作る立ち回り。

　襲いかかってきても、ヒットアンドアウェイで引き離す。

　そのどれもが、戦いを知っている人間の動きだった。

　それもそのはず。彼女は『吸血忍にん者じや』という戦せん闘とう集団の一員。

　そこいらの高校生が捕まえられる訳がない。

　奴やつを捕まえたいなら、マラサイでも連れてこないと。

「うにゃあああああっ！」

　だが、捕まった。

　捕まえたのは──俺だ。

　ここにいる人間で友紀を捕まえられるのは、俺かハルナぐらいのモノだろう。

　放ほうっておくと鬱陶しくてたまらないからな。

「あ、相川……お腹は触さわらないでくれよ」

　後ろから羽は交がい締じめにしなければ、友紀は止まらなかった。

　後ろから肩に手を回していた。

　本当はもっと逃げられないように下の方に手を回すべきだが、こいつは見た目よりも胸がでかいからな。

　何かの拍ひよう子しに当たってしまうと、その後が気まずい。

　友紀はライフルを地面に落とし、ぎゅっと俺の腕うでを摑つかむ。

　一〇秒以内に抜ぬけだそうという気だろうが、そう簡単にはいかないさ。

　お前がただ者じゃないように、俺だってただのゾンビじゃない。

　って言うか、あんまり動かない下さい！　おっぱい──は当たらないけどお尻しりが！

　柔やわらかいお尻が俺の股こ間かんを擦ってるんで！　ぐわんぐわんやっちゃってるんで！

「あんまり身を捩よじるな」

　おう。おおう。絞しぼり出さないと声が出せない。

「そう簡単に捕まらないぜ！」

　拘こう束そくを振ふり切ろうと、上下運動を始める。

　まあ、確かに肩を抱いている訳だから、しゃがむのが一番抜けやすいだろうけど……

　だからお尻がやばいことになってるんだって！

　気付いて！　このエロさに気付いてくれ！

　いっそ教えてやろうか。いや、そんなことをすればどうなる？

　…………どうなるんだろう。

「おい、友紀」

「なんだ？」

「お尻が、めちゃめちゃ当たってる。そしてきりきり舞まい」

「……………………はっ！」

　友紀はどういうことなのかをアホなりに考え、そして、結果。

「お、オレ、もしかして相川に変なことをしてたんじゃ」

　何な故ぜか申し訳なさそうな声を出した。

　こうなるんだ。

　咲さき疲つかれてしぼんだ花のように、しおしお～っとしている。

　ハルナだったら、経けい絡らく秘ひ孔こうを百回ぐらい強打してピールー……ってしてきて、自分の意思とは関係なくムーンウォークをさせられた挙げ句、高層ビルから飛び降りさせるのに。

　セラだったら、刺さすだろう。単純に、簡単に、さくっと。

　これは役得で、興奮するのは男であるセクハラ行こう為い。

　むしろ変態行為をしてしまったのは友紀自身で、それが申し訳ないと感じている。

　アホだな。本当に。

　織戸の言葉じゃないが、セクハラをしたらそれなりの罰を受けるべきなんだ。

「二九番、アウトー」

　ハルナの声が飛び、友紀は肩を落とした。

「くっそぉ～。ぜってぇ抜け出せると思ってたのになぁ～」

　悔くやしそうに顔を歪ゆがませる。

　まあ、途と中ちゆうでしおしお～っとなっていなくても、俺が友紀如きに後おくれを取るわけがない。

　それこそ、友紀の中にある魔ま装そう兵器『ヴィネグレット』が動き出さない限りは。

「お前が俺に勝とうなんて、まだまだ早いってことだよ」

　体育館の隅すみに設けられた牢ろう屋やスペースへ、友紀を連行する。

　連行するという言い方をすると、まるで法的機関のようで、鬼おにが正義なのではないかと勘かん違ちがいしそうになる。

　これは逆に考えて、少女誘ゆう拐かい事件とすれば、女子が正義となるだろう。

　正義と悪は、考え方次し第だいで表裏一体になる。

　このドロケイ風節分は、そんな教育の一いつ環かんなのだ。

　なんて、ハルナは考えていないだろうな。

　あいつが一番の悪だよ。全く。

　ビニールテープで区切られた区間に、多数の女生徒が体育座りをしていた。

　スカートで体育座り。この意味があなたにわかるだろうか。

　絶景である。

　ここにバリケードを置いては、さすがに助けようがない。

　だから、どの方向からでもチャンスがあるようにテープで仕切られているだけ。

「いやあ、さすが相川。やるなぁ。一番手て強ごわそうなトモノリを捕つかまえるなんて」

　にっこりと微笑ほほえむイケメンが、見張り役だ。

　イギリス紳しん士しのような笑顔と、高い身長。上半身が裸はだかだと、そのスピードを重視したトレーニングでぎゅっと濃のう縮しゆくされた運動部の筋肉が美しい。

　決してマッチョではない。だが、彫ちよう刻こくにでも残したいほどの肉体。

　彼の名はアンダーソン君。その日本人離ばなれした容姿から、下しも村むらをアンダーソンと呼ばれている。まあ、実際日本人じゃないんだけど、それはみんなには内ない緒しよだ。

　その正体は、ユーと同じ冥めい界かい人。

　学園一のイケメンで、バスケ部の一年生エースだ。

「ちなみに、捕まえてきた人数トップは織戸だよ」

　む。

　俺はアンダーソン君の言葉に、ほんのちょっぴりだけ闘とう志しを燃やした。

　織戸が、トップ？

　あの変態度以外でトップを取ったことのない男が？

　人は誰だれしも、こいつにだけは負けたくないという人間が一人はいる。

　それが俺にとっては、織戸なのだ。

「織戸は、何人捕まえたんだ？」

「八人だ」

　女子の数は二クラス分でおよそ四〇人。

　その五分の一を、一人で処分したというのだ。俺が友紀一人に手間取っているウチに。

　負けてられないな。

　という俺の気持ちを理解してか──

「よーし相川！　織戸なんかに負けるなよ！」

　ガッツポーズを見せ、友紀が俺を応おう援えんする。

「って、お前は応援しちゃいけないだろ。チーム的な意味で」

　指し摘てきに、友紀ははっと立場に気付き、俯うつむき加か減げんで声の勢いを落とした。

「た、確かにオレは鬼側の人間じゃないけど……さ」

　鬼側の人間って、なんか気持ちの悪い日本語だな。

　鬼なのか人間なのか。

　硬こう式しきソフトボールみたいな。

　古新聞みたいな。

　なんかこう、もやっとした矛む盾じゆんが頭をかゆくさせる。

「だったら、俺を応援するのはお門かど違ちがいじゃないか？」

「でも、オレは相川の嫁よめだから！　だから、いつだってお前の味方だ！」

　この真っ直ぐな性格が、たまに羨うらやましく思えるね。

「わーったわーった」

「織戸に負けんなよ！」

「はいはい」

「いよう相川。調子はどうだー？」

　噂うわさをすれば、メガネがやってきた。

　その両手には、悔しそうな顔で床ゆかに視線を落とす女子二人。今にも泣き出しそうな勢いだ。

　金の亡もう者じやかお前は。と言いたくなるほど、偉えらそうに二人の肩かたに手を回して、ふんぞり返る織戸。

「さあ、どんどん行こうか」

　二人の女生徒を牢屋スペースへと投げ捨てるように追いやり、織戸は誇ほこらしげな表情で次の獲え物ものを探す。

「これで一〇人か。本当にすごいなー」

　アンダーソン君が感心して頷うなずいていた。

　いいなー。俺もアンダーソン君に感心されたい。

「負けんな相川！　いっけーっ！」

　ぴょんぴょん跳はねるおっぱい。友紀の声せい援えんに押されて、俺は本気を出すことにした。

　誰にどれだけ当たろうが進軍させなければ良いという考えの一いつ斉せい掃そう射しやを仕し掛かけている女子たち。

　俺はその銃じゆう弾だんを、避よけることなく突つっ込んだ。

　バリケードなど、必要ない。

　ゾンビである俺には、痛みがないからだ。

　どれだけ痛い豆まめ鉄でつ砲ぽうだろうが、俺には無意味なのだ。

　ちらりと顔を横に向ければ、織戸が茶ちや髪ぱつの女生徒に後ろからがっぷりと抱だきついて、胸を揉もみしだいている。

　彼女は平松と友紀の親友。三原かなみ。

　メイク技術に定評のあるイケイケギャル。

　俺よりも、織戸との付き合いが長い。

「きゃあああ！　どこ触さわってんのよ！　この変態！」

　三原は身を捩よじり、織戸へライフルをたたき付ける。さらに織戸の背中には、他ほかの女子からも銃弾が浴びせられていた。

　だが、織戸はやめない。

「ぐへへへ……育っておまんな～」

　もにゅもにゅと健康的に育った胸を揉みしだいている。なんと羨ま……最低な行為だろうか。

　さすがに胸を触るのは駄だ目めだろー。セクハラの範はん囲いを超こえてしまっている。

　あいつにとっては、一〇秒セクハラ出来るというルールでしかないのだろう。

　いや、待て。

　よくよく考えれば、織戸は今まで抱きついたときに胸は触っていなかった。

　三原だから、一番気を許せる相手だから、そこまでしたのだろうか。

　どれだけ顔面に豆を食らっても、全身にアザが出来て青鬼になろうとも、織戸はセクハラを続けていた。

　しかし、他の男子は萎い縮しゆくしてしまう。

　セクハラと痛みを天てん秤びんに掛かけ、それに敗北してきたのだ。

「五番、アウトー！」

　ハルナの声で、織戸はまた新たに一人、捕まえてしまった。

「あーもう！　織戸なんかに捕まるなんてっ！　この変態！　くたばれ！」

　捕まったにもかかわらず、三原は織戸にがんがん豆を浴びせかける。

「あいつは痛みを感じないのか？」

　啞あ然ぜんと見ていた男子の一人がそう呟つぶやく。

　いや、痛みがない訳じゃない。

　むしろ逆。

　あいつは、むきになって攻こう撃げきしてくる女子に、興奮しているのだ。

　エロを極きわめた気持ち悪い人間には、いかなる攻撃も通用しない。

　むしろご褒ほう美び。だからこそ質たちが悪いのだ。

　まあ、ゾンビも似たようなモノだけどな。

　織戸が三原を連行している間、俺へ集中砲ほう火かが浴びせられていた。

　他の男子が前に出ないから、ほぼ全すべての銃口が俺に向けられているようなモノだった。

　俺は両手をクロスさせて、風に逆らうＴＭレボリューションのような気持ちで徐じよ々じよに前へ進んでいく。

　目指す先にいるのは──胸の大きな女生徒だ。

　俺は貧乳派で通っている紳しん士し的高校生だが、揉むという行こう為い一つを取るならば、巨きよ乳にゆうに越こしたことはない。

　織戸に負けないよう、同じレベルのやましい心を持って、俺は着実に女子へと歩み寄っていた。

　そのとき──

　ふ、と横よこ殴なぐりの雨のようだった銃弾が、止やんだ。

　手をクロスさせて顔を隠かくしていたから、その状じよう況きように気付くまで、少々の時間を要した。

　何が起こったのかとうっすら手をどけ、様子を窺うかがう。

「平……松……」

　目の前に、お下げ髪がみの少女が立っていた。

　両手を広げて、銃弾を受けていたのだ。

「……っつぅ」

　男が逃にげ出す痛さの豆だ。さらに、射線が重なったクロスファイアポイントで集中砲火を浴びれば、痛いってもんじゃない。

　痛みに顔を歪ゆがませながら、平松は何な故ぜか、俺を庇かばっていた。

「お前、なんで……」

　こんなことをしたんだ？　と続くはずだったが、その前に平松が声を荒あららげる。

「……みんな……相川くんが可哀かわい想そうだよ！　……ゲームだからって……一人を集中攻撃するなんて卑ひ怯きようだよ！」

　平松は誰かと話をするとき、目線を逸そらして少し俯き加減で喋しやべるほど奥手だ。

　委員長でも図書委員でもないのに、みんな平松が委員長だと思ってしまうほどの優等生。

　そんな彼女が、これほど大きな声を出して叱しつ責せきするなんて、思わなかった。

　鬼おにである俺を庇った。

　敵である俺を。

　やましい心を抱いていた俺を、彼女は救ったのだ。

　俺はバカだった。

　妙みような対たい抗こう意識を燃やして、変態に成り下がろうとしていた。

　相手の気持ちも考えずに。

　セクハラとは、女子の気持ちを考えないときにやってしまう行いだ。

　目が覚めた思いだった。

「──ありがとう、平松」

「ううん……相川くんだって……逆の立場だったらきっとこうしたと思う……」

　俺は、そこまでの男じゃないさ。申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいだった俺は──

「平松、耳を貸してくれないか？」

「え？」

　ひそひそひそひそ……

　台風の目に入ったかのように、一いつ切さいの銃弾が止んだ戦場のど真ん中で、俺は平松にある提案をした。

　織戸に勝つ手段は──セクハラ以外に残っているのだ。







　俺の策に、平松は快く乗ってくれた。

　先ほどチャイムが鳴っていたので、残り時間は一時間を切っているはずだ。残っている女子の数は、一〇人。

　その一人である平松を連行して、俺はアンダーソン君の待つ牢ろう屋やへと向かった。

「おー、平松も捕つかまったか」

　成り行きを見守るのが楽しい様子。

　俺は何も言わず、平松を中へと入れる。

　次の瞬しゆん間かん──

「はい、鬼は今から一〇秒動けないから！」

　ハルナの言葉に、男子はみな、驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

　一人、アンダーソン君だけが「なるほどなぁ」と呟いていた。

　鬼が一〇秒動けなくなるルールが発動される条件は一つ。

　女子が解放されたときのみ。

　そう、俺は平松を捕まえてなどいなかった。

　捕まっていない平松がタッチすることで、牢屋の中にいる女子は全員解放されたのだ。

　ハルナがちゃんと見てくれていたのが幸いだったな。

　一〇秒間のセクハラを堪たん能のうしていた織戸に、解放された女子が殺さつ到とうする。

「裏切ったのか相川ーっ！」

　織戸の叫さけびも、女子の壁かべに遮さえぎられた。

「覚かく悟ごは出来てるんでしょうねぇ～」

　三原の形相は鬼の如ごとく、異様なオーラが体育館に渦うず巻まいていた。

「イエスアイキャン」

　潔いさぎよいのか悪いのか。織戸は逃げなかった。

　げしげしと動けない織戸に蹴けりを入れる女子たち。

「……みんな……」

　その様子を、やはり平松が止めようとした。

　俺だから庇った訳ではない。平松は誰だれにだって分け隔へだてなく接する優やさしい女の子なんだ。

　そんな平松を、三原が手で制する。

「確かに、よってたかって一人の人間を攻撃するのは最低だと思うわ。でも──こいつは鬼。最低な行為をした奴やつは、報むくいを受けるべきなの──よっ！」

　ごす。三原のニードロップが織戸の腹部にヒットする。

「止めてくれるな……妙子よ。これが俺のサガが生んだモノだと言うのなら、甘んじて受けよう。これもまた、俺のサガなのさ」

　織戸はそう言いながら、ゆっくりと正座した。

　一〇秒は過ぎている。

　それでも、織戸は自分の行った行為、業を背負う腹づもりだったのだ。

「……織戸くん……なんで……ファーストネームを呼び捨て……」

　そんな織戸を、心配そうに見つめる平松。

「ただし、メガネだけは……こいつだけは、許してやってくれないか？　こいつに罪はない。全部、俺が悪いんだぁ」

　チワワのように輝かがやく瞳ひとみで、三原に訴うつたえかける。

「いいわ。顔はやめてあげる」

「ありがとう。よかったな。俺のメガネよ。さあ、やってくれ。踏ふみつけるんだ！　俺を！　怒いかりのままに！」

「織戸、お前って奴は……」

　男子たちは、悲しい瞳でその光景を眺ながめていた。

　俺の目にも、まるで、織戸が良い奴のように見える。

　気持ち悪いけど。

　そんな織戸を踏みつけようと足を上げたとき、三原ははっと気付いた。

「こいつ！　パンツ見たいだけじゃないっ！　このっ！　このっ！　メガネ割れろ！」

「あ、バレた」

　織戸が正座したのは、視線を下げるため。メガネを庇ったのは、しっかりとした視力で眺めるため。




　全ては──エロのためだった。




　スカートを押さえながら、まるでサッカーコートにいる二二人のプレイヤーが一つのボールに殺到したかのような怒ど濤とうの足あし技わざ。

「変態！　変態！　変態！」

「俺は変態じゃない！　正常だ！　エロくない奴の方が変態だ！　おっぱい星人という言葉と同じだ！　まるで地球外生命体のような言い方をするが！　この星がおっぱい星で俺たちがおっぱい星人！　おっぱい星人じゃないと言う奴の方が地球外生命体なんだ！」

　蹴られ続け、踏みつけられ、その間訳の分からないことをずっと口走っていたが、誰も構ってやらなかった。

　そうこうしているうちに織戸は再起不能と書いてリタイアしてしまった。

　それから一時間、結局捕まえられたのは、一〇人に過ぎない。

　最終的に織戸が捕まえた数は〇人。俺は友紀の一人。

　解放することで、俺は織戸に勝ったのだ。

　しかし、男子は負けてしまった。

　それで良い。

　鬼が勝ってしまっては、節分の意味がないのだ。

「よーし！　お前ら痛みに耐たえてよく頑がん張ばった！　感動した！」

　まるでセンター分けの元総理のようなハルナの言葉で締しめくくり──




　こうして、『鬼おに退たい治じ』は終わった。




　勝者など誰もいない。

　ボロボロになった鬼たちは、「やっと終わった」と座り込み、セクハラを受けながらも鬼の猛もう攻こうを受けきった女子たちは勝利に喜びの声を上げていた。

　チャイムと同時に、ハルナはぱんと一つ手を打つ。

「打ち上げだーっ！　今日使った豆は全部美お味いしく頂いて貰もらうからな！」

「「………………………………え！」」

　長い『間』にもかかわらず、驚おどろきの声は重なった。

　ビニールに敷しき詰つめられた、何百発、いや、何千発というレベルだろう豆。これを全部食べろというのか。

「豆だけを食べろとは言わない──今日はラーメン屋『めれんげ』であたしが奢おごってやる！　来れる奴だけ来いよな！」

「いえええええええええぃ！」

　帰宅部歓かん喜きの瞬間だった。

　奢りで、打ち上げ。

　なんと魅み力りよく的な言葉だろうか。

　高校生活ではあまり経験できない状じよう況きようだ。

　大人の仲間入りをしたような気持ちになる言葉だ。

「ええー。いいなぁ。オレ、めれんげ行ってみたかったんだよなー」

　名残なごり惜おしそうな友紀。陸上部に所属している友紀は、ハルナと一いつ緒しよにいけないのだろう。

　友紀の一年Ｄ組は、ほぼ全員が部活動をしているため、この打ち上げには参加出来ない人間が多い。

　そこまでがっかりしなくてもいいのに。と言うほど、部活組は意い気き消しよう沈ちんしていた。

　俺は友紀のところへと寄る。

　友紀は俺が近づくだけで、何な故ぜか笑えみを浮かべていた。

　まるで、エサの時間に飼い主が近づいたときの犬のようだ。

　だが、近くに行くだけで思わず笑みをこぼすってのは、素す直なおに可愛かわいいと思ってしまった。

「へえ。そのラーメン屋、美う味まいのか？　まあ、何十人が入れるラーメン屋ってだけで人気があるんだろうけど………………って！　めれんげってなんだよ！　めれんげって！　何ラーメンだよっ！」

　なんでメレンゲやねん！　メレンゲってなんやねん！

　堰せきを切ったように、言葉が雪崩なだれ出てきた。

「博はか多た系とんこつラーメンだ。博多のラーメンは普ふ通つう麵めんの硬かたさが選べるんだけど、めれんげは麵硬めの一本で勝負してんだ。しかも、ラーメンには普通白飯かチャーハンだけど、めれんげはフランスパンなんだぜ？　ラーメンにパンを合わせるなんて、考えただけでヨダレが出そうだぜ～」

　友紀はラーメンに関してはうるさい。普段ドレッシングまみれにしなきゃ食べない特とく殊しゆな偏へん食しよくなのだが、唯ゆい一いつラーメンのときだけはドレッシングを控ひかえる。

　かけるときはかけるけど、それでも量は抑おさえ気味だ。

　ラーメンを思い出せば、また行けないことに落ち込む。

「じゃあ、今度俺と行くか？」

「ホントか！　やったーっ！　絶対だかんな！」

　ぱあっと明るくなった。白い健康的な歯を見せて嬉うれしそうに笑う。

　こいつの屈くつ託たくのない笑顔を見ると、こっちも笑顔になってしまう。

　そう、友紀には笑顔が似合うんだ。落ち込むことがあると、俺は笑顔を取り戻もどすために努力するだろうね。

「じゃあ、とりあえず解散！」

　授業が終わり、わらわらと解散する一同。放課後になればある者はハルナに付き合ってラーメン屋にいくのだろう。またある者は部活動に励はげむだろう。

　俺は──







　結局、俺は学校に残った。

　俺もハルナについて行っても良かったのだが、織戸が行くと言うから辞退した。

　面めん倒どう臭くさいことになること、請うけ合いだからなー。

　あれほどまでに賑にぎわっていた体育館とは真逆で、今は一人、しっとりと教室で黄昏たそがれる。

　こうして一人でいると、色々な事を考えてしまう。

　ヴィリエの女王、リリア・リリスの事。

　まだ見ぬセブンスアビス。

　狙ねらわれている平松。

　平松といえば……今日は平松に助けられたな。

　なんて夕暮れに染まる空を見上げていたら──

「おー、相川。お前はいつもこの時間まで残ってるんだなー」

　のべっとした声がして、俺は振り向く。

　そこには、どこにでもいそうなおっさんが一人。

　個性の欠片かけらもない担任教師、『栗くり須す　猛たけし』だ。その個性の無さから、生徒に『無個吸』や『無我夢個性』などと呼ばれている。

　しかしてその実態は、ヴィリエ最強の魔ま装そう少女、クリス。

　一〇〇年ほど前にヴィリエでクーデターを起こし、その首しゆ謀ぼう者しやとして全すべての力と個性を奪うばわれる呪のろいをかけられた、不運の魔装少女だ。

「七時ぐらいになったら帰りますよ」

　なんだ、先生か。と俺は溜ため息いき混じりに顔を空へ戻した。

「……ちょいと小耳に挟はさんだんだが──」

「なんすか？」

「女王に呪いを掛かけられたんだって？」

「あー、あれは大変だった」

　ぼーっと軽く返事をしたそのとき、ぐっと肩かたを摑つかまれて、俺はびくっと体を震ふるわせた。

「治ったんだな！　呪いが解けたんだな！」

　肩を揺ゆさぶり、言葉を強める先生。

　そりゃあそうだ。

　この人は一〇〇年ほどの間、ずっとこの個性のないおっさんで、元の姿に戻りたいと、ずっと願っていた。

　女王の呪いは『その人にとって一番辛つらいこと』が起こるんだ。

　力と姿と個性を奪われることが、最強の魔装少女にとっては何より辛いことだった。

　ならば、元に戻りたいのは当然と言えるだろう。

「ああ……まあ……」

　俺は曖あい昧まいな返事をする。

　先生の顔を、見ることは出来なかった。

　俺は、クリスに言った。『呪いをどうにかしてみせる』と。

　なのに、なんの説明もしていなかった。

　約束を、果たすことが出来る。やろうと思えば出来るのだ。

　でも、俺はそれをしなかった。




　ハルナとキスすると呪いが解ける。




　まるでおとぎ話のような話だが、これが事実らしい。

　それが分かっているのに、その手段を伝えなかった。

　だから、俺は目を見て話せなかった。

　どんな批難を浴びても、おかしくない。

　だが──

「そうか……良かった……」

　栗須猛は、涙なみだを流していた。それは、俺への恨うらみや怒いかり、悲しみなどではない。

　とても嬉しそうな表情だ。

「良かった？　俺は、あんたに隠かくしていたんだぞ？」

　驚いた。てっきり、叱しかられると思っていた。

　殴なぐられても、何にも言えないと思っていた。

　だが、先生は泣いた。

「呪いは、解ける。その事実があるだけで、俺ぁ、俺ぁ嬉しいぞ相川ーっ！」

　ぎゅー。

　思いっきり抱だきしめられる。耳元でずるずると鼻をすする音が聞こえてくる。

「先生！　鬱うつ陶とうしいから泣かないで下さい！　俺は呪いの情報を黙だまっていたんですよ？　怒おこらないんですか？」

「一〇〇年……一〇〇年掛かかって、何の情報も得ることが出来なかった。それを、お前はたった数か月で答えにまで辿たどり着いたんだ。褒ほめる以外に何をすればいい！」

　一〇〇年──俺には、想像も出来ない時間だろう。

「どうして……そこまで言ってくれるんだ。俺は──責任を果たさなかったのに」

「いいか相川。この世界は一ひと握にぎりの天才によって進歩してきた。誰だれかが発見しなければ、誰かが発明しなければ、一〇〇年あろうが進歩はしない。俺にとっては相川。お前はエジソンやアインシュタインと同じ、偉い人じんなんだ」

　そんな、そんな敬意を向けられるようなことは何もしていない。

　俺はただそこにいて、ハルナやセラやユー。みんなが助けてくれただけなんだ。

「確かに、方法は発見できた……でも、今はまだ」

「ああ、分かってる。今呪いを解くのは、マズイんだろう？　あのクソ女王のことだ。呪いに対策があると知れば、その対策をどんな手を使ってでも潰つぶしにかかる」

　そう。女王リリア・リリスは臆おく病びようで堅けん実じつな性格。

　呪いを解く方法がハルナだと知れば、ハルナを殺してしまう可能性があるんだ。

　だから、言えない。

　言えないにしても、方法が見つかったとだけ伝えることは出来たはずだ。

　俺は自分の無責任さに心底呆あきれていた。

「待ってて、くれるのか？」

「ああ、俺は一〇〇年待ったんだぞ？　もう少しぐらい、待っていられるさ。──覚えておけ相川。……大人ってのは、待つことが出来る人間を言うんだ」

　涙を拭ふき取り、いつもの無個性的な笑みを浮うかべる。

「……助かります」

　俺は頭を下げた。申し訳ないという気持ちと、理解し、託たくしてくれた先生に敬意を表して、深く頭を下げた。

「じゃあ、早く帰るんだぞ。鍵かぎ締しめなきゃいけないんだから」

　鼻歌交じりに去って行く栗須先生。六〇年代のクラブで流は行やっていそうな、ツイストダンスをくねくね踊おどりながら。

　俺はまた、空を見上げる。

　何かしら事件が解決すれば、カメラを空へパンする監かん督とくの気持ちで。

「……相川……くん」

　声を掛けられ、俺は驚おどろいて顔を向けた。

　さっき出て行ったばかりなのに、また呼びかけられるなんて、思いもしなかったからだ。

　しかし、先ほどのおっさんとは違ちがう、静かで大人しい、少女の声。その正体は──

　平松だった。

　時計を見れば、六時を回っている。

　たしか、平松は吹すい奏そう楽がく部ぶだったはずだ。部活に参加するから、ハルナと一いつ緒しよにラーメン屋『めれんげ』へはいかなかったのだろう。

「部活は、もう終わったのか？」

「うん……あの……」

「ん？」

　もじもじ。

　平松は人と話すのが得意ではない。目線を合わさず、探さぐり探り言葉を選んで喋しやべるタイプだ。

　だが、今の平松は、いつもよりももじもじしていた。

　指先を絡からめて、少し体をよじり、勇気を振ふり絞しぼろうとしているのが見て取れる。

「実は……今日……これからパソコンを買いに行こうと思うんだけど……男の人ってパソコンに強いかなって……」

　上うわ目め遣づかいに、小さな声で言う。

　女の子の上目遣いというのは、かくも美しいモノなのか。

　可愛かわいい。

　その言葉だけが、頭に浮かんでいた。

「つまり、付いてきて欲しいってことか？」

　俺の言葉に、平松はぽっと頰ほおを染めて俯うつむいた。

　人を誘さそったことなんかないんだろう。

「ダメ……かな？」

「いいや、よくぞ俺に声を掛けてくれた」

　コンビニマニアとして知られている俺だが、実は電気屋マニアでもある。

　小お山やま田だ電気や常じよう人にん電気。ピッグカメラや淀よど川がわカメラのポイントカードが財布を圧あつ迫ぱくしているのだ。

　是ぜ非ひ見ていただきたい。ポイントカードでトランプが出来るのではないかという俺の財布を。

「電気屋巡めぐり、是非行かせてもらうよ」

　だから、俺は快かい諾だくした。

　それに、平松を監かん視ししておきたいってのもあるからな。

　全てがちょうど良いタイミングだった。

「ありがとう」

　はにかんだクラスメイトに、俺は良い気持ちだった。

　一応空へカメラをパンしておこう。

　空を見上げることで、テレポートでもしたかのように、スムーズに次の場面へ移れるのだ。







　ちょうど日も落ちてきたし、俺は帰宅予定時間を前まえ倒だおしし、平松とパソコンを買いにいくこととなった。

　二月上じよう旬じゆんの寒さは真冬のそれで、教室を出ればすぐに手が冷たくなる。

　俺は最近愛用のマフラーを巻いて、隣となりにお下げ髪がみの少女を連れて歩く。

　校門へ向かう道すがら、羨うらやましそうな視線を浴びていたが、別に付き合っている訳でもないし手を繫つないでいる訳でもない。

　むしろ、横ではなく少し後ろに平松は付いてきていたのだから、恋こい人びと気分とはいかなかった。

「平松……」

「ん？　……どうかした？」

「横に並んでくれないと話がしにくいかなーって」

「あ……ごめんね……その……相川くんの横にいると……彼女だと勘かん違ちがいされそうで」

　きっと、もし俺がＲＰＧのキャラクターならば、頭の上にこう書かれているだろう。

　クリティカル！　９９９９。

　ぐはーっ！　血を吐はき出しそうな勢いで俺はのけぞった。

　なんというダメージだ！　心臓を引き抜ぬかれたときよりも大きいダメージが俺を襲おそっていた。

　くっ！　耐たえろ！　分かっていたじゃないか！

　平松はどんなイケメンの告白も、うなぎのようにするする擦すり抜けていくほどの高たか嶺ねの花。俺なんて眼中にないなんて。

　分かってはいたが、いざこうしてその気がないことを明確にされると──

　ぐはーっ！

「私なんかがそばにいたら……相川くんが……迷めい惑わくするから……」

「何な故ぜに」

「……私じゃ……相川くんとは……釣つり合わないかなって」

「逆だと思うがな」

「だって……ユキちゃんとか……相川くんの周りって……ナイスバディな人ばかりだし」

「友紀が？　ナイスバディ？」

　脳のう裏りに友紀の水着姿を思い浮かべる。

　ぷっ。

　吹ふき出すように笑ってしまった。

　胸だけじゃねえか！

　俺の周りのナイスバディ。

　セラ──は認めよう。

　他ほかには……

　あれ？　いなくね？

　ネネさん……は俺の周りにいるって感じじゃないな。

　サラスもナイスバディという訳ではないしな。スタイル良いけど。

　それなら平松も同じようなもんだし。

「……相川くん？」

　深く考え事をしていた俺に、平松が話しかける。

「そうだな。ナイスバディばかりだ」

　俺は大きく笑いながら、からかうように言った。

「でしょ？　……だから……私なんかが……」

「平松も、その一人だと思うぞ。ハルナや友紀がナイスバディだってんなら」

「え……」平松は顔をぽーっと赤くさせて「もう」とだけ呟つぶやく。

「別に、俺を嫌きらってる訳じゃないんなら安心した」

「そんな……相川くんを嫌いになるなんて……絶対にあり得ないよ」

「じゃあ、もっとこっち」

　俺は平松の背中を押して、真横にたたせる。

　それはまるでフォークデュオでもやっているかのように。

　それはまるで夫婦めおと漫まん才ざいでもしているかのように。

「友紀のどの辺がナイスバディなのか、ちょっと詳くわしく聞かせて欲しいね。面おも白しろそうだ」

「え？　……胸……とか」

「他には？」

「んー……」

　ないんかい！　やっぱり胸の話だったんだ。

　また、俺は大きく笑った。

　なんだろう。平松といると、ゾンビではなく、人間だと実感することがある。

　不思議でたまらない。

　さて、そんな感じに談だん笑しようをしながら電車に乗って、電気街を目指す。

　話題は、これから買いに行くパソコンの話。

「なんつーの？　メモリってのは部屋の広さっていうの？　何坪つぼの家に住んでるかって感じっつーの？」

「……うんうん」

「ＣＰＵってのはなんつーの？　こう、住んでる人間のやる気みたいな？　っつーの？」

「……うんうん」

「まあ、この二つさえちゃんとしてれば？　なんつーの？　何に使うにしても大だい丈じよう夫ぶみたいな？」

「……うんうん」

　あー、気持ちええわあ。

　自分の持っている知識をべらべらと女の子に話し、笑え顔がおで相づちを打ってくれる。

　これだけで一日過ごしてもいいぐらいだ。

　何より、平松が可愛い女の子だから、楽しくて仕方がない。

　どこのメーカーが平松に一番合うのか、店員の如ごとくオススメしてやろう。

　そして、レジではデュエリストのようにべっちーんとポイントカードを出してこう言うんだ。

「全額、ポイントで」

　格好ええ～。パソコンをポイントで買う俺、格好ええわ～。

　電気屋が今から楽しみだ。

「そう言えば、平松はパソコン持ってなかったのか？　持ってそうなイメージだけど」

「……ずっと……お父さんのを使わせて貰もらってたんだけど……やっぱり……自分のをちゃんと買おうって思って……お金を貯ためてたの」

　やっぱり、しっかりしてるな。自立した女子高生って感じだ。

　俺は『親のすね囓かじり隊』の隊長をしているからな。耳が痛い。

「なるほどな。どんなパソコンがいいかなー。やっぱり女の子が使うんだし──」

「まずはケースを見て」

「………………ほう」

「大きさを決めてから……ＣＰＵとマザーボードを決めようかなって」

「…………なるほど」

「あとはその規格に合う……パーツを集めて」

「…………なるほどなるほど」

「サウンドカードとか……グラフィックカードも……出来る限り拘こだわっていきたいなー」

「…………ほう、なるほどなるほど」

「でも……電力量が気になるから……パーツをどれだけ付けるかのバランスを……」

「…………あー、はいはい。わかったわかった」

　わっかんねえ～。ふぃ～、わっかんねぇ～。

「自作パソコンなんだ」

「え？　うん……そうだけど」

　甘かった。俺はまだまだ甘かった。

　恥はずかしいわー。なんか恥ずかしいわあー。

　これから行く電気屋は、きっと俺のＵＮＯぐらい多種多様なポイントカードが一つも通用しないところだろう。

　危ないところだった。完全に恥はじをかくところだった。

　ぎりぎりだ。

「凄すごいな平松は。高校一年で自作しようなんて」

「……そんな……自作って言っても……ただ組み立てるだけだし……プラモデルより簡単だよ？」

「へえ、だったら、俺もやってみたいな」

　何気なく言っただけだったが、平松は少し驚おどろいたような表情を見せたあと──

「……うん！」

　健康的な白い歯を見せて、笑った。







　こうして、電気屋巡めぐりが始まった。

　といっても、俺の知っている電気屋は一つもない。

　釣りでもやっていそうなベストを着たおじさんが一人でやっているような、商品の置き方もマニュアル化されていないような、そんな電気屋を回っていく。

　そもそも、電気屋という呼び方があっているのかどうかも分からない、パソコン雑貨とでも言うべきお店。

　平松は店員さんに相談することも、俺に相談することもなく、じーっとパーツを眺ながめては、購こう入にゆうせずに次の店へ。

　俺にはそれが、なんなのか分からない。

　いつも完全に組み立てられたパソコンしか見ていないから、どれがマザーボードって奴やつで、どれがＣＰＵでどれがメモリなのか、一いつ切さい分からない。

　知っているのは言葉だけなんだ。

　しかも、にわか仕込みの。

　パソコンを開けてみたことなんてないし。

　役立たず。

　今の俺に最もお似合いな言葉だろう。

「ごめんね……連れ回しちゃって」

「いや、分かってて付き合ったんだ」

「……うん……ありがとう」

　何なん軒げん回っただろうか。

　ウィンドウショッピングは女性の趣しゆ味みというが、平松は俺を退たい屈くつさせないように、友紀や三原の話、学校や授業の話をしながら、ショッピングを楽しんでいた。

　そんなことをしなくても、俺は別に退屈じゃない。

　何のパーツか分からない基き板ばんを、まるで鑑かん定てい士しのようにむっとした表情で眺めたり、ときににやけたり、驚いたり。

　ショッピングが好きなんだろうというのがよくわかるし、色々な表情が出てきて面白い。

　平松はユーほどじゃないが、あまり感情を変化させようとしないからな。

　それを見ているだけで、俺は満足出来る。

　平松と二人きりで買い物をするってだけでも、織戸が胸むなぐら摑つかみながら泣き崩くずれるぐらいの羨うらやましい行こう為いだろう。

　そして、俺たちは一時間ほどうろうろしたあと、駅に近い一番最初の店に戻もどってきた。

　するとどうだろう。

　あれだけ端はしから端までじっくり眺めるショッピングをしていた平松が、商品に顔を向けないまま、俺と雑談しつつパーツを手に取るではないか。

　結局、なんでもいいから適当なモノを買おうというのか？

　いや、違ちがう！

　平松は全すべて記き憶おくしたのだ。

　この店てん舗ぽの──いや、今回った全ての店の商品がどこにあるのかを。

　すたすたと歩いて、ぱっぱっぱっと商品を手に取る。

　そして、会計へ。

　それで買い物が終わったと思いきや、次は五軒目に訪おとずれた電気屋へ。

　そこでも、同じような買い物が始まった。

　俺は基本的に、商品を買うならまず店を選ぶ。

　今日はあのコンビニで買おう。あの電気屋で買おう。そして、その店舗の中で何にしようかを決定する。

　平松は近くにある電気屋を全て回り、最もベストな商品を選ぶ。

　妥だ協きようを許さない性格だからこそ、優等生と言えるのだ。

　こうして、俺は何もしないまま、平松の買い物は終わってしまった。

　しかし、最後の店舗で、平松は一度だけ振ふり返る。

　それは、欲ほしいモノがまだあるのだというサインだった。

　そのサインを俺は見み逃のがさない。

「まだ欲しいのがあるのか？」

「え？　すごい……どうしてわかったの？」

「ずっとお前を見ていたからな」

「相川くん……うん……実はもう……予算がないから……あきらめたの」

「買わせてくれ」

「え？」

「俺に、それを買わせて欲しいんだ」

「そんな……悪いよ」

「せっかくデートに来たんだし、プレゼントの一つぐらいさせてくれ」

「だ……大丈夫だよ……また今度買うから」

　平松がそう簡単に奢おごらせてくれるなんて思わない。

　だから、俺は、さっき平松がチラ見したパーツを取りに行く。

　平松を説得しても、きっと買わせてくれないだろう。だったら、強引にでも買ってしまって、渡わたす方がいい。

　会計をすまし、俺は何に使うのかも分からないパーツを平松が持つ紙かみ袋ぶくろに突つっ込む。

「あ……ありがとう……大切に……するね」

　平松は申し訳ないという気持ちと嬉うれしい気持ちを入り混ぜた複雑な表情で受け取った。

　そうだ。平松だったらわざわざ買ったものを突っ返すようなことをしない。

　このぐらい強引な方が、いいんだ。

「それと、荷物は持たせてくれ」

「……え？　別に……大丈夫だよ？」

　遠えん慮りよする平松から、俺は大量の紙袋とビニール袋を奪うばうように持つ。

　両手が塞ふさがる量の荷物を女子に持たせたままなんて、男として失格だし、それぐらいしないと俺がいる意味がない。

　仕事が欲しいんだ。男としての、仕事が。

「あ、ありがとう……」

　学校鞄かばんだけを持った平松は、小首を傾かしげて礼を言う。

　さらに次の電気屋へ向かう。

　そこは、最後に訪れた店舗だった。

　恐おそらく、平松のことだから、回った順番に買っていくつもりだろう。

　つまり、ここで買い物は終わりということだ。

「すまん。荷物持ちしか出来なくて」

「ううん……助かった」

「だって、俺は自作パソコンのパーツなんて一つもわかんないし、ただ付いてきただけだし。面めん目ぼくがなくてな」

　平松は必死に、ぱたぱたと両手を顔の前で振る。まるで無む影えい拳けんの使い手のように。

「そんな！　……本当に助かったんだよ？」

「何が？」

　俺の顔を見上げながら、平松の手は壁かべに並んでいるパソコンパーツを摑んでいた。

　俺は平松を超こえる記憶力の人間を見たことがない。

　それにしても、すごい自信だよ。

　商品位置を全て覚えているにしても、確かく認にんはするだろう。

　そこにあるのがお目当てのモノであると一〇〇％の確信がないと出来ない買い物。

　いつもやってることだから、慣れているのかもね。

「私だけで……一度買いに来たことがあるんだけど……そのときは……色んな人が声を掛かけてきて……全然見れなくて」

「なるほど、だから、『男の人はパソコンが強そう』になるんだな。パソコンに強そうな人間が付いていくことで、店員が話しかけて来なくなる」

「そういうこと……店員さんだけじゃないけど」

　まあ、男ばかりがうろうろしている場所だ。ナンパをする奴も出てくるだろう。

「平松は可愛かわいいからな」

「そんなこと……ないよ」

　ぼっ──と顔を真っ赤にさせて縮こまる。

　そういうところだ。そういうところが、「あれ？　この子可愛くない？」となってしまう。クラスでも人気が出るところなんだ。

　謙けん虚きよで、優やさしく、照れやすい。

「じゃあ、帰るか」

「うん……」

　顔を赤くさせたまま、駅へと向かう。

　そこで気がついたが、この最後に回った電気屋は、駅からすごく近かった。

　平松は無む駄だな移動時間のない買い物をしていたのだ。何もかも、全てが計算された行動……ここまで来ると、気持ちいい。

「どうしたの？　……すごく嬉しそう」

　にやけた顔を隠かくして、俺は「なんでもない」と返す。

　さて、電車に乗って、地元へと戻るのだが──

　すっかり夜になり、電車は満員だった。

　つり革かわを摑むことが出来ないほどの超ちよう満員。両手に持っている荷物が押しつぶされないように頑がん張ばっていると──

　平松の後ろに、妖あやしげなおっさんの姿を発見した。

　そりゃあ、満員なんだから、妖しげなおっさんの一人や二人はいるだろう。

　だが──その目は、織戸と同じだ。

　獲え物ものを見つけた蛇へびのような目。

　これは、痴ち漢かんをする可能性がある。

　さすがにしないだろう──と思うが、万が一……この見るからに大人しそうで謙虚な平松だったら、やれるんじゃないかと思ってしまう可能性があるならば……

　平松は狙ねらわれている。

　この妖しげな視線が、エロではなく、本当に狙っているモノだとすれば？

　……意識しすぎなのかもしれない。

　しかし、どうも気になるんだ。

　俺は平松とそのおっさんの間に入り、平松を奥へ奥へと押していく。

　きつきつで、移動など迷めい惑わくになる行為だったが、俺は「すいません、すいません」と呟つぶやきながら、連結部分のドアまで平松を体で押して行き、辿たどり着く。

　ここならば、誰だれも平松に危害を加えることは出来ないはずだ。

　一安心──

　なんだろう。まるで、彼女を過か剰じように守ろうとするバカップル男みたいな気分だ。

「……どうしたの？　……相川くん」

「まあ、一応な」

「……ん？」

　平松は、意味がわからないと言った表情。

　お前は知らなくていいさ。

　これは、転ばぬ先の杖つえ。

　石橋を叩たたいているに過ぎない。

　でも、必要なことなんだ。

　今は何人たりとも、お前にどんな被ひ害がいも起こさせない。

　懸け念ねん材料があれば、それはどんなに小さくても排はい除じよしていく。その地道な作業が、お前を守ることになる。

　冥めい界かいに狙われている平松を守るのが、俺の役目なんだ。

　次の駅に着くと、さらに人が入ってきて、俺は周りの様子を窺うかがいつつ、位置を調整するように移動する。

　よし、ここなら誰も平松に危害は加えられないな。完全に俺と荷物で周りを遮しや断だんしている。

「あ……あの……」

　平松はドアを背にして、耳まで真っ赤にさせていた。

　………………あ。

　俺は気付いた。

　ものごっつ密着していることに。

　平松の胸が当たるほどの密着感。

　逃にげようにも、さっきの移動が悪かったのか、全く動けない状態だった。

「すまん。ちょっと荷物のせいで、電車の揺ゆれに耐たえられそうになかったから」

　などと、別の言い訳をする。あそこにいた男が痴漢に見えたなんていう偏へん見けんは言えない。

　突とつ然ぜん人を疑うなんてどうかしてるぜ！

　なんて平松に言われるのが怖こわかったからだ。

　自分でもどうかしていたと思う。

　今思うと、なんであんなに意識していたのか。

　意識していたと言えば……平松の胸を気にすると、その柔やわらかさがわかる。

　意識しなければ、どうとでもなかっただろう。

　しかしながら、一度意識してしまうと、もう気になって仕方が無い。

「相川くんの……鼓こ動どうが聞こえる……こうしてると……相川くんって……大っきいね」

　ぎゅっと押しつけられて、平松は必然的に、俺の胸に耳を寄せる形になった。

　そんなに身長の差はないと思っていたが、こうしてみると、平松も──。

「そうか？」

　マズイ。鼓動が早はや鐘がねを打っているのは自分でも分かっている。

　これではまるで、俺がいかがわしい行こう為いをしたくて平松をここへ追いやったのではないかと思われてもおかしくない。

　頑張って離はなれようとしても、顔を動かせるようになる程度だ。

「べ、別にその、これはやましいことがあった訳じゃなくてだな」

「うん……私も……どきどきしてる……から」

　電車が揺れて、背中を押され、むにっと俺の体で押しつぶされる平松の胸。

　…………思ったより大っきい。

　友紀のときもそう思ったが、意外とあるんだな。

『一見、大人しいように見えるが、何気に発育が良いという奇き跡せきは、よくあることなのだ』と、以前織戸が言っていた。

　それを今、俺は実感していた。

「もうすぐ着くから、我が慢まんしてくれ」

　あと一駅。
















　もう五分もないだろう。だが……

　俺は酔よってしまいそうだった。

　電車ではなく──

　寄ってしまったせいで。

　寄せて上げられたあれのせいで。

　よって、俺は依よってしまいそうだった。

　どきどきが止まらない。

「うん……あ……あの……相川くん」

「どうした？」

　平松は、決意した表情を見せる。

　ずっとため込んでいたものを爆ばく発はつさせるような、そんな目をしていた。

「一三日なんだけど……う……ウチに来ない？」

「………………え？」

「本当は……一四日が良かったんだけど……一三日は……家に私しかいないから……」

　恥はずかしそうに視線を逸そらし、頰ほおを赤くしている。

　俺も同じく視線を逸らして、顔を赤くしていただろう。

　平松から、お誘さそいがあるなんて。

　しかも、家に──二人きりで──

　どうする？　どうする！　俺！

「じゃあ、遊びに行こうかな」

「ほんと？　……良かったぁ」

　平松はほっと安あん堵どする。

「結構、大だい胆たんなんだな。男を誘い込むなんて」

「そんなこと……ないよ……学校でチョコを渡わたす勇気がなくて……」

「まあ、学校でチョコを渡そうとするなら、クラス中の男子がガン見してくるだろうしな……って、俺にチョコくれるの？」

「え？　うん」

「今までくれたことあったっけ？　というか俺は生しよう涯がいで貰もらった覚えがないんだけど」

「……去年の六月ぐらいから……かな？　……相川くん……変わったよね」

　六月？　そう言えば、あの頃ころにユーやハルナ、セラが居い候そうろうしてきて、色んなドタバタに巻き込まれて……

　そのせいで、俺は変えられてしまったのか。

「どういう風に？　別に、変わったという意識は俺にはないんだが」

「ずっと……近寄りがたいというか……気むずかしい感じがしてたんだけど……あ……でも……相川くんが優しいのは……知ってたよ？　でも……構って欲しくないってオーラが出ていて……チョコ……ずっとあげたかったけど……申し訳なくて」

「そうだな。確かに、去年の今頃、俺はこう思っていたんだ。『孤こ独どくが一番良い』って。平へい穏おん無事に暮らすなら、一人でいる方がいいってな。そうそう、出会いは隕いん石せきに似ているなんてことも言ってたわ」

「隕石？」

「それがどんな隕石だろうと、多大な被害を及およぼす。だから、人付き合いはしないほうがいいって」

「……ああ……そうかも知れないね」

　平松は笑え顔がおを見せて、過去の俺を肯こう定ていしてくれた。

　いつも、平松は俺を否定しない。

　本当に、良い子だよこいつは。

「で、ハルナやユーに出会ったのが、ちょうどその頃だった」

「うんうん……そうだと思ったよ……ハルナ先生たちは……隕石だった？」

「ああ、思いっっっっっきり生活を破は壊かいしてくれた。もう噓うそみたいな体験を毎日させられたさ。クマと戦ったりしたんだぞ？」

「ホントに！　……クマって……すごいね」

「信じろって言っても難しいだろうが……」

「ううん……信じる……ハルナ先生があんな感じだから……有り得る……かな……でも……あんまり無茶しちゃ……ダメだよ？」

　確かに、ハルナのハチャメチャ加減は証しよう拠こになるかもしれないな。

「そう言えば、こんな話、誰にもしてないな」

「……織戸くんにも？」

「ああ、あいつは別に、友達って訳でもないし」

「ふふ……そんなことを言ったら……織戸くん可哀かわい想そうだよ」

　可哀想といいつつ笑う平松。そのあと、何な故ぜか幸せそうな顔を見せる。世界が平和になっても見せないだろう、心の底からの、幸せそうな顔。

「そっか……織戸くんにも……言ってない話なんだ……」

　この世にある全すべての幸福を集めたような笑顔だった。

「平松は、なんだかこう、気持ちが落ち着くんだ」

「本当に？　嬉うれしいな……」

　とくん。とくん。平松の小さな鼓動が聞こえてくる気がする。

　なんだか聞いているだけで幸せになってくるような、そんな音。

　原はら監かん督とくが胸と胸を突つき合わせて～なんてことを言っていた記き憶おくがあるが、今俺は、平松と胸を突き合わせて話をしていた。

　織戸だったら、ここで手が出てしまうだろうね。

「まあ、そんなハチャメチャなことを色々経験させられて、出会いってのは隕石みたいだっていう俺の持論は間ま違ちがってなかったと確信したわけだ──でもな」

「……でも？」

「それを乗り越こえる快感を、教えられちまった。もっと色んな人間と知り合って、もっと過か酷こくな被害を浴びてやりたいと思えるようになったんだ。チャレンジしない人生より、チャレンジする人生の方が面おも白しろい。──それが、今の俺の持論かな」

「あっははは……」

　平松は突然、大きく笑った。

「すまん、ちょっと恥ずかしい発言だったな。中二的というか」

「ううん……そうじゃなくて……やっぱり相川くん……変わったんだって自分でも思ってるんだなって……そう思うと……ごめんなさい……笑っちゃった」

　平松に指し摘てきされて、俺は目を丸くさせた。

　変わったことを自覚していない？

　しっかりと自覚してるじゃないか。

　自分自身が、それを証明してしまった。

　そのバカさに、俺も笑ってしまった。

「でも……いいなぁ……私も……冒ぼう険けんしたい」

「まあ、今日の節分も、ある意味冒険だったけどな」

　また二人で笑い、そして平松は小さく言う。

「相川くんと……二人で……したいの」

「その言葉、きっと織戸だったら誤解するぞ」

「え？　………………あ」

　かーっと耳までリンゴのように赤く染まる。今自分が密着していることも思い出してか、黙だまり込んでしまった頃、駅に着いたという車内アナウンスが聞こえて来た。

「じゃあ……今日は……本当にありがとう」

「またいつでも頼たよってくれ。暇ひまだし」

「うん……ありがとう」

　こうして、平松の家まで買ってきたパソコンのパーツを送り届け、俺は家へと帰る──と見せかけて、平松の家のすぐ側そばにあるマンションの屋上へと向かった。

　ゾンビである俺にかかれば、猫ねこのようにぴょんぴょんと上っていけるんだ。

　冥めい界かいの王が俺の家を訪たずねて来て以来、俺はこうして平松の家を監かん視ししている。

　ピュアな心を持った人物が平松であると確信しているからだ。

　携けい帯たい電でん話わがぶるぶる震ふるえる。

　どうやら、メールのようだ。




　件名：今日は付き合ってくれてありがとう。

　本文：長い時間連れ回してしまってごめんなさい。とっても楽しかった。本当にありがとう。相川くんが買ってくれたあれ、ずっと大切にするね。いつか相川くんと一いつ緒しよに、冒険したいなぁ。




　俺と一緒に冒険をしたい？

　してるさ。

　今現在、お前の知らないうちにな。

　もし、ここで何か起こっても、俺がなんとかしてやる。

　そのとき、困難が起こってそれを乗り越えたとき、またああやって笑い合って話をしたい。

　そんな思いで、俺は平松の部屋を監視するのだった。
















　平ひら松まつの生活は、毎日同じだった。

　起き床しよう時間、朝食時間、夕食時間、就しゆう寝しん時間。

　宿題に掛かける時間も毎日同じ。

　予習復習も兼かねているのだろう。勉強の時間は長い。

　俺なんて、夏休みに宿題のスケジュールを組むだけで終わってしまうタイプなので、尊敬する。

「何か問題ありましたか？」

　背後から声を掛けられて、俺は顔も見ずに答える。

　その綺き麗れいな声の主を、俺は知っているからだ。

「問題ない。今日も大だい丈じよう夫ぶそうだ」

　二四時間、ずっと平松を監視するのはさすがにキツイ。

　だから、交代制にしているんだ。

　今来たのは──セラ。

　黒くろ髪かみのポニーテールが夜空に溶とけているように思えるほど、彼女は闇やみが似合っていた。

　黒いマントに、剣けん。

　何かがあったときのために、いつも持ち歩いている『エクスカリバー・マサムネ』は、たとえ警官に止められてちょっと見せてみなさいと疑われても大丈夫。

　だって中身はハリセンだもの。

　俺が使う魔ま装そう錬れん器きはチェーンソウだから、声をかけられれば即そく逮たい捕ほもあり得るが、エクスカリバー・マサムネなら大丈夫。

　まあ、美人が剣を持っているだけで、怪あやしくはあるだろうけど。

　吸きゆう血けつ鬼きも忍にん者じやも、夜行性。

　闇に溶けるようにひっそりと忍しのぶのは、得意技わざといっていいだろう。

「では、特に引き継つぎもないということでよろしいですね」

　ビルの屋上に、遠足やピクニック、花見でもしているかのようなビニールシートを敷しき詰つめて、夜食用のシーチキンマヨネーズのおにぎりが入ったコンビニ袋ぶくろが置いてある。

　引き継ぐモノがあるとすれば、このおにぎりぐらいのもんだろう。

「おう。平松ももう寝ねてるみたいだし」

　立ち上がり、ぱんぱんと埃ほこりを払はらう。

「見事に、規則正しい生活をされていますね。清すが々すがしい」

　セラもきっちりしたいタイプだからな。

　平松とは性格が合うのだろう。

「気分が良さそうだな」

「ええ。新しい技を考えました」

　きっちりとした性格が同じだとは言え、セラの趣しゆ味みは平松とは合わないだろう。

　殺人料理を作るか、新たな秘剣を生み出すか。

　いつも暇を見つけてはそんなことばかりをしているのだから。

「へえ。名前はもう決めたのか？」

「秘剣、伏ふく臥が上体返し」

「確実な苦痛が約束されてるーっ！」

「別名、陸上イナバウワー」

「荒あら川かわ静しず香か選手の奴やつだーっ！　剣を使って背中を折るつもりなんだ」

「ええ。素す敵てきでしょう？」

　セラの手には、エクスカリバー・マサムネがある。

　きっとあれで、背骨をぶったたくつもりなんだ。

　俺が回収してもいいが、この魔装錬器をセラに預けたのは俺だ。今いま更さら取り上げられる訳がない。

　このハリセン型の剣は、俺が使うよりセラの方が上う手まく扱あつかえる。

　だから、セラが使うのが一番良いんだ。

「技を掛けられる奴に同情するよ。じゃあ、あとは頼たのんだ。変な仕事を押しつけてすまん」

「いえ。本業ですから、別に苦にはしていません」

「風が結構きついから、風か邪ぜ引くなよ？」

「あなたに引くことはあっても、それはありません」

「なんで俺に引いてんだよ！」

　一日張り込むだけで済むというわけではないので、さすがに寝ないとやってられない。

　セラに監かん視しを頼み、俺は帰宅した。

　今日は、平松と同じ時間に寝よう。

　たまには、夜よ更ふかしをしないゾンビも良いものだろう。







　次の日も、その次の日も、平松を監視し続ける生活は続いた。

　朝はセラに任せ、学校では友ゆ紀きに任せつつ、俺も気に掛ける。

　俺が監視するのは七時から二三時まで。

　平松はいつも二三時に就寝する。そこからはセラが朝まで監視して、朝になったら友紀が迎むかえに行き、一いつ緒しよに登校。

　授業中は俺が見張って、昼休み等々で友紀を交えつつ監視する。

　そうしているウチに、一〇日ほどの時間が過ぎ──

　一三日。

　今日は平松の家へ行く日だ。

　バレンタインを意識してか、セラが平松の監視を続けている間、キッチンではハルナとユーがずっとチョコを湯ゆ煎せんにかけていた。

　何個作るつもりなのか。

　楽しみだ。

　居間で一人、厳おごそかにお茶を楽しむ。

　ユーが横にいるとお茶もさらに美お味いしく楽しめるんだが、今は一人。

　キッチンの様子を覗のぞいてみたいけど、それは無ぶ粋すいってもんだろう。

「おらおらーっ！　もっとだ！　もっと熱くなるんだ！」

　ハルナの声だけが聞こえてくる。ユーは喋しやべらないからな。

「何やってんの！　そんなんでシンガーソングライターになれると思ってんのか！　ふざけんな！」

　女子がキッチンでチョコを作ろうとしてるんだ。

　それを邪じや魔まする訳にはいかない。

「あ！　マズイっ！　足が抜ぬけなくなっ……にゃーっ！」

　覗く訳には、いかないんだ。女湯すら覗いてしまった俺だが、チョコ作りだけは覗いちゃいけないんだ。

「根暗マンサーっ！　後ろ後ろっ！」

　ゴン。

　ちらりとキッチンと居間を遮さえぎる戸に目をやる。

　磨すりガラスでうっすらとだけ見えるのは、巨きよ大だいな玉のようなシルエット。

「あーっ！　あたしのＢＭＷが！」

　一体、何が行われてるのだろうか。

　鶴つるの恩返しのような気持ちで、俺はお茶を楽しんでいた。

「ただいま戻もどりました」

「早かったな」

「ええ。今、メイル・シュトロームが護衛をしています」

「今は……まだ朝の五時だぞ？　なんで平松の家に」

「理由は──」

　セラはちらりとキッチンへ目を向ける。

　なるほどな。友紀は平松とチョコを作ってるんだ。

　バレンタインデーは明日あしただが、今日は平松の家にいくし。

　ハルナの弟で子しである友紀の作ったチョコも気になるところだ。

　ドレッシングとか混ぜられていそうな気がする。

「平松がついていれば……大丈夫か」

　心で思っていたことを、ぽろりと出してしまった。

　セラは怪け訝げんな表情を見せる。

「逆ではないのですか？」

　そりゃそう言うだろう。さっきまで平松を友紀が護衛するって話をしていたんだから。

「いや、こっちの話って奴だ」

「はあ。独り言ですか気持ち悪い」

「そんなことより、ちょっとハルナとユーを見てきてくれないか？　気になるんだが、覗くのは無粋だと思ってさ」

「ほう、歩あゆむにしては、空気を読むではないですか」

「言うと思った。俺ってそんなに空気を読まないイメージなのかよ」

「はい。たまに妙みような行動を取るのが鬱うつ陶とうしいです」

　そんな捨て台詞ぜりふを吐はき捨すて、セラはキッチンへ足を踏ふみ入れようと、戸を開ける。

　ちらりと見えたのは、フォークギターを担かついだエプロン姿のユーと、同じくエプロン姿で太ももから下が全部チョコに飲み込まれていたハルナ。

　あと、キッチン狭せましとひっくり返ったＢＭＷ──

　気になるーっ！

　どうやってＢＭＷをキッチンに入れて、それをあのスペースでひっくり返したんだ！

　足に絡からみついていたチョコは固まってるのか液状なのか、それとも沼ぬまのようなのか。

　素材が気になるわ！

　チョコじゃない何かに決まってる！

「やれやれ。ハルナ、何をやっているのですか？」

　いたずらっ子を叱しかる母親のように、セラがキッチンへ入っていく。

　戸が閉められて、謎なぞは謎のまま。

「では、丹たん念ねんにかつおで取った出だ汁しを入れましょう」

　入れんな！　言ったけど！　俺が「最悪、どんな料理でも出汁さえちゃんと取っていれば、それなりの味になる。やってみればいいじゃねえか」ってプロローグ辺りで確かに言わせて貰もらったけども！

「ばか！　葉っぱの人！　そこでそんなのを入れたら──」

　どうなるって言うんだろう。

　そんな俺の疑問に答えるように、ハルナが叫さけんだ。

「爆ばく発はつするぞ──────っ！」

　そして、俺は我が家から逃にげ出した。







　平松を意識しつつ、俺はどきどきの学校生活を過ごしていた。

　今日、授業が終われば、女子の家。

　何な故ぜだろう。いつもは寝て過ごす授業中だが、ずっと教きよう壇だんの前に座る平松を眺ながめては顔をニヤつかせている自分がいる。

　学校で好きな子が出来ればこんな感じだろうか。

　プリントを後ろに渡わたす際に、平松が振ふり向いて、目が合う。

　すると──平松は、うっすらと頰ほおを染めてはにかんだ。

　意識しているのは俺だけじゃなくて、平松も同じなんだ。

　そう思うともう、デレデレ感が尋じん常じようじゃない。

　そんな俺を見ている人間が、もう一人いた。

　その男は──メガネのあいつだ。

　昼休み。

　隣となりのクラスから友紀が弁当を持ってやってくる。

「おーっす相あい川かわーっ！　今日はスペイン料理風中ちゆう華か弁当にしたんだぜ！」

「辛から口くちなのは分かった」

　今日は三人娘むすめがチョコ作りに励はげんでいたために、弁当はない。

　だから、コンビニでカルボナーラ・スパゲティを買ってきた。

　俺の席で、コンビニ袋ぶくろからスパゲティを出し、早さつ速そくずるずる～ずるずる～していると、いつの間にか前の席に座っていたメガネの男がこんなことを言い出した。

「相川……お前……平松とやったな？」

　ぶふー。

　俺は盛せい大だいにカルボナーラを吹ふき出した。

「何をだよ！　まあ、買い物をしたけど」

「やったのか相川っ！」

　友紀がショックを受けていた。と言ってもいまいち理解できていないようだ。

「相川くんって……大っきい……とか言われたんだろ？」

「まあ、言われたかな」

「言われたのか相川っ！」

「平松を回したのか！　この外げ道どうがっ！」

「まあ、連れ回したかな」

「回したのか相川っ！」

「さすがの相川でも、早くイっちまったんだろ？」

「まあ、店てん舗ぽを回るのは早かったかな」

「早かったのか相川っ！」

「出したのか？」

「まあ、一つだけ俺が金を出したけど」

「出したのか相川っ！」

「どこに出したんだ。外か？　外なんだな！」

「まあ、財布からね」

「外に出したのか相川ーっ！」

「平松のおっぱいはどうだったんだ？」

「見た目よりカップが一つ大きい感じかな。まあ、柔やわらかかった」

「そうだったのか相川ーっ！　って、え？　なんで知ってんだ？」

「……今のは、マジで引くわー。平松の胸触さわるなんて」

「誤解だ！　触った訳じゃない！　当たっただけ当たっただけ！」

「最低だぜ相川っ！　胸ぐらいなら……オレが……その……あれだけど」

「はいはい。だったら俺に触らせろこのデカメロンがっ！」

「えー。織おり戸とだけはやだよ」

「だけってお前……」

「これだから……これだから女子って奴やつは……相川、今日終わったらラーメン屋にいかないか？」

「ラーメン？」

「お！　『めれんげ』にいくのか！　オレも行こうかなー」

　友紀は弁当にドレッシングを掛かけながら、織戸の言葉に反応する。

「お前は来なくていい」

　織戸は友紀をさっといなす。

「え！　なんで！」

「いいか相川。今流りゆう行こうのラーメン屋『めれんげ』は、何故流は行やっていると思う？」

　友紀を完全に無視して、俺に話を振ってきやがった！

　気付けよ。この温度差を。友紀しか食いついていない現状を。

「そりゃあ、友紀が食べたい食べたいってうるさいように、味がいいんだろう」

「店員が可愛かわいいのさ」

「なん……だと……」

　興味が、まるで火山が噴ふん火かしたように湧わいた。

「ラーメン屋のイメージを言ってみろ」

「頭に手ぬぐい、黒いＴシャツ、腕うで組ぐみ……かな」

「何一つ可愛い要素がないのが、ラーメン屋だ。だが、『めれんげ』は違ちがう。大将がすでに可愛い女の子！　これはもう、通うしかない！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり込む。

「そんなことねぇよ！　可愛い店員のいるラーメン屋なんてたくさんあるって！」

　友紀の反論、よし、友紀よ。その店を紹しよう介かいしろ。不ま味ずくてもいいから。と心の中で叫ぶ。

「言い方が悪かった。可愛い店主のいるラーメン屋だ」

「そ、それは……ぐぬぬぬぬ」

　友紀さんのデータになかった！　まあ、ラーメン屋は男がやってるもんだっていうイメージがあるな。女性が店主だと、パスタのイメージだ。

　だからこそ、女性がラーメン屋を経営するなんて、珍めずらしいこともあるもんだ。

　世界的にも、料理人は男が多い。

　その中でも、日本でラーメンと言えば、男の料理。

「その『めれんげ』が先週から、ラーメンにフランスパンと餃子ぎようざとドリンクを頼たのめば、チョコをくれるサービス中なんだ」

「足あし下もと見られすぎだろ！　普ふ通つうラーメン一いつ杯ぱいで付いてくるようなサービスだろ！」

「可愛い女の子から手て渡わたしで、しかも笑え顔がおでチョコをくれるんだぞ！　俺はすでに八六回通った」

　命を削けずる行こう為いだ。

　こいつ、そこまでしてチョコを。

　どうせ、明日は誰だれにも貰えないだろうしな。

「学校にいる女子なんかより、外の世界に目を向けるべきなんだよ！」

「それは……まあ否定はしないが」

「お前ら、何をしに行くつもりなんだよ」

　友紀があきれ果てた顔を見せていた。ラーメン好きからすれば、動機が不純すぎるのだろう。

「可愛い子ウォッチングですけど？」

　しれっと返したーっ！　さすがっすわ！　織戸さんさすがっすわ！

「ですけど？　……じゃねえよ！　ラーメンを食べろよ！」

「食べますけど？　ついでに」

「ラーメンの精に謝れ！」

　友紀の言葉に、織戸は箸はしを置く。

「……ならば、だね。トモノリ君」

　神しん妙みような面おも持もちに、友紀は気け圧おされる。

「な、なんだよ……」

「君はチョコをくれるのかね！　くれるのかねっ！」

「オレが？　織戸に？」

「イエス。アイム織戸。ボンバイエ」

「やらねえよ」

　ごす。

　壁かべにもたれる際に、側頭部を強打した。

　ボンバイエはどういう意味合いで使ったんだよ。

「相川……行こう。楽園へ。チョコがある場所へ──」

「……誠まことに申し上げにくいのですが、織戸さん」

「はい、相川さん」

「今日、ムリ」

　ごす。

「お前ら……覚かく悟ごなはれやっ！　理由を！　言い訳を言いなはれ！　どすえ！」

　関西弁らしき罵ば声せいを発して、織戸は涙なみだを流す。

「……平松ん家ちにいくんで」

　織戸は両手を広げて、雨に打たれるような感じにあごを上げる。それはまるで、『ショーシャンクの空に』の表紙みたいだった。







　織戸を打ち砕くだいた放課後、俺はドキドキとした気持ちで、その瞬しゆん間かんを今か今かと待ち望んでいた。

　織戸はなめくじぐらい床ゆかを涙で塗ぬらしながら『めれんげ』へと旅立った。

「……お待たせ……相川くん……待った？」

　部活の終わった平松が、笑顔でやってくる。

　運動部と違い、吹すい奏そう楽がく部ぶは時間に忠実だ。

　恐おそらく、友紀はまだ走り込みをしていることだろう。

　それでいい。

　今は、邪じや魔まをされたくないからな。

「いいや、今来たところさ」

　なんて軽い冗じよう談だんを言ってみる。

「ふふ……朝からいるのに……」

　微び笑しようを浮うかべる平松はやっぱり可愛いと思う。こんな優やさしい笑みを浮かべるから、ついつい変な冗談を言ってしまう。

　これがハルナやセラだったら……いや、今はやめておこう。

　せっかく、気分が良いのだから。
















「じゃあ、行こうか」

「うん……」

　俺は平松と並んで下校する。

　平松はずっと下を向いて、カバンを両手で、スカートの前に持っていた。

「恥はずかしい？」

「……うん……男子と一いつ緒しよに下校するなんて……したことないから」

　女子と一緒に帰るなんてのは男の夢だが、女子も同じ夢を持っているのだろうか。

　それとも、俺なんかと帰るところを誰かに見られたら恥ずかしいというだけなのだろうか。

「ねえ……相川くん……」

「隣となりを歩かない方がいい？」

「え？　ううん……そうじゃなくて……冒ぼう険けんの話を……もっと聞きたいなって……ずっと思ってたの」

「冒険ねー。噓うそにしか聞こえない話ばかりだぞ？」

「うん……それがいい」

「そうだなー。じゃあ、連続殺人犯をぶん殴なぐった話からしようか」

「……ふふ……クマの他ほかに……そんな危険なこともしてたの？」

　冗談だと思っているのだろうか。しかし、平松は楽しそうな顔で俺を見ていた。

「それはまだ、序章に過ぎないけどな」

「すごいねー」

　平松は、俺の話をただただ聞いていた。

　よほど興味があるみたいで、満面の笑みを浮かべて「それからそれから」と、絵本を読むおばあちゃんにせがむ孫のようだ。

　そうこうしているウチに、平松の家へと辿たどり着く。

　毎日来ているが、こうして平松と一緒に来るのは、何故かどきどきが止まらない。

　女の子の家に入るというのは、不思議な感覚だな。

「お邪魔しまーす」

　靴くつを脱ぬいで、俺が先に家へと上がった。

　家主より先に入るなんて図々しいとは思ったが、平松が扉とびらを開いて「どうぞ」と促うながすから──つい。

「二階に上がって……左手に私の部屋があるから……」

　平松はそう言いながら、脱いだ俺の靴をくるりと反転させて揃そろえる。

　靴を直す女子の姿って、なんかこう……いいよね！　大和やまと撫子なでしこ的な……いいよね！

「行ぎよう儀ぎ悪かったな。すまん」

「え？　ううん」

　ふるふると首を振ふると、お下げもふるふる揺ゆれる。

　なんだろう。

　学校にいるときより、三倍可愛く見える。

　部屋に入って、まずしたことは──深呼吸。

　織戸は一〇年ほど前からこう言っていた。

『女子の部屋に入ったら、まず深呼吸するよね』

　するわけがないとバカにしていた過去の自分を恥じたい。

　するわ。

　だって良い匂においなんだもの。

　めっっっっっっっっちゃ良い匂いがするんだもの！

　何これ？　アロマ？　甘い花畑にいるような、この部屋ごと食べられそうな、そんな不思議な空間。

　自分の家って慣れてしまっているせいか、匂いを気にしない。

　だが、他人の家だと、知らない匂いがあって、気にしてしまう。

　その結果が──

　す──────、は──────

　たまらん。

「相川くん……何してるの？」

「女子の部屋の匂いを堪たん能のうしてる」

「ふぇ！　……恥ずかしいな……もう……織戸くんみたい」

　織戸くんみたいにはなりたくないので、俺は深呼吸をやめた。

「なんで女子の部屋は良い匂いがするんだろうね」

　ハルナやセラの部屋ではあんまり感じたことはなかったな。

　あれも、慣れてしまったのだろうか。

　徐じよ々じよに変わっていったから気付かないだけだろうか？　髪かみ型がたと一緒で。

「なんでって……どうだろう……自分では……わからないかな」

　タンスから服を取り出す平松。そしてそれを、ベッドに座って見つめる俺。

　落ち着かない。

　なんとも落ち着かない。

「着き替がえてくるね……ちょっと……待ってて」

「イエスアイキャン。ボンバイエ」

「どうして……英語？　……なの？」

　ふふっと笑みを浮かべながら、部屋を後にする平松。

　どくん。どくん。どくん。

　しんと静まり返った良い匂いのする女子の部屋で、俺は考える。

　学習机。ふかふかのベッド。

　枕まくら元もとには、俺に似ていると言われている犬のぬいぐるみ。懐なつかしいなこいつ。クリスマスの時に忍しのび込んで、プレゼントした品物だ。

　むかつく顔をしていたので、べしっとしばいておこう。

　さて──と。

　時間がない。

　さっさと本題について、みんなに相談したいことがあるんだ。

　世界中にいる男子のみんな！

　みんなならこういうとき、どうする？

　そして、俺にどうして欲しい？

　え？　ふんふん。やっぱし？

　タンスを弄いじるしかないっすか？　ですよね！

　何段目にしますか？

　あ、はい。じゃあ、とりあえず一段目を──

　おおっ！　いきなり当たりを引きましたよ！

　パンティーです！　パンティーと言う名のお花畑です！　綺き麗れいですねー。絶景ですねー。

　白とピンク系が多いでしょうか。黒は──あ、ありました！　なんと平松でも黒を所持しているのですねー。これは大発見ですよー。

　縁ふち取どりがピンクになっていて、生き地じの部分が黒。エロさよりも可愛かわいらしさが強いですね。

　確か織戸さんがこう言ってましたよ。

『黒とピンクの組み合わせは、女子が好む色だ。黒とピンクの下着を持たぬ女子はいない！　だが何な故ぜだ。男子は白と青の組み合わせがいいのにな』

　続きましてー。

　二段目行っちゃいますか！

　…………っ！　きゅぴーん！

　そのとき、数々の修しゆ羅ら場ばをくぐってきた俺の直感が、何かを察知した。

　夜の王、クリス、リリア。

　様々な危機的状じよう況きようを経験した俺だからこそ、分かる。

「……お待たせ……相川くん……どうしたの？」

「いや、少し考え事を、ね」

　一瞬の判断だった。ほんの一瞬遅おくれていれば、パンツを漁あさる変態と、一一〇番を掛かける少女がこの部屋にはいただろう。

　俺は死を覚かく悟ごして、タンスを音もなく閉め、ベッドに背筋をピンとさせて座っていた。

　そう、まるで、面接に来た新卒の大学生のように、びしっと座っていたのだ。

　その姿を見て、平松は「どうしたの？」と聞いて来た。

　ちょっとびしっとしすぎたな。

　何か、話題を振ろう。

「あれ、例のパソコンだよな」

「うん……そうだよ」

　学習机の上に、ディスプレイがあった。

　テレビがない平松の部屋だからこそ、あれが気になる存在だ。

「ちゃんと動いたのか？」

「……組み立てるって言っても……本当にプラモデルより簡単だから」

　そう言いながら、パソコンの電源を入れる平松。

　試ためしに動かしてみてよ。と次に俺が言うだろうと思ったんだろうね。

「ほほうー。大したもんだ。俺も自作パソコンやってみようかな」

「うん……安く済むし……あ……ご飯……どうしようか」

「何か買ってこようか？」

「……相川くんさえ良かったら……私が作っても……いいかな？」

　……素す敵てきやん。

「作ってくれるのか？　そう言えば、平松の手料理なんて食べたことがないな。きっと、クラスのみんなも食べたがるだろうね」

「そんな……そんなこと……ないよ」

　ぽっと赤く頰ほおを染めて俯うつむく。この表情を、何回見ただろうか。

　何回でも見たいっす。

「何を作るんだ？」

「ふふ……出来てのお楽しみ……かな……食べられないモノってある？」

「何でも食べるさ。段ボールでもね」

　平松はくすくすと笑い、「じゃあ、映画でも見ていて」と部屋を出て行った。

　学習机の隣となりにあるラックに、ＤＶＤが入っているそうで、開けてみると──ずらりと名作が並んでいた。

　そこで俺は驚きよう愕がくする。

「え！　マイフレンドフォーエバーがあるじゃないか！　ＤＶＤ化を切望されて、一五年以上ＤＶＤにされていなかった涙なみだの名作が！　ついに、ついにＤＶＤ化されたと言うのか！　イエスっ！　イエスイエスイエスっ！」

　こうして、俺はマイフレンドフォーエバーを見ることに。

　……………………一時間経過。

　すでに、すでに涙が。

　ラストのシーンを知っているからこそ、少年二人のこの──まあ、気になった人は見て下さい。

「……相川くん……ごめんね……待たせちゃって」

　申し訳なさそうな顔の平松が部屋に戻もどってきた。

「いや、全然待ってないよ」

　俺は鼻水をすすりながら、平松に答える。

　ＤＶＤを止めて、一いつ緒しよに一階へ。

「もう少し……早く出来ると思ったんだけど……本当にごめんね」

「いいって。マイフレンドフォーエバーに夢中だったし。まさか、あれがＤＶＤ化されているとは」

「二〇一二年の五月にＤＶＤ化されたんだよ」

「公開は確か──九〇年代だったっけ」

「……一九九五年だったかな」

「そうか……長かったな」

「相川くん……好きなの？」

「ああ、素晴らしい名作だよ。あれは」

「……そっか……私も」

「逆に、平松が嫌きらいな映画ってあるの？」

「ホラーが……ダメかな……特に……ゾンビ」

　俺は心臓が張り裂さけんばかりの衝しよう撃げきを受けた。

「ごめん」

「え？　……何が？」

「いや、何でもない」

　俺、ゾンビなんです。なんて言えるわけがない。

　一階に下りて、ダイニングへ。

　木の椅い子すと木のテーブル。壁かべ紙がみ、カーテン、絨じゆう毯たんやテーブルクロスも上品なモノで、テーブルの上にはフランス料理でも出されるんじゃないかというぐらいの用意がされていた。

　俺が席に着くと、平松が料理を運んでくる。

「はい……美お味いしく出来ていればいいけど……」

　献こん立だては、クリームシチューとロールキャベツ。

「ご飯かパン……どちらにする？」

「そこ、最後にあなたを付けて言ってみて」

　なんてからかってみる。

「ご飯かパン……どちらにする？　……あなた」

　惚ほれてまうやろ──────────っ！

　ほ、ほほほほほほ惚れてまうやろ──っ！

　言って恥はずかしくなったのか、顔を赤くさせる平松。

「普ふ段だんご飯ばっかりだし、ここはパンで」

　ファミレスに行ってセットを頼たのむとき、いつもライスを選ぶほどの和食スキーな俺だが、この雰ふん囲い気きにはご飯よりパンが似合う。

　あえて、パンを選ぶ。

「うん……わかった」

「あ、でももう炊たいてしまったんだったら──」

「……あまったら……冷れい凍とう庫こに入れて明日あした使うから……大だい丈じよう夫ぶ」

　それなら遠えん慮りよなく──

　平松はそこらによくある食パンを袋ふくろごと持ってくる。

　あの水色の凹へこみみたいな形をしたクリップみたいな奴やつ。バッグ・クロージャーだっけ？　まあ、あれが付いている、そこらのスーパーに売ってるような食パンだ。

　手作りとは言わずとも、平松だったらすごい食パンを用意するんじゃないかと思っていたが、まあこれはこれでいいか。

　和食ばかり食べている俺にとって、食パンを主食にするのは小学校の給食以来だ。

　家には和食スキーしかいないから、食パンを常備していることもない。

　平松はいつも洋食なのだろうか？

「いただきます」

「いただきます」

　二人で手を合わせて、食べ物に感謝する。

　まずは、クリームシチューをスプーンで一口。

　うんまー。

　何これ。

　うんまー。

　続いて、ロールキャベツ。

　美う味まっ！　恐おそろしく美味っ！

　あの料理に関してだけは天才のハルナが作ったって出されても「へえ、そうなんだー」って言えるぐらいだ。

　クリームシチューとこのパンがまた絶ぜつ妙みように美味い。

　もうパンの上にぶっかけてしまいたいぐらいだった。

「どう……かな？」

「ん～美味い！　店に出せるね」

「そんな……ことないよ」

「いやいや、洋食屋を始めよう」

「そんな……あの……これも」

　平松が出したのは、クッキーでも入っていそうな小さな袋。チェック柄がらで、リボンで口が閉められている。

　それを手に取ると、俺は「あー」と納なつ得とくの声を出した。

「これが、チョコだな」

　小さく頷うなずく平松。

　初めて女子からチョコを貰もらった訳だが、どういうリアクションが正しいのだろうか。

　いよっ！　待ってました！　なんて言うべきなのか。

　素直にありがとうと言えない自分が情けなかった。

　早さつ速そく開けて、中を見てみる。

　ハート形に作られた、二種類のチョコレート。ビターなタイプとホワイトチョコタイプだ。

　俺は一つつまみ出して、ひょいっと口へ入れた。

「ん。美味い」

「……良かった」

「平松もチョコを食べる？」

「……え？　私も食べるの？」

「ああ、もらい物で良ければ、だけど」

　軽いジョークも交えて見ると、平松は楽しそうに笑ってくれる。

　セラだったら、恐らく舌打ち……いや、手しゆ裏り剣けんが飛んでくるだろうな。気持ち悪いとか言ってさ。

「ふふ……じゃあ……頂こうかな」

　チョコを一つ、口の中で転がす平松。頰を染めつつ幸せそうな笑え顔がおを向けられると、なんだかこう、なんだかなー。

　チョコはあとで食べるとして、先に食事を済ましてしまおう。

　俺は食パンとクリームシチューのコラボレーションを楽しみ、すぐに食べきってしまった。美味い飯はすぐなくなる。楽しい時間と同じだ。

「おかわりとか、ある？」

「うん……実は……ちょっと作り過ぎちゃって」

　はにかむ平松。

　キッチンへ行くと、鍋なべ二つ分のクリームシチューが。

　なるほど、時間がかかる訳だ。

　俺はまた、織戸が言っていた言葉を思い出した。

『愛の量とクリームシチューの量は比例する』

　俺のためにと思った分だけ、クリームシチューは多いのだ。

　またアホなことを言っているなんてバカにしていたが、実際多く作られたクリームシチューを見ると、こっちまで妙みような感情がわき上がってくる。

　おかわりを皿にしゃばーっと入れてると──

　ぴーんぽーん。

　誰だれかが来た。

　八時過ぎに来客なんて。

「誰……かな？」

「お父さんが帰ってきたとか？」

「え！　そんな……もしお父さんが相川くんを見たら……多分……相川くん殺されちゃう」

　噓うそっ！　いや、気持ちはわかるけども！　平松みたいなごっつええ娘むすめさんが、こんなどこぞの馬の骨と二人きりで食事していると知ったら──俺がお父さんでも殺しかねん。

「……でも……大丈夫……お父さんなら……チャイムを鳴らさずに入ると思うから」

　とにもかくにも、ただの郵便配達かも知れない可能性もあるので、恐る恐るではあるが、平松が玄げん関かんへ──

　何やら女性の声が聞こえて、ほんの一分ほどの時間のあと──

「おやおや、馴な染じんでるじゃない」

「おーす相川ー」

　やってきたのは、二人の少女だった。

　一人はセーラー服の女子。

　もう一人はジャージ姿だ。

「何しに来たんすか？」

　俺は溜ため息いきを吐つく。せっかく、平松と二人きりだったのに。

「相川と二人きりで遊ぶって聞いて、最初は応おう援えんしてたんだけど……やっぱり織戸と変わらない野や獣じゆうに何かされないか、心配だっただけ。相川って何考えてるか分からないところがあるから」

　ずらずらと暴言を吐はきながらダイニングテーブルに着いたのは三み原はら。こいつはきっと、俺のことが嫌いなんだろうというのがひしひしと伝わってくる。

　上はジャージ。下は制服のスカートという、部活から帰ってきた感じが滲にじみ出ていた。

　まあ、悪い奴じゃないし、話せば分かる奴なんだけど。

「オレはそんなことしないって分かってたけど、遊びに来たぜ！」

　もう一人は友紀。同じく部活帰りだろうが、ちゃんとセーラー服に着き替がえている。こうしてみると、三原の方が友紀よりずぼらなんだな。

　ただ、遊びたいというまるで小学生のような理由でやってくるところが友紀らしい。

　二人とも、平松とは親友の間あいだ柄がらだ。ある意味、平松のお父さんと変わらないかな。

　平松との交際は認めません！　みたいな。

　俺はさりげなく、チョコの入った袋を隠かくした。

　交際の証あかしみたいな気がして。

　というか、別に付き合ってる訳でもないし、義理チョコだろうけど。

「……ユキちゃんたちは……もうご飯食べたの？」

　優やさしい優しい平松は、別に家へ男を呼んだとしても、親友二人を「今日はちょっと……」なんて追い返したりはしない。

「いや、部活のあと学校で駄だ弁べってたから食べてないぜ」

　わざわざその台詞せりふを待っていたかのように、台詞が終わったと同時に友紀のお腹がぐ～と鳴る。

「なになに？　クリームシチュー？　美お味いしそう」

　三原がテーブルに肘ひじをついて、俺のクリームシチューをにやけた顔で眺ながめる。

「実は……いっぱい作り過ぎちゃって」

　どうも作りすぎたことが恥はずかしいみたいで、平松は肩かたをすくめる。

　そんな平松をフォローしようと、三原は言う。

「まあ、愛情の量とクリームシチューの量は比例するって言うしね」

　ぶふー。

　俺はクリームシチューを吹ふき出して、思いっきりむせてしまった。

「ちょっ！　汚きたなっ！　こら相川！　せっかくのクリームシチュー何出してんのよ！」

　三原が立ち上がり、べちんと俺を叩たたく。

「すまん。まさか、三原が織戸の格言を使うと思わなくて」

「んなっ！」かーっと耳まで赤くする三原。

「織戸くんの……言葉なの？」

「う、うるさい！」

　平松にもきつい言葉を浴びせるほどに動どう揺ようしている。

　俺は笑いが止まらなかった。

　さっき思い出していた言葉を三原が口にしたもんだから、もうおかしくておかしくて仕方がなかった。

「織戸が得意げに言ってたことがあるんだよ。愛の量とクリームシチューの量は比例するってな」

　いつもは三原に主導権を握にぎられる俺だが、今は逆の立場だった。

「でもさ、それはかなみが先に言ってて、織戸がそれを真ま似ねしたかもしんねぇだろ？」

　友紀にしては正しい指し摘てき。

「なるほど。言われればそうだな。で、三原、どっち？」

「………………う、うるさい」

　目線を逸そらし、小さく呟つぶやく。恥ずかしさがＭＡＸなのだろう。

「はい、織戸発でしたー」

　俺たちは大きく笑った。友紀も、平松さえも。ご近所さんに怒おこられるんじゃないかってぐらいにな。

　俺以上に、三原は織戸のことを知っている。

　きっと、今までも普ふ段だんから色んな織戸の格言を言ってたんだろうな。

　あいつはしつこいぐらい同じ格言を言うから、ついつい覚えてしまうし。

「じゃあ……みんなで食べよっか……パンかご飯……どっちがいい？」

「飯で！」即そく答とうする友紀。

「じゃあ、私も」便乗する三原。

　仲が良い奴やつらだ。と思いながら、俺は食パンとクリームシチューを楽しむ。

　平松はキッチンへいき、クリームシチューとご飯を持ってくる。

　平松の隣となりに三原。俺の隣に友紀。四人で食しよく卓たくを囲むと、まるで家族のようだ。

　いつもならユーとセラとハルナでちゃぶ台を囲んでいるのだが──

　平松とユー。三原とセラ。友紀とハルナ。

　似ている！

　いつもの食卓と！　キャラ的に！

「…………パンもいいなー」

　友紀がヨダレを流さんばかりの視線を向けていた。

「志弱っ！」

　さっきご飯貰ったところなのに。

「人が食べてるのを見ると食べたくなるじゃねえかー」

「そういう発想がアホだな」

「はい……ユキちゃんの分」

　予想していたのか、平松は食パンを友紀に渡わたす。

「おう！　いっただっきまーすっ！」

　はふはふ。ずるずる。

　食パンを口に含ふくみ、クリームシチューを搔かっ込む。

　豪ごう快かいかつ、爽そう快かいな男の食べ方だった。

「美う味まい！　超ちよう美味いっ！　ごまドレッシングある？」

　友紀はハルナに似ているが、ハルナはこんなに素す直なおな反応をしないだろう。似ているようでいて、やっぱり家とは違ちがうな。

　かちゃかちゃとスプーンの音を響ひびかせながら、クリームシチューを食べる友紀。もうスプーンじゃ一回にすくえる量が足りないといった感じに、何度も何度もスプーンを動かしている。

　おい、もう誰かこいつに、あの洗せん剤ざいに付いてる軽量用のスプーンを渡してやってくれ。

「がっつきすぎだから。もっと行ぎよう儀ぎ良く食べなさいよ」

　ヤンママのような気持ちの三原。

「……いっぱいあるから……焦あせらなくていいよ」

　里帰りした子供に対する母親のような気持ちの平松。

　あなたはどちらが好きだろうか。

「いやあ、クリームシチューが美味くて。やっぱり、クリームシチューはがっと一気にいかねえとな」

「……男らしいね」

「アホらしいの間違いじゃないかな」

　なんてバカにしながら、俺はじっと友紀の食べっぷりを眺めていた。

　昼休みのときにいつも思っていたが、本当に美味しそうに食べるな。

『食』という字は人を良くすると書く。

　友紀を見ていると、それがよく分かるね。

　三原はご飯を頰ほお張ばっている。……あれ？　美味しそうだな。

　クリームシチューはカレールーにすればカレーになるからな。ご飯に合う食材がゴロゴロ入っている。

「相川、今ご飯欲ほしいって思ったでしょ？」

　にやり。先ほどの仕返しだと言わんばかりの表情を見せる三原。

　こういうしたり顔が、こいつにはよく似合う。

　友紀よりもハルナっぽい。

「ああ、そうだよ」

「あっはは、相川もオレと変わんねえじゃねかよ～」

　ばんばんと友紀に背中を叩かれる。

　なんだこの敗北感。

「相川くん……ご飯いる？」

　唯ゆい一いつの味方である平松に、心が安らぐ。

「じゃあ、一杯だけ」

　平松によそって貰もらうだけで、飯が美味そうに見えるから不思議だ。

　こうしていると、生意気な女子高生二人を娘むすめに持つ夫ふう婦ふのような気分だな。







　食事を済ませ、俺たちは平松の部屋へ。

「おおー。これが言ってたパソコンって奴かー。ビデオ録画出来る？」

　友紀が学習机の前まで小走りする。

「ＶＨＳは……出来ないかな」

　友紀の要望に応こたえてあげたいという申し訳なさがでている。

「じゃあ、カセットに録音は？　赤い○が書いてあるボタンと△の書いてあるボタンを同時にがっちゃん……って」

「お前の中のパソコンはいつのモノなんだ」

「で、相川はこのパソコンを使って、どういういかがわしい行こう為いをしてたわけ？」

　三原は友紀に後ろから抱だきつく形でパソコンのディスプレイを眺める。

「してねえよ！　マイフレンドフォーエバーを見てただけだよ！」

「何それ？」

　なんで三原さん引いてらっしゃるの？

「映画……だよ」

「いやらしい映画？」

　平松の言葉にも、まだ引いた様子。

「なんでそんな感じになってんだよ」

　理解できない。

「だって、どうせ部屋に入ってすぐに深呼吸とかしてたんでしょ？」

　してたけど。してたけども。俺はニヤニヤしてしまった。

　何な故ぜなら、三原の発言は『女子の部屋に入ったら、まず深呼吸するよね』という織戸の格言に基づいていたからだ。

「な、何よ」

　ここで指摘してやってもいいが、まあ許してやろう。またトマトみたいに耳まで真っ赤になるだろうし、それは可哀かわい想そうだ。

「いんやあ？　まあ、どんな映画かは……見て確かめろ」

　あらぬ疑いを掛かけられてしまったので、マイフレンドフォーエバーを最初から再生しなおし、みんなで視し聴ちようする。

　……………………二時間経過。

「良い映画だったけど、アクションはないの？」

　感無量という顔をしていたが、アホなことを言い出す友紀。

「最後の葬そう式しき辺りからのカメラアングル、ず──っとやばいだろ？」

　俺は腕うでを組んで、うんうんと頷うなずきながら問いかける。

「相川チョイスにしては感動したかな。ちょっと妙たえちゃん、泣きすぎ」

「……ごめん……なさい……やっぱり何度見ても感動しちゃうな」

　平松は大おお粒つぶの涙なみだを拭ぬぐう。

　俺もついついもらい泣きしてしまいそうだったが、三原や友紀の前で泣くわけにはいかない。

　まあ、三原も友紀たちの前で涙を見せられないと、涙をかなり我が慢まんしているようだったが。

　三原の涙なんて、見たこともないし、これからも見ることはないだろうな。

　どんな出来事があっても、気き丈じように振ふる舞まうはずだ。

「さ、気を取り直して、何かして遊ぼうぜ」

　感動物の映画が合わない友紀は、さらっと切り替かえる。

「妙ちゃんの家は、すごい部屋があるんだよねー」

　そうだ。と手を打つ三原が、またにやけた表情で俺を見る。

「そうなのか？」

　平松に視線を移すと、平松は恥はずかしそうにして、こくりと小さく頷いた。

「相川、まだ見てないの？　じゃあ、驚おどろくかもね～」

　得意げな顔をする三原。女の子じゃなかったらうざいだろうが、ここは素す直なおに「楽しみだ」と笑顔を返しておこう。

　部屋を移動する。

　と言っても、二階にある一室なんで、ほんの五歩ぐらいの距きよ離りを移動したに過ぎないが。

　中へ入ると、三原の言うとおり、俺は驚いた。

　普ふ通つうの一いつ軒けん家やには無いモノが、そこにはあったのだ。

「凄すごいな」

　俺はビリヤード台に手を置く。

　家の中にビリヤード台。

　だけではない。ダーツ、ルーレット──様々なゲームがそこにはあった。しかも、本格的な台で。

「お父さんの……趣しゆ味みなの……」

　照れくさそうに平松は言う。

　そう、そこにあったのは、ゲーム部屋。

「よーし！　相川！　勝負だぜ！」

　早さつ速そく、立て掛けてあるキューを取る。セーラー服でビリヤードする奴、初めて見たわ。

「ビリヤードか。仕方ねえな」

　キューを持って、構える。

「じゃあチーム戦にすっか」

　三原はそう言いながら、友紀の隣に。

　必然的に、平松が俺の横へと並ぶ。

　じゃんけんで順番を決めた結果、ブレイクショットは平松。

「……じゃあ……私がやるね」

　真しん剣けんな表情で狙ねらいを定める平松。

　お下げ髪がみがぷら～んとぶら下がるのを、俺は側面から見ていたのだが──

　これはやばい。

　胸むな元もとが、ボインとボインがボインボイン。

　丸見えやないかーい。

　さすがに申し訳ないので、位置を移動する。

　みんな。女子とビリヤードをするときは気をつけよう。

　いいか！　ビリヤードは正面よりも側面に立った方が胸元がやばい！　絶対に気をつけるんだ！

　ブレイクショットを決めたあと、平松は続いて一番を狙い──そのまま一番と九番を落としてしまった。

　はい、終しゆう了りよう。

　これだからナインボールって奴やつは……

　ソリティアみたいなもんじゃないか。一いつ緒しよに遊んでいる感じがしない。

「さすが妙ちゃんだねー。プロ並み」

「そんなこと……ないよ……」

「相変わらずすげーよなー」

「そう言えば、合コンやったとき、平松はずっと将しよう棋ぎしてたよな」

「……そうだったね」

「まあ、あんとき妙ちゃんがビリヤードに参加してたら、騒そう然ぜんだったろうね」

「じゃあ、今度はオレの番だ！」

　二ゲーム目。

　友紀のブレイクショットだが、セーラー服は胸元が見えない構造になっている。

　残念だ……はっ！　俺は今何を！

　友紀の胸なんか見慣れてる……じゃないや。興味がないんだ。うんうん。

　ブレイクショットを決めるが、一番の球が難しいところに。

「相川、ちょっとごめんな」

　友紀は側面で立っていた俺のすぐ側そばにくる。

　少し身を乗り出さないと、狙うのが難しい。

　そして友紀は──

　………………これはやばい。

　突つき出したお尻しりが。

　プリケツ状態でプリップリ。

　しかも、身を乗り出しているもんだから、パンツが完全にパンチラ状態に。

　エロすぎやないかーい。

　普段の日常生活に於おいて、ここまでお尻を突き出すポーズを取ることがあるだろうか。

　そして、それを眺ながめることがあるだろうか。

　あるんだな、これが。

　いかんいかん。

　これでは織戸と同じではないか。

　何故か俺は、友紀とキスをしたときを思い出していた。

　あのどこか甘い目をした、可愛かわいい友紀の顔を──

　なんでそんなことを思い出していたのか、未いまだに理解に苦しむが、出てきてしまったモノは仕方がない。

　俺は煩ぼん悩のうを捨てるために、無心に入る。

　それから、ビリヤードのことは何も覚えていない。

　見事な瞑めい想そう技術だと自負している。

　まあ、他ほかに語ることもなかったし。

　あ、勝負は完全に平松の圧勝でした。

　番が回ってきたら全部落とすんだもの。

　一つのミスもなく。

　ビリヤードの後は──

「次何しようか？」

「これやろうぜ！　オレのバランス感覚を見せつけてやるぜ！」

　ツイスターゲーム。赤、青、黄色、緑の丸印が描えがかれたシートの上に手足を置いて、倒たおれないようにするゲームだ。

　これを二人や三人でやると、組んず解ほぐれつのとんでもないエロゲームと化す。

　なんてモノを引っ張り出してきやがったんだ。

　そして、なんでもあるんだな。平松家。

「相川とそんなことしたくないんだけど」

「じゃあ、俺はルーレットを回す役をするわ」

「それならいいけど……じゃあ、何か賭かける？」

　三原はバランス感覚に自信があるのだろう。

　俺が参加しないと知るや、かなりやる気を見せてきた。

「……賭け事は……ダメだよ……」

「まあ、お金を賭ける訳じゃないし」

「そうだな。その方が必死にやるだろう。じゃあ、勝った奴に俺が何かプレゼントするよ」

「あ、コモドドラゴンのぬいぐるみが欲ほしかったんだ」

　と、友紀が言う。

　健康系アウトドア少女であるところの友紀が、なんで少女趣味のようなぬいぐるみをほしがるのだろう。

「なんでコモドドラゴンなんだよ」

「カッコイイじゃねえか！　ドラゴンだぜドラゴン。毒属性も持ってるんだぜ？」

「まあ、売ってるなら、いつでも買ってやるさ」

　すると、三原と平松の目がキュピーンと光ったような気がした。

「相川、絶対だかんね」

「……しょうがない……かな」

　あれ？　どうしてこれほどまでに、平松までやる気の炎ほのおを燃えたぎらせたのだろうか？

　三原は分かる。

　こいつの部屋は、誰だれにも見られたくないほどに、ぬいぐるみが溢あふれているからな。

　でも、平松は──

　女子の気持ちは、よく分からない。

　こうして、ドラゴン争そう奪だつツイスターゲームが始まった。

「えー、まずは右手青」

「右手だな」

　友紀が青に右手を置く。しゃがみこんで、右手だけを青色の印に乗せる。

「次、左手緑」

　三原も友紀の隣となりでしゃがみ込む。

　とまあ、色々と割かつ愛あいいたしましてー。

　二五巡じゆん目め──

　とんでもないことになっていた。

「なんで、私のときは緑ばっかりなのよ」

　ブリッジ状態になっている三原から文句が漏もれる。

　ブリッジだが、左足以外は全すべて緑。

　四つん這ばいでいたかったが、隣に平松が居たためにこの格好に。

　パンツ見えてるぞ。なんて言えない。

　バスケ部で鍛きたえた太ももがぷるぷるしているので、早く次に行ってやらないと。

「かなみちゃん……頑がん張ばって」

　そんな『三原橋』の下を通すように、右足を伸のばして四つん這いな平松──の頭の上に友紀のボインが乗っかっている。

「友紀はどうして平松の上に乗っかったんだ」

「へっへっへ。攻こう撃げきに出たんだぜ」

「なるほど、バランスを保つだけじゃなくて、相手のバランスを崩くずしにかかった訳だ」

「いいから、早く次やってくんない？」

　振ふり絞しぼるような三原の声に、俺は笑った。

「笑い事じゃないわよ！」

　ルーレットを回す。

「はい、平松左足も青」

「……え……左も？」

　平松は右足に続いて、左足も三原の背中の下へ通さないといけない。それは、腕うで立たて伏ふせのような状態になるだろう。

　胸元どころか完全に中身が見えてしまっているけど。

　ブラがちょっと浮ういてしまって、その先に──

　見ちゃいけません。と誰かに囁ささやかれた気がしたので、次へ。

「友紀、右足青」

「青！　それはきっついなー」

　青はブリッジ三原を越こえて、その下を通る平松を躱かわさなければいけない。

　それだけではない。友紀は腕立て伏せ状態の平松におっぱいだけを乗っける形を取っている。

　そこから青を目指すとなると、三原の下を通る平松のさらに下を通るか、あるいは──

「どっせえ────いっ！」

　アホ友紀が出した結論は、逆立ちからの……

　ブリッジ。

　三原のさらに上を越えようというのだ。

　だが──無む謀ぼう。

　というか、アホ。

　距きよ離りが足らず、踵かかと落おとしを三原の腹にかます。

「ぐふっ」

「あ、わり」

　崩れる三原。距離が足りず乗っかる友紀。

「……んぅ～」

　二人分の体重がのし掛かかり、平松は必死に耐たえる。

　奇くしくも、一番下にいたために、背中の上に友紀、足の上に三原がぐんとのしかかる。

　一いつ生しよう懸けん命めい背中を反って耐えるが、すでにおっぱいはツイスターゲームのシートに着いてしまっている。

「もう……ダメ～」

　くたん。

　マッサージを受けているかのように、力を抜ぬいて頰ほおをシートに着ける平松。

「えー、勝者、平松」

「噓うそっ！　負けたの？」

「全員崩れたけど、平松が最後に崩れたからな」

　悔くやしそうな三原と、楽しそうに笑う友紀。

「もう一回勝負だ！」

　楽しくて仕方がない。

　そんな表情で友紀が体を起こす。

「嫌いやよもう」

　太ももの筋肉をほぐす三原。足ぷるぷるしてたもんな。変則ブリッジのせいで。

「じゃあ相川勝負だ」

　え？　俺？

「あの……ぬいぐるみは……」

「ああ、買ったらすぐ持ってくるわ」

「……うん……相川くんのぬいぐるみ……嬉うれしい」

　ぽっと頰を赤くして平松が微笑ほほえむ。

「そうだねー。妙ちゃんは、相川から貰もらうことが嬉しいんだよねー」

「か……かなみちゃん！　……もう」

　赤くなった顔を手で覆おおう。

　なるほど。やる気になった理由がここで明らかになったな。

　平松は、プレゼントをされるということ自体が好きなんだ。プレゼントされマニアなんだな。うんうん。

「そういう三原も、ぬいぐるみが大好きだよな。部屋中ぬいぐるみだらけだし」

「んな！　なんで知ってんのよ！　……はっ！」

　墓ぼ穴けつを掘ほった。

　平松も友紀も、知らなかった三原のキャラにはない事実に、にやけ顔を見せる。

　楽しい楽しいツイスターゲームは終しゆう了りようした。

　このとき、俺は楽しすぎて、すっかり忘れていた。

　メガロの存在。そしてセブンスアビスの存在を。

　俺は何な故ぜここにいるのか。

　それは、平松を魔まの手から守るため。

　最強のメガロとやらを作るという話を阻そ止しするため。

　そんなことを忘れて、俺は笑っていた。

　女の子に囲まれて、女の子の部屋で楽しく遊んでいた。

　──いつからだろうか。

　もしかしたら、このときすでに、『それ』は始まっていたのかもしれない。

　俺がこうして遊んでいなければ、回かい避ひ出来たのかもしれない。

　世界中を巻き込むほどの驚きよう異いが、迫せまっていたのだった。







　二月一四日。セントバレンタインデー。

　その日の朝から、異変は始まっていた。

　朝起きてすぐって、頭がぼーっとしてるのと、寝ねるときに見ていた夢はどういうモノだったかなーなんて思い返したり、色々考えてしまうせいもあって、異変に気付くまで、時間がかかった。

　とりあえず寝ね汗あせが鬱うつ陶とうしいので下着を替かえて制服に着替え、階段を下りる。

「おはよー」

　口に手を当てて大きくあくびをしながら、居間にいるユーへ挨あい拶さつ。

　ユーは目を丸くさせて、こっちを見ていた。

「ん？　どうかした？」

『歩？』

　そのメモが何を意味してるのか分からない。何を聞いているのだろう。

　普ふ段だん、表情を露あらわにしないユーが、目をぱちくりさせている。

「だから、どうしたの？」

『とりあえず　顔を洗ってきて』

「ん。わかった」

　全く、ユーがあんな表情を見せたらびっくりするじゃない。

　何が起こったのかを、そのまま答えを言えばいいのにさ。

　顔を洗ってきて。という言葉から想像するに、さてはハルナのバカが顔に何かいたずらでもしたんじゃ……

　全く、あのアホ毛にも困ったモノだわ。

　起きてきたら、ぶん殴なぐってやる。

　蛇じや口ぐちを捻ひねり、洗面台に水を溜ため、ばしゃばしゃと顔を洗う。

　ふー。すっきりした。

　タオルで念入りに顔を拭ふいて、鏡を見る。

　………………は？

　鏡に何か細工がされていないかを確かめるために、触さわってみる。

　鏡に異常はない。

　たったったったった……

「ユーっ！」

「なんですか、朝っぱらからうるさいですよ」

　居間にはユーの他ほかに、セラが帰ってきていた。

　忍にん者じやって、ぱっと現れるから便利。

「あ、セラ！　ちょっと聞いてよ！」

「言わずとも分かっていますよ。──アユミ」

　セラは真しん剣けんな表情で、私の名前を呼ぶ。

「アユミじゃないわよ！　私は、相川歩っ！」

　そう、私は女の子になっていた。

　髪かみは肩かたを過ぎるほどに伸びて、胸もボインボイン。お尻しりもぷりっとしていて、まるでセラのような体型になっていた。

　顔なんて、もう誰だれだか分からないぐらい可愛かわいいモノで、着ている制服は、セーラー。

　ん？　セーラー？

　まさかっ！

　私は階段を駆かけ上がり、部屋に戻もどると、タンスの引き出しを引く。

　そこには、パンティーがたくさん収納されていた。

　Ｔシャツも女性モノ、ズボンも全部スカートに変わっている。

　私は顔を両手で覆い、絶望感に包まれながら、そのまま壁かべにもたれる。

　一体、何が起こったって言うのよ──

「昨日から、片へん鱗りんはありましたが、我々が確かく認にんしたところ、本日の深夜二時にこの現象は完かん了りようしたということです」

　私を追いかけてきたのだろう。廊ろう下かから、腕うでを組んだセラが私の部屋を覗のぞいていた。

　溜ため息いきを吐つくセラの表情は、どこかいつもより優やさしく見える。

「現象が完了した──って、今何が起こってるって言うの？」

「それは、あなたが良く分かっているではないですか」

　女体化って奴やつのことを言ってる訳ね。体だけじゃないところが不気味だわ。

「まさか──平松が！」

　私は焦あせっていた。

　あんなに一いつ緒しよにいたのに、止められなかったなんて。

　それだったら、一いつ泊ぱくしてしまえばよかった。

「いいえ。彼女はちゃんと監かん視ししていましたが、何もしていません。ですが、誰がやったのかは予想が出来ます」

「誰──ということは、メガロじゃなくて人の仕し業わざなの？　私を女の子にしてどうするつもりなのよ、そいつは」

　よかった。と安あん堵どすべきなのか悩なやむ。平松が無事だったことは喜ばしいことなんだけれど、原因が他にあるなら──

「あなたでも容易に想像出来ますよ」

　と言われても、思い当たる節はない。

「ヒントちょうだい」

「か、可愛く言わないで下さい！　このクソ虫っ！」

　なんで照れてるのか、よくわからないけど、面おも白しろいので──

「お願い」

　もっとブリッ子を演じてみる。

「そこまで言うのでしたら、し、仕方がありませんね」

　狼狽うろたえてるー。あっははは、セラでもこんな表情をするんだねー。

　なんて楽観視していた私に、セラはハンマーのような衝しよう撃げきを与あたえた。




「この世にいる全すべての男性に、女体化現象が確認されています。ただ一人を除いて──」




　全ての男性？

　その言葉に、私は頭が混乱してきた。

「ちょ、ちょっと待って！」

　セラに両手を突つき出し、頭の中を整理する。

「何か？」

「私だけじゃないの？」

　そうだ。てっきり私が女の子に変えられた。

　私だけだと思っていたのだけれど。

「はい。この世にいる、ありとあらゆる男性が、全て一〇代の可愛い女の子に変わってしまっています。身の回りのモノもまとめて全て」

　そこが凄すごい。ただの女体化現象であるならば、タンスの中身まで変わったりはしないだろうな。

　徹てつ底てい的てきに、女の子。

　そうね。謎なぞが解けたわ。

「私は、マークすべき相手を間ま違ちがっていた訳ね」

「はい、そういうことです」

　最強のメガロを作るためのピュアな魂たましいを持った人間。

　それが平松だと思い込んでいた。

　でも、そうじゃない。

　あの場に、最もピュアな人間は存在した。

　純じゆん粋すいに、女の子を求める奴が。

　思えば、品定めをするチワワはもれなく変態だった。

　変態が正にピュアだと言う変態。

　それが、ターゲットだったんだ。

「織戸──ね」

「ええ。彼が原因であると考えられます。先ほど家へ確認に行きましたが、彼は気持ち悪いままでした」

　なるほどなるほど──確かにピュアだ。純粋──混じりっけなしの変態。

　ピュアの方向性が違うわ！
















「これで……いいの？」

「ええ。よく似合ってますよ」

　鏡に向かって、色々な角度で自分を見る。

「乳首ちょっと見えてない？」

「問題ありません」

「よくこんなの着けてられるよね」

「慣れれば気になりませんよ」

　とまあ、私はセラにブラを着けさせて貰もらっていた。

　別に買いに行かずとも、私の下着が入っていた場所に、大量のハーフカップブラが入っていたのよ。

　はあ、四分の三カップが一つもないところにも、純粋さを感じざるを得ないわ。

　何気にセラと同じぐらいか、それよりも大きなモノにされてしまった私の胸は、ハーフカップの生き地じでは大事な所がはみ出てしまうのではないかと心配になる仕様だった。

　入れるなら、ちゃんとしたサイズのモノにして欲しいもんだわ。

「パッドを入れない方が、いいかもしれませんね」

　パッドを入れる理由がなんなのか、男の私には理解できない。

　あれって、何を保護しているんだろう。

　外して良いものだったら、機能的にはそれほど重要でもないだろうし。

　っていうか正直、ブラの意味が分からない。

「これって何億人という全員が全員着けなければいけないほどに素す敵てきなモノなの？」

「これ無しでは、将来確実に垂れますし、あなたほど大きければ、激しい運動をしたときに邪じや魔まです」

「そうなの？　私、ゾンビだから痛みとかは気にしないけど」

「鬱うつ陶とうしくて堪たまらないんです。私は、戦せん闘とうの際に邪魔にならぬよう、少しきつめのブラにしています。胸の大きさは常に一定という訳ではありませんし、そのときそのときで換かえるようにしています」

「へえ。だから毎日見ていても、あれ？　セラってこんなに胸大きかったっけ？　ってなるんだね」

「……毎日、見ていたのですか？」

　まずいわ！　秘ひ剣けんが飛ぶ！　きっと秘剣、伏ふく臥が上体返しをされてしまう！

　背骨がＬ字になるんだわ！　きっと！

　なんて思っていたのだけれど、セラはふっと小さく笑う。

「もう……気持ち悪い」

　小さく呟つぶやくように言うその言葉は、いつもと同じ文言にもかかわらず、どこか優やさしさを感じる。

「ちょっと、どうしたのよセラ。逆に気味が悪いわ」

「何がです？」

「気持ち悪いの言い方と態度よ。いつもなら上から見下す感じなのに、今日は下から上うわ目め遣づかいだし」

「……私は噓うそが嫌きらいですので、はっきりと言います」

「はい」




「今のあなたは、可愛い」




「…………はっ？」

「気持ち悪くない歩あゆむにどう接すればいいのか、悩なやんでいるのです」

「い、今のセラに、私がどう接すればいいのか悩んでるわよ！」

「いつものように……とは行きませんか」

「互たがいに、ね」

「しかしながら──たまには、面おも白しろいかもしれませんね」

「完全に人ごとじゃないのよ」

　セラは大きく笑った。

　普ふ段だん見せない顔。いや、本当はいつもこんな表情を見せているのかもしれない。

『普段の私には』見せない顔。

　それがこんなに日常的に見られるんだったら、たまにはこういうのもいいかもね。

　今は朝四時。

　いつもなら、そろそろ学校へ行く準備をしなきゃいけないけど、今日は余よ裕ゆうを持っている。

　だって、女子高生になったのよ？

　さすがに、太陽光を浴びてもかさかさにはならないでしょう。

　ビジュアル的に。

「はいおはよーおはよー」

　シャツの中に手を突つっ込んで、ぽりぽりと搔かきながらハルナが降りてくる。

　ハルナは私の弁当を作るために、こんな時間に起きてくる。

　まあ、まだまだ子供だし、眠ねむ気けが抜ぬけないぽわぽわーっとした顔で、むにゃむにゃとした声でささっと料理をするんだけれど……

「おはよー」

　私が挨あい拶さつを返すと、ハルナは石像のようにピタリと止まる。

　チッカ、チッカ……

　頭のてっぺんから伸のびるアホ毛だけが、メトロノームのように揺ゆれていた。

　考えた結果──

「何やってんの？　こんのバカアユムっ！　バユムがっ！」

　私は驚おどろいた。

　分かるんだ。こんなに見た目が変わってしまってるのに。

　ハルナは先ほどまでの寝ねぼけ眼まなこもどこへやら。

　虫を発見した猫ねこのように、くりっとした大きな目をぱっちりと開いて私を見ていた。

「さすがハルナね。こんな姿になっても分かるなんて」

　とんとん。テーブルを二回叩たたく音。ユーがメモを見てと主張するときにする音だ。

　だから私は、ハルナから視線をくるりとユーへ移す。

『私も　気付いた』

　私はふふっと小さく笑った。

　ユーも負けず嫌ぎらいだもんねー？

　ハルナがスゴいって言われたから、自分も同じだったし──なんて言いたいんだろう。

　そういうところが、ユーの可愛かわいいところよねー。

「で、何やってんの？　気持ち悪くないから別にいいけど」

　気持ち悪くないんだ！　そこがびっくりだわ。

「ハルナだったら、絶対気持ち悪いって言うと思ったのに」

「元が最高に気持ち悪いんだから、変わればマシになるに決まってんじゃん」

　遠回しに気持ち悪いって言ってる訳ね。

「ハルナ。今日はお弁当作ってくれるの？」

　昨日はずっとチョコを作ってたからねー。

　ハルナは深く考えた結果──

「よし！　一いつ緒しよに作るか！」

　そんなこと、滅めつ多たに言わないからびっくりした。

「いいの？」

「チョコ作りは女の世界。今のアユムなら、ありだ！」

「ありなんだ」

『歩と　チョコ作り　したい』

「さあ、一緒にやりましょう。アユミさん」

　セラに肩かたを摑つかまれて、私は仕方なくキッチンへ。

　昨日は入ることが出来なかったけれど、今日は入ることが出来る。

　なんだか、得をした気分だわ。

　こうして、鶴つるの恩返しの鶴側としてチョコ作りに参加したのだけれど、一つだけ問題が。

　これって、結局お弁当なしってことよね？







　日光に当たってみたら、可愛くかさかさになったので、やっぱりゾンビ女子高生な私は、必死に登校して窓の外を眺ながめていた。

　このどう見ても美少女なビジュアルだったら、かさかさにはならないと思っていたけれど、まさか可愛く干からびるとは予想外だったわ。

　毎日眺めて飽あき飽きしているこの景色も、見る側の気持ちが変わっているなら、変化もある。

　看板とか色合いとか、普段可愛いと思わないモノも、可愛く見えてくる。

　面白いものだわ。

　ふふっと笑みを浮うかべてから、私は壁かべに手をつく。

　女の子の考え方になってしまったことに絶望して。

　いけないわ。

　私は男。そう、男らしい男なのよ。昨日、あんなにセクハラまがいのことを平ひら松まつたちにしていたじゃない。

　女子の部屋に入って、深呼吸もしたし、タンスも漁あさった。

　鬱陶しいまでの、思春期の男の子なの。

　絶対に女子になんかならないんだから。

　決意を新たにしていたら、教室にクラスメイトが登校してくる。

　まず入ってきたのは──誰だれ？　三つ編みの可愛らしい女の子だった。

「……誰？」

　同じ感想を、向こうも抱いだいていた。

　私たちは笑いながら、自己紹しよう介かいをする。

「相あい川かわよ、相川」

　私は自分を指す。

「……そう。君が相川……私のことは……わかる？」

　驚き一歩引いた女の子は、ぺらっとスカートをめくる。

　そこにあったのは、白いタイツ。

「お前、モジ夫か！」

　白いタイツを好むことから、モジ夫の愛あい称しようを付けられたクラスメイト。それが、まるでアイドルのような美少女に変わっていた。

　恐おそろしや。織おり戸との執しゆう念ねん、あな恐ろしや。

　次々とやってくるやってくる。

　美少女に次ぐ美少女。

　まるでアイドルや女優御ご用よう達たしの学園のようね。

　だけれども、それが誰なのかは全く分からない。

　席に着いたときに、「ああ、あの席ってことはあいつなんだ」と分かる。

　突とつ然ぜん女性に変わっていたことに、誰も悲観してはいなかった。

「あっはははは！　お前も巨きよ乳にゆうかよ！」

「そういうお前も巨乳かよ！」

　楽観的というか、アホらしいというか。

　……助かったわ。

　悲観的になっていたら、どうしようかと思っていたけれど。

「あ、相川なのか？」

　声を掛かけられて、顔を上げるとそこには友ゆ紀きの姿。

「ええ。そうだけど。おはよう」

「おはよう……オレ、確かに相川はオレの嫁よめだって言ったけど……まさか本当に嫁になるなんてなー」

　ほんっとにアホなんだから。

　友紀は少し嬉うれしそうな顔を見せていた。状じよう況きようが分かっていないのかしら。

「セラから話を聞いてないの？」

「話って？」

「今起こってるこの現象についてよ」

　友紀はまるで一いつ休きゆうさんがするように、頭の上で指をくるくるしながら記き憶おくを掘ほり起こす。

「お、おう。確か──織戸が原因だって聞いてるぜ。オレたちが遊んでいたときに」

　そう、全すべては私たちが遊んでいるときに起こっていたのよね。

　せめて家にいれば、もっと早く情報が入ってきて、阻そ止し出来たのかもしれない。

　そう思うと、やっぱり責任を感じちゃうな。

「私が悪かったと思うわ。てっきり平松だと思っていたから」

「相川は悪くないぜ。まさか織戸なんて思わねえもん」

　友紀は私の手を取って、必死にかぶりを振ふる。ふふ、友紀に慰なぐさめられるなんてね。

「ありがと」

「お、おう」

　笑え顔がおで礼を言うと、友紀は頰ほおを紅潮させて少し俯うつむいた。

「ん？　どうしたの？　セラも変だったけど、なんだかみんな変なのよね」

「いや、なんつーかその……こんなことを言うと嫁として失格かもしれねえんだけど……今の相川も、なんつーかその……いいなーって思っちまって」

「あっはは。それは良かった」

「許してくれるのか？　これって浮うわ気きになるんじゃないかってこうなんたら感があって」

「背徳感？」

「そう、なんかその、背徳満タンなんだ」

「ハイオクみたいに言わないでよ」

　なんて話をしていたら、とうとうチャイムがなってしまった。

「あ、オレもういかねぇと」

「うん。じゃあまたね」

　友紀は隣となりのクラスだからね。チャイムがなったらすぐに帰らないといけない。

　それにしても、件くだんの織戸が全然来やがらないわね。

　メガロにされてしまったから、学校には来ないのかしら。

　一体、どんな姿にされていることやら。

　がらがらがら……

「はーい、みんな席に着けー」

　可愛らしい声。

　私と友紀は目を丸くさせて、啞あ然ぜんとした顔で入ってきた人物を眺めていた。

　だって、その可愛らしい声の主を、私たちは『知っていた』のだから。

　女子はみんな変わっていない。

　でも、女の子に変わってしまった男子は、誰だれ一人としてそれが誰なのかわからない美少女に変わってしまった。

　そんな中で、姿が変わってしまっているにもかかわらず、分かる人物がいたの。

「クリス……」

　友紀が小さく呟つぶやくように名前を呼んだ。

　そう。そこにいたのは、最強の魔ま装そう少女であるクリスだった。

「もしかして、先生？」

　美少女（モジ夫）が言った。私や友紀よりも驚いている様子だ。

「これが先生の本来の姿なのです」

　ふふん。と鼻を鳴らすクリスだったが、みんなにはギャグだと思われたようで、笑い声が教室に響ひびいた。

　そんな生徒たちの反応に、不ふ機き嫌げんな様子のクリスは一いつ升しよう瓶びんを傾かたむける。本当のことなのにと頰を膨ふくらませる。

「あ、相川……大だい丈じよう夫ぶなんだよな」

　友紀は恐きよう怖ふに声が震ふるえていた。まあ、一度痛い目に遭あわせられているからねー。警けい戒かいするのも分かるわ。

「悪さはしないと思うわよ」

　クリスは待つって言ってくれてたしね。

「だったら、いいんだけどさ。じゃあ、オレも教室戻もどるよ」

　友紀は私に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せている。が、どうも警戒心は解けていない様子だった。

「うん。また昼休みにね」

「おう！」

　パタパタと手を振って、教室を出ようとしたそのとき──

　がらがらがら……

　教室の後ろの扉とびらが開いた。

　そして、入ってくる男。

　それは、とても気持ち悪い男だ。

　きらきらと輝かがやくツンツン頭。

　みんながみんな「どうして……」という顔をしている。

　何な故ぜなら、一人だけ『男』だったから。

　っていうかうわ！　ちょっと顔メイクしてきてるじゃない。

　──気持ち悪い。

「おーれー。おーっれー……てけてけてん！　織戸、サンバ～」

　まさか、サンバのリズムでやってくるとは思わなかった。

　その神こう々ごうしさたるや、気持ち悪い。

　あー、ダメダメ。セラみたいな思考になってる。

　私が男の頃ころ、気持ち悪いって言われ続けてきたじゃない。それをやってしまってどうするのよ。

　私は女性として、男には優やさしく接してあげないと！　うん！

　とガッツポーズまでしてから、私は女の子になってしまったということに愕がく然ぜんとして、壁に手をついた。

　女性としてって何よ！　女性としてって何よーっ！

「ついに！　神がボクの味方をしたん、ですっ！　ハーレムが、完成したん、ですっ！　夢が叶かなったん、ですっ！」

　ですの前に一いつ拍ぱく置くことで、まるでジョン・川か平びらのような台詞せりふ回しになっているキモ──織戸は声こわ高だかにそう言った。

　織戸以外の全てが美少女。

　それはつまり、待ち望んでいたハーレムに他ほかならない。

　ただ、彼の思い描えがいていたシナリオと違ちがうところは、誰も織戸に恋こいをしていないというところ。

　いや、もしかしたら一人ぐらいは。

　そんなレベルの話。







　今日も体育があるのだけれど、ジャージを入れて来たはずの体操着はブルマだった。

　リアルタイムで変化するのね。

　しかも──

「いやあ、仕方がない。これは仕方がないわー」

　ニコニコと笑顔を見せる織戸。

　元男子と織戸は、同じところで着き替がえることになったの。

　人数の関係で仕方がない。それは織戸の言うとおりなんだけれど。

　なんなら、廊ろう下かで着替えろと言ってやりたい。まあ、織戸を意識してるみたいで嫌いやだったのがあるのよね。

　外で着替えろなんて言ったら、なんか負けたような気になる。

　だから、誰一人として文句を言わなかった。

「私、女子になって初めて織戸のうざさが分かったわ」

　という声が上がる。私は言ってやりたかった。

　遅おそいわよ──と。

「いやあ、誰だれが誰だか分からないってのが良い」

　織戸は着替えを三秒で済まし、机に頰ほお杖づえをついて辺りを丹たん念ねんに眺ながめていた。

　織戸にとっては、まさに天国でしょう。着替えを覗のぞくことはあっても、一いつ緒しよに着替えるなんて、そうそう出来ることじゃないわ。

「ちなみに、織戸的にはこの中で誰が一番タイプなの？」

　おい、妙みようなことを聞かないでよ。

　と、誰もが思ったことでしょう。

「そうだなー。あの子かな。体型がセラさんに似ている」

　織戸がびしっと指を向けたのは──私だった。

　………………え？　私？

　わき起こる爆ばく笑しようの嵐あらし。

　噓うそ……きっついわ。

　顔が真っ赤になってるのが分かる。この場から逃にげ去りたい気持ちだった。

　そんな空気の中──

　がらがらがら……

「すまない。ちょっと用事で遅おくれてしまったんだ」

　入ってきた女の子に、みんな目が釘くぎ付づけになった。

　その女の子は、私たちが凡ぼん人じんであることを思い知らされる綺き麗れいな女の子だった。

　自分たちがアイドル級に可愛かわいいなんて、よく言えたものだと嫌になる。

　ああ、私もあんな感じならいいのに。

　そんな、女優に対して思うようなことを、ついつい思ってしまう。

　日本人とは思えないルックスとスタイルの──

　ん？　このフレーズ、どっかで聞いたことがあるわね。

　あ……

　私はあることに気付いて、やってきた女子を指さした。

「もしかして、アンダーソン…………さん？」

「ああ」少し照れくさそうに、彼女は笑った。

　ああ、もう！　可愛いな！

　なんなの笑顔って。

　ちょっと微笑ほほえみかけるだけでこう、ぱあっと場が華はなやいだ感じがすでに可愛い。

　ユーが笑ったりしたときも同じなんだけれど、咲さき乱れる花が別というか。

　遅れて来た分、急いで制服を脱ぬぐアンダーソンさん。

　セーラー服がミニなんだけれど、足がすごく長いから、可愛い。

　可愛い？　エロいじゃなくて？

　そんな感想を抱いだいてしまった。

　それはきっと、女の子になってしまったからだと思う。

　だから、私は壁かべに手をついてへこんだ。

　着替えの終わった元男子たちはブルマに喜びつつ移動を開始する。

　ブルマとスク水は男の夢。

　一度くらい、穿はいてみたいなーなんて気持ちがあることもある。

　……ないなー。やっぱり穿いてみたいなんて気持ちはないわー。

　ごめん、織戸の思考になっていたわ。

「相川……か？」

　アンダーソンさんは豊満な体に、ぴちぴちの体操着。

　二つの大きな胸の間で張り詰つめる服のシワが、いやらしい。

「ええ、そうよ」

　私は笑顔を向ける。イケメンは、女性になっても『イケメン』なんだ。そう考えると、笑いを堪こらえられなかった。

「実は、困ったことになってね」

「困ったこと？　もう知ってるわ」

　くすくすと、口に手を当てて笑う。

　とりあえず移動しながら話そうと、教室を出て他の元男子の後に続く。

　上はジャージ、下はブルマ。それがこの学園、冬のトレンドね。

　モジ夫みたいにタイツが欲ほしいわ。

「この女体化は、この世界だけの問題じゃないんだ」

　アンダーソンさんの一言だけでは、想像に難かたい。

「つまり、どういうこと？」

　私はそう聞きつつ、一つの懸け念ねんを抱いていた。

　まさか……そうなの？　織戸の力は、そこまで強いというのだろうか。

　しかし、現実はいつも想像より残ざん酷こくに、告げられる。




「冥めい界かいでも、同じ現象が起きている」




　いつもニコニコのアンダーソンさんが、今日は険しい顔を見せていた。

「それはさすがに、楽観視出来ない問題ね」

　アンダーソンさんは悔くやしそうな顔で話を続ける。

「最強のメガロにされてしまった織戸は、我々の想像を遥はるかに超こえてしまっていた。最強のメガロを作るとは聞いていたけど、まさかここまで強すぎるなんて」

「冥界では、それを阻そ止しする気はなかったの？」

　織戸をどうこうではなく、メガロを作ろうとしているセブンスアビスを止めればいいのに。

「セブンスアビスは、自由に生きることを許されている。彼らは一度たりとも、間ま違ちがった判断をしたことがない。だから、いかなる法も彼らには適用されないんだ。捕つかまえることさえ出来ないさ」

「すごい信頼されていたのね」

　セブンスアビスが冥界にとってどれほどの存在なのかを実感する。

　総理大臣だろうが大統領だろうが、法の裁きは受けるのに。

「ネグレリアはこう言っていた。正しい判断を下してきたのは、リーダーとデューバイスだった。それらの手を離はなれれば、みんなバカをしちゃうこともあるだろう──ってね」

　現に一人、色々やっちゃった夜の王って奴やつがいたわね。

「ネネさんとアンダーソンさんはどういう関係なの？」

「……それは、聞かないで。私の能力で察してくれればいい」

　アンダーソンさんは明後日あさつての方向を見てそう言った。

　確か、アンダーソンさんの冥界人としての能力は『距きよ離りと時間を正確に測れる』というもの。

　定規いらずで正確な線を引いて、締しめ切りまでの時間配分が正しく出来るとすれば、それはネネさんにとって逸いつ材ざい。

　きっと、色々な漫まん画が原げん稿こうを手伝わされて来たんだろうなー。

「一番の問題は、織戸が学ランを着ていないこと」

　そう言われれば、普ふ通つうの格好だったな。メガロはみんな学ラン姿なのに。

　というか、動物にもなっていない。

　人間も動物の一部だということなのだろうか。

「メガロのあれ？　意味なんかあったんだ、あれ」

「メガロは常に、魔ま装そう少女と人間の魂たましいによって混ぜられた魔力を放出している」

「あ、あの紫むらさき色いろの煙けむりみたいな奴ね」

「魔装少女の魔力は赤。それ以外の魔力、私もトモノリだって青色になる。それを混ぜているから、メガロは紫の魔力を持つ」

「なるほどねー。だから紫か。──で、学ランとどういう関係があるの？」

「メガロの黒衣は魔力を封ふうじるためにある。魔力が常にフルスロットル状態だから、ブレーキを付けているわけ」

「それがないってことは──」

「いずれ、織戸は死んでしまうね。寿じゆ命みようは三日といった感じかしら」

　ざわ。私の背筋をすっと冷たいモノが通った気がした。

　死ぬ？　織戸が？

「確かに、一番の問題は学ランにあるわね」

「実は、ここからが一番の問題の肝きもなんだけど」

「織戸が死んでしまうこと以上に、何かあるの？」

　アンダーソンさんは、口にも出したくないような静かな声で、端たん的てきに答える。

「死んでも能力が、解除されない可能性」

　私は溜ため息いきを吐ついてしまった。

　つまり、織戸が自分の意思で、この織戸以外全すべて女子という状じよう況きようを諦あきらめないといけない。

　………………有り得ないわ。

　今の事情を説明しても、あいつは絶対嫌いやだと言う。

　夢じゃなくて現実だと伝えても、ならばこそだと返すわ。きっと。

「ＯＫ。何か、この状況を打開する策を私も考えてみるわ」

　という私に、アンダーソンさんは人差し指を立てた。

「誠まことに申し上げにくいんですが──実はもう一つありまして」

「え？」

　一番の問題は、織戸の学ラン問題。でも、二番があるとアンダーソンさんは言いたいのだろう。

　一番の問題──という言い方をするとそれで終わりだと思うけど、複数の問題があるからこそ、その中で『一番』な訳よね。

「今、この学校に──ううん、このクラスに、織戸をメガロにしたセブンスアビスの一人がいるのよ」

　全ての元げん凶きようが、ここにいるんだ。

「なんでまた……」

「織戸がまだ不安定なメガロだからじゃないかな」

　なるほど。なりゆきを窺うかがっているってことね。

「アンダーソンさんは誰だれか知らないの？」

「会ったことがない。だから写真か何かないかって、冥界に帰っていたから今日遅ち刻こくしてしまったんだけど──やっぱり一つも姿の写っているモノはなかった。彼女は暗殺術のスペシャリストで、変装も得意だから」

「まるでスパイか忍にん者じやみたい。──暗殺術って言えば、以前ネネさんにサルベリア流暗殺格かく闘とう術ってのを教えて貰もらったことがあるけど」

「さすが相川。察しが良いね。そう、そのセブンスアビスが──」

　アンダーソンさんは少し溜ためを作ってから、満を持してその名前を言った。




「メレンゲ・サルベリア。──その人なんだ」




　…………………………はっ！　思考が停止していた！

　メレンゲ！　メレンゲって！　どういう名前よ！

　私はそこはかとないデジャブと共に、歯車が合わさった爽そう快かい感かんを感じていた。

　ラーメン屋『めれんげ』。

　あれだ。

　あそこで織戸はメガロにされてしまったんだ。

　ラーメン屋は人の名前をそのまま店名にすることが多い。

　メレンゲってどうしてその名前にしたのよ！　なんて思っていたが、なんてことはない。

　ただ、店主の名前がメレンゲだったから。

　あの時、私が平松とではなく、織戸と一いつ緒しよに『めれんげ』へ行っていれば、そう簡単にメガロ化なんてさせなかった。

　今までとは違って、今回は私の知らない場所でどんどん物語が進んでいる。

　初めてだわ。

　初めて、全く関知していない大事件。

　このまま、どうなってしまうのか──

　これ以上、蚊か帳やの外にはさせないわ。

　強引にでも、巻き込まれてやるんだから。

「ところで、今日の体育は？」

「確か──柔じゆう道どう」

　最悪のシナリオになりそうだわ。

　体育館に向かいながら、私は頭を抱かかえていた。







　体育館に、マットが敷しき詰つめられていた。

　今日の体育、男子は柔道の予定だった。

　いつも、女子は女子。男子は男子で別の授業をするのだけれど、今は性別という垣かき根ねがない。

　だから、結局合同で柔道をすることになったので、節分のときみたいに床ゆか全面にマットが敷き詰められていたのよね。

　織戸がいるのに柔道なんて、みんなが嫌だと思っていたけれど、今日の女子の授業はマラソンの予定だった。

　マラソンは全員が嫌で、柔道は誰か一人が嫌な思いをする。

　天てん秤びんにかけたとき、やはり柔道でいいやという結論に至った。

　こうして、我々元男子一同は初めて、女子と柔道をする機会を得た。

　私の相手は──

「よーし相川！　ちぎっては投げてやるぜ！」

　アホの友紀だった。

「いや、ちぎったら反則だから」

「えー、あ、ちぎん投げって言い方にすれば──」

「チキンナゲットみたいに言ってもダメ」

「ちぇー」

　なんでそんなに残念そうなのよ。

　私と友紀は右手でジャージの襟えりを、左手で袖そでを摑つかむ。

　全く、柔道を授業に取り入れるならちゃんとした道着にして欲しいものだわ。ちゃんとしてないと危険だし。

　私は右手をアゴに向けて押し出しつつ友紀に密着し、小こ内うち刈がりを仕し掛かけようとした──

　が、さすがは吸血忍者ね。

　それを見み越こして、私が前に出る動きに合わせ、巴ともえ投なげを仕掛けてきた。まるでブランコを漕こいでいるかのように、するりと体を下に入れてくる。

　まんまと引っかかってしまったけれど、私はぐっと堪こらえた。

　お腹を蹴けり上げられるが、私はそんな状況で思いっきり踏ふん張る。

　ゾンビ女子高生の力をなめないでよね！　剛ごうと柔じゆうはどちらの方が強いか。なんていう考察がよくあるけども、その答えは簡単。




　強い方が勝つっ！




　………………互ご角かく。

　が──私の剛の力と友紀の柔の力は互角。

　その結果────私と友紀は雪崩なだれのように崩くずれて──

　ちゅ。

　唇くちびるが、触ふれ合った。

　何回目よ！　この展開！

「あ、相川……」

　友紀はぽーっとした表情で、力を抜ぬいた。

「何よ」

「これって……浮うわ気きにはならないよな？」

　なんで、そんなにぽわぽわした表情をしているのよ。

「問題ないと思うけど？」

「はあ、だったらよかったぜ」

「いや、よくないから」

　むにゅっと胸と胸が押しつぶされて。まるで鏡かがみ餅もちを並べたようになっていた。

　寝ね技わざに持ち込む気もなくて、私と友紀の勝負は引き分けと言ったところね。

　試合の終わった私に、アンダーソンさんが手招きをする。

「どうかした？」

「今の、素す晴ばらしい試合だったね」

「茶化さない」

「いえ、本心から言ってる」

　アンダーソンさんは真しん剣けんだった。あまりに真剣な表情だったので、私もつられてみる。

「何か、あるのね」

「今のを、織戸にしてみてはどうだろう」

「は？」

　これは茶化している顔だわ。

「相川が巴投げをするように見せて、抱だきつく形になる」

　いやいやいやいや……なんでそんなことになるんだろう。

「その必要性はあるの？」

「今の織戸を説得するより、この状じよう況きように満足させるべきだと思ったんだ」

「なるほど、ラッキースケベを起こして、十分にこの状況に満足させることで、解決しよって訳ね」

「そういうこと」

「じゃあ、アンダーソンさんがすればどう？」

「君たちは一度キスしたことがなかったっけ？　それに、私より相川の方が織戸好みの美少女に見える」

　いつの話よ。あれはセラやサラスにセクハラをしてしまった代だい償しようだけで。

「あいつはセラみたいなナイスバディが好きなのよ？　アンダーソンさんの方がいいって」

　アンダーソンさんはかぶりを振ふる。

「じゃあ、こうしましょうか。二人ともやる。キスをするんじゃなくて、胸を押し当てることを目標に」

「あいつに胸を触さわられるのも嫌いやだわ」

　私はぎゅっと体を抱く。

「触らせろとは言ってない。当てろと言ってるんだ。歯石を取る歯科衛生士のように。──この差は大きい」

　私は以前セラが言っていた言葉を思い出した。

　あれは吸血忍にん者じやの掟おきてを無視してサラスや他ほかの吸血忍者に冷たくされて、独りぼっちになってしまったとき。

　泣いていたセラに、私は慰なぐさめようとハルナにするように頭を撫なでようとした。

　その時セラは「セクハラだ」と私の手を払はらったあと、ぎゅっと抱きついたのよね。

　私は「これはセクハラじゃないのか」と尋たずね、セラは言った。




「これはサービスと言うんですよ」




　男に触られるのと、男に触ふれるのは全く別モノ。

　織戸にセクハラをされるんじゃない。

　織戸にサービスするんだ。

　これは、正義のため、大義のためにやるんだという気持ちを持てば、確かに気が楽にはなる。

　本当に少しだけだけれど。

「言葉通り、苦肉の策ってことね」

「満足して能力を解除してくれることを祈いのろう」

「そこまで織戸の気持ちは読めないわね」

「なあに、満足すれば、地じ縛ばく霊れいでも成じよう仏ぶつしてくれるさ」

　アンダーソンさんはそう言って少し楽しそうに笑った。

　……全く、この状況を楽しんでるんじゃないでしょうね。







　作戦決行。

　アンダーソンさんが織戸と組み合って──倒たおれる。

　が、おっぱいは上う手まく当たらなかった。

　ラッキースケベとは、いざ起こそうとすると難しいモノね。

　アンダーソンさんは無理に胸を当てようとはしなかった。

　あくまで、ラッキーでなければならない。

　織戸はスカートをめくる女性より、風で巻き上げられるスカートの方が好きなんだ。

　人じん為い的だとしても、無む作さく為いなスケベでなければならない。

「いやあ、難しいもんだな」

　こちらへ帰ってきたアンダーソンさんは、笑え顔がおで首を傾かしげていた。

　どうやら、やってはみたけどやっぱり恥はずかしいみたいね。

　自分からラッキースケベを仕し掛かけるなんて、女として。

　その気持ちは、よく分かるわ。

　…………私は壁かべに手をついて反省した。

　分かっちゃいけないでしょう。平松の家でもずっと分からない分からないって言ってたじゃない。

「こういうのは、経験者にしかできないのかもね」

　気を取り直して、作戦の練り直し。

「だったら、やっぱりあなたの出番だ。相川アユミさん」

　アンダーソンさんはどうぞと手で織戸の元へ私を導く。

　はあ。

　深く息を吐はいて、私は覚かく悟ごを決める。

「よーし、織戸。次は私が勝負よ」

「お前は──誰だれ？」

　ぺろり。舌なめずりをしながら、私の胸と腰こし、それに太ももを何度もマッサージチェアみたいにぐいんぐいんと視線を往復する。

「誰でもいいんじゃない？」

「そのニヒル気取りの表情と言い回し……相川だな」

　出会って四秒でいらっとした。そういうのは思っていても口にしない。

　空気を読む力を鍛きたえて欲しいわ。

　なんて思いながら、私は織戸と組み合う。

　織戸はここぞとばかりに寝技へ持ち込もうとする動き。

　こいつ、相手が私だから、容よう赦しやなしでセクハラするつもりね。

　節分のときの三み原はらと同じ扱あつかい。

　他の女子のときは抱きつくだけだった織戸が、三原には胸をもにゅもにゅしていた。

　だから、気心の知れた関係である私にも……

　それは好都合だけれど、ここは抵てい抗こうしなければならない。

　目指すモノは『ラッキースケベ』なんだから。

「はあはあしないでよね。私、本当は男なのよ？」

「見た目が可愛かわいければ何も問題はない！」

　まさにピュア。一点の曇くもりも見せないエロがそこにはあった。

　こうして組み合ってみても、実感がわかない。

　本当に、こいつはメガロになってるわけ？

　何の強さも感じない。

　最強の──と銘めい打うっているはずなのに。

　まあ、メガロってのは見た目とは裏腹の強さを持っているところが不気味なのよね。そう考えると、今の織戸で正解なのかも。

　メガロとしての力が出る前に──主導権を握にぎれる間に──

　やるしか、ないわね。

　苦労して起こったスケベほど、男は嬉うれしいもの。

　私は必死に寝技に抵抗し、そして──倒れる。

　むに。

　おっぱいをメガネに乗せる。

　どうよ？

　それは、ほんの一いつ瞬しゆんでいい。

　一秒にも満たない時間でも、今織戸は一時間以上の濃のう厚こうな時間を体験したでしょう。

　私が経験したことだし。

　それにしても、一瞬だと当たったかどうか分からないものね。

　胸が当たったことで一いつ喜き一いち憂ゆうしている男に対して、女性がポーカーフェイスのままなのも理解できる。

　やはり、触ったと当たったでは、雲うん泥でいの差があるのね。

　織戸はまるで、国こつ歌か斉せい唱しよう中のサッカー選手のように、静かに目を閉じて胸に手を当てていた。

「相川……おっぱいとは良いものだなぁ」

　しみじみと、感無量。

　なるほど。

　確かに、これを目にすると、「これだから男ってやつは」なんて思うわ。

　でも、これで満足して貰もらえれば──

「さあ！　次だ！　次の美少女おいで！　おっぱいおいでよ！」

　…………全然だめみたいね。

　いざやる側になってみると、意外と上手くいかない。

　私は様子を窺うかがっているアンダーソンさんに、首を横に振った。






















　体育が終わり、昼休み。

　織戸はどこかへ消えていた。

　もしかしたら、セクハラの旅に出ているのだろうか。

　あいつにちょっかいをかけられる男子も女子も可哀かわい想そうね。

　そう言えば、朝も織戸サンバで入ってくるまで姿を見せなかったし、休きゆう憩けい時間も教室にはいなかった。

　一体どこで何をやってるんだか。

「あ……あの……相川くん」

「あら、平松じゃない」

　平松はどう接したらいいのか分からず、まるで半年前のような余よ所そ余よ所そしさを見せていた。

「みんな可愛くなっちゃって……びっくりした」

「何百年に一度の災害だと思ってくれたらいいわよ」

「……ふふ……映画みたいで……たまにはこういうのもいいかもね」

「そう言って貰えると、こっちも気が楽よ」

「……みんなも……楽観してるみたい」

　そうね。平松の言う通り。

　クラスメイトたちは女子になったことへの喜び、楽しみ、そして苦く悩のうについてを、ずっと笑いながら駄だ弁べっている。

　今まで話をしなかった女子と男子が、こんなに親密になったことがあったろうか。

「みんな凄すごいな……こんな大きな出来事を……受け入れてしまうなんて……」

「平松は、受け入れられない？」

「……すぐには……難しいかな」

「まあ、心配しなくても、私がなんとかしてやるわよ」

　なんて決意をぼそりと呟つぶやくと、平松は目を丸くさせたあと、口に手を当てて笑う。

「……ふふ……相川くんらしいね」

「え！　どこが！」

「……教えない」

　いたずらな笑みを浮うかべた平松に、私はさらに問い詰つめようとしたけど──

「みんな、ちょっと良いか」

　隣となりのクラスにいるはずのアンダーソンさんが、教きよう壇だんに立った。

　真しん剣けんな表情で教壇に立たれると、こう、なんだか恐きよう縮しゆくしちゃうわよね。

　たとえそれが、教員じゃなくても。

「織戸がいない間に、話をしたい」

　美女の透すき通った声に、誰もが箸はしを止めた。

「今から言うことは、全部事実。今起こっている現象を身をもって体験しているみんななら、きっと私の言葉が真実であると分かってくれると思う」

　私はアンダーソンさんが何をしようとしているのかを悟さとった。

　そう、背に腹はかえられないって訳ね。

　苦肉の策。

　普ふ段だんは、みんなを事件に巻き込まないよう、記き憶おくを消したりして関かかわらせない訳だけれど、今は違ちがう。

　もう、みんな関わってしまっている。

　猫ねこの手でも借りたい状じよう況きよう。

　だからアンダーソンさんは、みんなに事情を説明した。

　アンダーソンさんの言葉を、みんな真剣に聞いていた。

　織戸がそのせいで死んでしまうかもしれないということも。

　そのために、織戸を満足させる必要がある。

　私が説明するより、効果的でしょうね。

　信じない人間は、一人もいなかった。

　それほどまでに、アンダーソンさんの言葉は重く感じられた。

「──だから、みんなで織戸を満足させて欲しいんだ」

「と言われても」

　困った表情がちらほら見える。

　そうね。実際にどうすればいいのか、私にも分からない。

「そう思って、講師を呼んでおいた。どうぞ」

　がらがらがらがら……

　入ってきたのは、黒くろ髪かみの美女。長くて綺き麗れいな足を黒ストッキングが覆おおっている。

「なんであんたなのよ」

　サラスバティ。吸血忍にん者じやの部隊を率いる地味に偉えらい女子高生。

　学校では『星ほし川かわ　輝き羅ら々ら』と名乗っている。
















　こうして改めてサラスを見ると、うん。やっぱり綺麗。すらっとしていて、長い髪もくびれも……

　ちょうど、可愛いと綺麗の間ぐらいで、どっちにもとれるようなルックスなのよね。深ふか津つ絵え里りみたいな。

　ちょっと綺麗よりだから、美少女というより美女って言ってしまう。

　なんにしても、どうして彼女が呼ばれたのか。その理由は──

「うむ。この学園で一番エロい女は私であると自負しているからだ」

　そこなのっ！　どういうことっ！

「彼女は、事情を一番知っている女性なんだ」

「もしかして、サラスは織戸をずっとマークしていた？」

「その通りだ。マイハニーダーリン」

　わかりにくいわ！　女性カメラマンぐらいデビルマンレディーぐらい紛まぎらわしいわよその呼び方！

　なるほど、ずっと姿を見せないと思っていたら、そういう事情があった訳ね。

　一つだけ安心したわ。

　サラスが付いていて阻そ止し出来なかったんなら、私でも阻止出来なかったろう。

「私の指示通り動けば、必ずや織戸を満足させることが出来るだろう。ポイントは──尻しりだっ！」

　腰こしに手を当てて、恥はずかしげもなく堂々とした佇たたずまい。

「でも、織戸にエロいことをされるのはなー」

「正直、きついよね」

　当然、そういう声が上がる。これは、サラスにも予想が出来たのだろう。

「織戸が死んでしまっても、構わんと？」

　これを言われれば、やるしかないだろう。

「……別に構わないって言ったら──やらなくてすむの？」

　誰だれかの声に、私は驚おどろいた。

　人の命がかかってるのに──まだそんなことを言うなんて。

「それをやったからって、本当に元通りになるっていう保証がないからねー」

　そうか。

　私はこれまで、ユーという全すべての起因があったからこそ、色々な事象が近くで起こっていた。

　しかも、アンダーソンさんが冥めい界かい人で、サラスが吸血忍者だっていうことも知っている。

　それらの前情報なくして、ただ『織戸を満足させれば元通りになる』なんて話をされても、荒こう唐とう無む稽けいすぎて信しん憑ぴよう性せいを持たないんだ。

　大事件が身近で起こるわけがない。

　そんな風にこれまでを生きてきて、世界を救う立場に突とつ如じよ立たされても、実感が湧わかないのは当然。

　私も、もし殺されてなかったら、ユーに会っていなかったら、同じようなことを思ったのかもしれない。

「ならば、こうしよう。我々を信じられる者だけを募つのる。別に、全員でやる必要も、今のところはないからな」

「では、織戸にラッキースケベを仕し掛かけてもいいって人──挙手を」

　アンダーソンさんが右手を挙げながら、決を採る。

　私は軽く手を挙げて、参加を表明した。

　他ほかに手を挙げたのは──平松と三原。

　それだけ。

　たった、それだけだった。

　アンダーソンさんの説明は、確かにみんなに聞こえていたはずだ。

　だが、心を動かすまでには至らない。

　全く、織戸が普ふ段だんからもっと人付き合いを大切にしていれば──

「そうか。ならば、この人数でやるしかあるまいな。強制はせんよ」

　サラスはとても残念そうに言った。

「だって、なんで私たちがやらなきゃいけないわけ？　他のクラスでもいいじゃん」

　そんな声に、私は落らく胆たんした。

　自分を巻き込むな。そう言いたいのだろう。

「まずは同じクラスの人間からだと思っただけだ。次は隣となりのクラスで勇士を募る」

「だったら、早くそうして」

　その言葉に、私は怒いかりを覚えていた。

　その女性が元々誰だったのかは知らないけれど、普通にムカついていた。

　だけど、この無関心さにイライラしていたのは、私だけではなかったの。

　がたん。

　強く、椅い子すの音がして、一人の少女が立ち上がった。

「あんたら、織戸を見捨てる気なの！」

　目に涙なみだを溜ため、しかしそれを溢あふれさせないように気き丈じような振ふる舞まいをする三原。

　織戸の幼なじみで、私よりも織戸を知る人間。

　三原かなみは、怒おこっていた。




「あいつは！　今まで一度も！　誰だれ一人として見捨てたことなんてないわよ！」




　泣き出しそうな声。

　そうね。言われればそうだわ。

　私が小学校の頃ころに周りになじめなかったときも、三原がいじめられていたときも、織戸は見捨てなかった。

　合コンのときも、独りぼっちだったハルナに声をかけていた。

　それらはいつも鬱うつ陶とうしくて、いつも気持ち悪いものだが、その気持ち悪さのせいで、織戸の気持ちを考えたことはなかった。

　三原はきっと、いつも織戸の真意を探さぐっていたのだろう。

　空気が、しんと静まりかえる。

「……自分のキャラに迷っていた頃……タイツをくれたのが織戸だったもんね」

　絶世の美少女になったモジ夫が、しんみりとした声で言う。

　まさか、モジ夫を作り出したのが織戸だったなんて。

「でも、あの織戸だよ？　何をされるか分かったもんじゃない」

「そうだよ！　きっと足の親指までなめ回されるよ！」

　ぐだぐだうだうだと文句ばかりを垂れる元男子たち。

「あんたら！　それでも男なの！」

　ついに感極きわまった三原の涙は、目の端はしから流れてしまった。

　三原が泣くところなんて、一生見ることなんかないと思っていた。

　本当に、織戸を大事に思ってるんだろうな。

「確かに、男じゃないわね」

　私は立ち上がり、三原の元へ。

「ああ、女の子の涙を見てしまったら、やるしかないでしょう？」

　アンダーソンさんも、同じく三原のところへ。

　泣きじゃくる三原の背中をぽんと叩たたく。

　三原のすすり泣く音だけが教室に響ひびいて何秒ほど経たったろう。

「わかったわ。私もやる……」

　誰かが呟つぶやきながら立ち上がる。

　諦あきらめたというよりも、それは決意だった。

「……女の子に泣かれちゃ……、黙だまってられないもんね」

　モジ夫も、立ち上がる。

　それが、決定的だった。

　次々と立ち上がる元男たち。

　そうよね。なんだかんだ言って、やるときはやるのがこのクラス。

「ところで、件くだんの織戸はどこにいるの？」

　決意は固まった。でも、結局やるにしてもどこにいるかが分からなければやりようがない。

　あいつ、朝からどこに行ってるのかしら。

「どっかでセクハラしてるんじゃない？」

「それなら、きっと騒さわぎになってるんじゃ」

「じゃあ、どこにいるって言うのさ」

　やる気に溢れたクラスメイトたちは、議論を始める。

　どこにいるのか。そういう情報は、忍にん者じやに聞くのが一番良い。

　私は、ちらりとサラスに視線を向ける。

　腕うでを組んだサラスは、待ってましたと言わんばかりのしたり顔で答えた。




「……伝説の樹きだ」




　この学園には、告白をすると成じよう就じゆする告白ポイントが存在する。

　そこで、朝から何をしているのか。

　その答えは、誰もが予想出来た。

「そうか。今日は二月一四日──やつは、チョコを待っている」

　そう、一時間目が終わったあとの休きゆう憩けい時間から、昼休みの昼食も返上して、ずっとあいつは待っているのね。

　エロ柔じゆう道どうでは満足できないはずよ。

　朝から求めていたモノは、もっと甘あま酸ずっぱいモノだったんだから。

「で、でも持ってきてないよ？　今からチョコなんて用意できないし」

　モジ夫が残念そうな顔を見せたが、サラスは不敵な笑えみを絶やさない。

「うむ。実はそれについて、すでに用意があるのだ」

「用意？」

「セラフィムに言ってな。チョコを大量に作らせたのだ」

「へえ……あっ！」私は、口を大きく開けて発声し、その恥ずかしさから口を手で覆おおう。

　そうか。ハルナたちが連日連夜チョコ作りに励はげんでいたのは、サラスに言われてなんだ。

「でも、どうしてチョコが必要になるって分かったの？」

「うむ。実はこの女体化現象は、一〇日前からすでに始まっていたのだ。そして、それを知った頭領が、恐おそらく必要になるだろうと私に指令を出したのだよ。クソハニー」

　セラはそんなこと一言も言ってなかったのに……

　ううん。私が聞かなかっただけね。

　今日の二時に、現象は『完かん了りよう』した──そうセラは言っていた。

　始まったのは今日じゃなかったってことね。

　完了した結果、原因が織戸であると確定出来た。

「ごめん……私、何も知らなくて」

「いや、それはこちらの落ち度だ。クソハニーならば、すでに知っていて、解決させようとしている。我々はそう思っていたのだ。いつものように──な」

　頼たよりにされるのは嬉うれしいけれど、今回は完全に私の知らないところで進められていたのよね。

　セラが何も言わずに平松を護衛していたのも、私が平松を監かん視ししていればこの現象を止められると勘かん違ちがいしていたから。

　そう考えれば、わざわざ言わなかった理由も分かるけれど──

　いつもは暗あん黙もくの了りよう解かいで、クリスにしていたように、私がみんなに説明をしないまま事件を解決しようとするのが全すべて悪いんだわ。







　さて、そんなこんなで放課後──

　いよいよ、勝負の時がやってきた。

　私とアンダーソンさんだけなら無理だった。

　でも、人海戦術でやれば、きっと勝てる。

　塵ちりも積もれば山となる。

　戦いとは、数なのよ。

　まあ、塵が塵のまま積もらなければ戦いに負けちゃうんだけどさ。

「誰だれからいく？」

　机を六つくっつけた上に、てんこ盛りになっているチョコの山。

　それを見下ろしながら、アンダーソンさんが言う。

「じゃあ、私が行くわ」

　先せん陣じん切ったのは、三原だった。

　誰よりも織戸を思っている自分が名乗り出ることで、みんなに勇気を与あたえようとしているのだ。

　そんな三原の手にはピンク色の包装紙に包まれた、クマさんのイラスト付きの、超ちよう可愛かわいい奴やつが。

「三原……最初から渡わたすつもりだったでしょ」

　と茶化してみる。

「う、うるさい！」

　否定も肯こう定ていもしない返事。こういうときって、だいたい肯定なのよね。

　男のときは全然気にしていなかったけれど、女子として三原が可愛いと思った。

　メイクも上う手まいし、アクセとかネイルも綺き麗れいだし。すごくおしゃれ。

　そして私は壁かべに手をつく。

　おしゃれがなんやねん。

　なんでそんなことばかり気になってしまうのか。

　女の子になってしまったのではないかと思うと、何度でもへこむわ。

「サラス……じゃないや、星川さん。何かアドバイスは？」

「うむ。義理チョコであると言い張るべきだな。恥はじらいを忘れるな」

「え？　噓うそでも本命だって言うべきじゃないの？」

「本命だと言われるよりも、義理だと押し切られた方が本命っぽくなることもあるのだ」

　さすが織戸に最も近い存在、サラス。的確だ。

「一発で決まる可能性もあるわね」

　みんなでうんうんと頷うなずき、満まん場じよう一いつ致ち。

　照れながらも緊きん張ちようした三原は、そのまま教室を出て行き──

　みんなが固かた唾ずをのんで待っていると、二分後に帰ってきた。

「どうだった？」

「あーもう！　織戸のアホ──っ！　今すぐ髪かみの毛を角かく刈がりにしてやりたい！」

　ものすごくイライラしている──っ！

「三原、落ち着いて。何があったの？」

　三原はみんなの前で、クマさんのイラスト付き包装紙に包まれた、超可愛い奴を机の上に放ほうり投げる。

「受け取らなかったの！　考えられないわ。せっかく作ってやったのに！」

　ついに言ってしまった。織戸のために作ってきたと。

　でも、誰も三原にそんなツッコミはしなかった。

「どうして……受けとらなかったんだろう……」

　平松の頭脳をもってしても、理解に苦しむようだ。

「うむ。敵を甘く見たようだ」

　サラスは次の手を考えている様子。

「ギリのチョコなんて、今の俺には必要ない。って言ってたわ」

　サラスの策が裏目に出たーっ！　絶対いけると思ったのに。誰もが思ったのに！

　なるほど、男が織戸しかいない今の状態では、三原から貰もらわなくても、美少女の本命チョコを貰い放題だと、浅はかな考えをしているのでしょうね。

　……はあ。あいつはホント……はあ。

「ならば次は、本命ということで渡すしかないな」

　サラスはアゴを指でさすりながら、提案する。

「じゃあ……私が行こうか」

　手を挙げたのは、アンダーソンさん。

「アンダーソンさん……柔道のリベンジをするおつもりですね？」

　私はその精神に感服していた。

　アンダーソンさんは、この事態を一刻も早く打開したい。

　強い意志。使命感を感じざるを得なかった。

「では、本命は本命として、歌を送るのはどうだろう？」

　サラスさんのアドバイス……なんだけれど、何言ってるの、この子。

「歌？」

「そうだ。ＨＩＰＨＯＰで気持ちを伝えるのだ」

　ちょっと言ってる意味がわからないんだけど……

「何な故ぜＨＩＰＨＯＰなんだい？」

「ヒップが入っているからだっ！　あやつならばきっと、私と同じように『私のヒップをホップしてください』という意味に取るだろう」

　どういうこと！　理由を聞いてもどういうことなのよ！

「なるほど……ではその手で行こうかな」

　その方法で行っちゃうんだ！　アンダーソンさん人が良すぎるよ！

「うむ。期待しているぞ」

「チョコは……この金色の奴にしよう」

　そして、アンダーソンさんはハルナが作ったであろう美お味いしさのわかりにくいチョコを持って教室を出て行き──

　二分後に帰ってきた。

　チョコを持ったままで。

「だめだったよ」

「歌ね！　やっぱり歌でしょ！」

　私の確信めいた言葉は、否定される。

「それが……ヒップと本命は嬉しいんだけど、告白をするなら下の名前で呼んで欲しいって」

　本当にヒップだと思ったんだ。さすがサラス。

　でも、私の頭の中は、すでに歌が失敗かどうかなんて吹ふき飛んでしまった。

「織戸の……下の名前……」

　なんだっけ。

　十数年一いつ緒しよにいるけれど、本当に知らないわ。

　誰もが口を噤つぐんだ。

「あ」と口を開いたものもいたが、すぐに口を閉じる。

　あれじゃないのかな。と思ったけど、やっぱり違うか。

　そんな心の動きが見て取れる。

　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………わかんない。

　誰だれ一人として、思い出せない。

　これだけの人間が集まっていて、一人も出ないなんて。

　平松ですら、頭を抱かかえていた。

「三原も、わからないの？」

　ここは、幼なじみに聞くしかない。

「確信はないんだけど、良い？」

「ああ、何も出ないよりはマシかな」

「確か……本当に、確か……って感じなんだけど」

　みんな、真しん剣けんな表情で三原の言葉を待っていた。

　情報通である吸血忍にん者じやですら、リサーチを忘れるほどどうでもいいこと。

　その名前とは──




「トゥーリオ。『織戸　闘莉王』だった気がする」




　………………しばしの沈ちん黙もくのあと、全員が一いつ斉せいに笑みを浮うかべて言った。

「んな訳ないわー」

　あはははは。大きな笑い声が教室に響ひびく。

「さすがに、そんな名前だったら覚えてるよねー？」

「なんで下から読んでも上から読んでも同じの回文みたいな名前になってるのよ」

「どうしてそんな名前つける訳～」

　次々とツッコミが巻き起こる。

「いや、聞いた話だけど、親がサッカー大好きで、パク・チソンかデルピエロかトゥーリオで悩なやんだ結果、一番日本人っぽいからって……いや、ほんっとにうろ覚えなんだけど」

　まさか……ね？

「……あの……ちょっと良いかな？」

　平松の声に、みんながしんと静まりかえった。

「平松、名前知ってるの？」

「……えと……名めい簿ぼか何かを……見ればいいんじゃないかな」

　………………全員の脳内で審しん議ぎ中。

「「あっ！」」

　全員が同時に驚おどろきの声を上げた。

「そうよ！　出席簿ぼに名前は絶対載のってるって！」

「私、栗くり須す先生から借りてくる！」

　こうして、職員室から借りてきた名簿を広げて、みんなで見る。

　そこに書かれていた答えは──




　織戸　闘莉王。




　………………マジか。

「あ、あはははは……」

　乾かわいた笑い声しか、もう誰だれも出せなかった。

　三原は正しかったのだ。

　誰かが土下座をした。

　そして、私も土下座をした。

　三原を中心に、まるで花が咲さいたかのように、土下座の花が広がっていく。

「よ、よしてよ！　もう！」

　それから、何人が撃げき沈ちんしただろうか。

　サラスのアドバイスが効いてきたのか、徐じよ々じよにチョコを受け取ってくれるようにはなっていくが、みんな告白には失敗していた。

　パンツを見せたり、ノーブラをアピールしたり。

　織戸が食いつくえさは全すべて蒔まいたと思う。

　でも、まるで織戸は誰かを待っているように、頑かたくなだったそうな。

「やはり、ここはオカマーリンに行ってもらうしかなさそうだ」

「オカマじゃないわよ！　今は女よ！　って誰が女だ！　私は男だよ！」

　サラスは満足そうに微笑ほほえむ。

「わ、笑うな！　それより作戦は？」

「うむ」サラスはすたすたと私の背後に回ると──

　ふわり。

　スカートをめくられた。さらにがしっとお尻しりを摑つかまれる。

「な、何やってんのよ！」

　私は咄とつ嗟さに、スカートを押さえながら飛び退のく。

　サラスはお尻に当てた手をワナワナと震ふるわせて、目の前へ持ってくる。

「な……」

　驚きよう愕がくの表情は、どちらの意味を持っているのだろう。

　男の頃ころが良かったと言いたいのか、それとも──

「なんっという尻だ！　これほどの尻がこの世にあるというのか！　同どう性せいでも構わん！　私と共にヒップをホップしないか？　このドハニーがっ！」

　ドレッドノート級ハニーってどういうことよ！

　ヒップをホップはどうなってる状態なのよ！

「いきなり尻を触さわらないでよもう！」

「すまない。ならばこうしよう──ハニーも私のヒップをホップしていい」

「は？」

「今は同性同士。気き兼がねなく触るがいい」

　これは──触らないと終わらない感じね。さっさと終わらせて織戸のところへ行こうかな。

　私はさっとサラスのスカートの中へ手を入れる。

　そして、お尻を摑んだ手をワナワナと震わせて、目の前へ持ってきた。

「な……なんっという尻なの！」

　つい、言ってしまった。

　サラスの尻を初めて触ったけど、柔やわらかさとソフトさが融ゆう合ごうした──まるでティッシュのキャッチコピーなことを考えてしまった。

「とうとう……初夜を迎むかえてしまったな」

　天てん井じようを見つめて、感無量だと目を瞑つぶる。

「どういうことなのよ！　あんた端はしから端までどういうことなのよ！」

「いいか尻ハニー。尻だ。尻を使うんだ」

「嫌いやなジェダイみたいだわ。……一応頑がん張ばってみるけど、期待しないでね」

　私は机にあるチョコから、適当な一つを取る。

　チェックの柄がらとリボンが可愛かわいいラッピング。

「あんた以外に、誰があのアホを救えるのよ。──頼たのんだわよ、相川」

　三原はまた泣きそうな表情で私を見つめる。

「まあ、三原に涙なみだは似合わないからね。やれることはやるわ」

「ば、バカ！　変なこと言わないでよ！　可愛い顔して！」

　チョコを胸に、ふうと大きく深呼吸をして、教室を出た。

　廊ろう下かを進んで、階段を降りる。

　下げ駄た箱ばこで外そと履ばきに替かえて──

　私はそこでふと止まる。

　そして、織戸の靴くつ箱ばこを開けた。

　そこには、金色の小こ僧ぞう。小さな像という意味でも『こぞう』がいた。

　ビリケンさんだ。

　確か、足の裏をこすると願いが叶かなうって言ってたわね。

「俺に一〇〇万人規模のハーレムが出来ますように」

　あのとき、織戸はそう願っていた。

　私はあり得ないとバカにしていたけれど、今思えば、ビリケンさんはちゃんと仕事をしたってことになる。

　験げん担かつぎに、さすりさすり。

「どうか、無事に終わりますように」

　よし。私は深呼吸をする。

　化け物と相対するよりも、緊きん張ちようするわ。

　噓うそでも人に告白するのは怖こわい。

　意を決して、勇気を出して、いっぱい悩んで──もし、それが断られてしまったら。

　すべてを無む駄だにされることが一番怖い。

　だから、告白なんてしたくない。

　もし私に心から好きな人ができたとしても、きっと告白することはないでしょうね。

　成功率なんてものを考えてしまうだろう。

　恋こいは盲もう目もくなんて言葉があるけど、私はこれを、本来とは逆の意味でとらえる。

　盲目的に、バカな行動をしてしまわないなんて、それは恋と呼べるのか。

　今、私はバカなことをしようとしている。

　ここで告白すると必ず成じよう就じゆするという伝説の樹きの下で、北風に吹ふかれながら、可愛くラッピングされたチョコを渡わたす。

　元男が、男に──よ。

　何この状じよう況きよう。

「闘莉王……くん」

　名前を呼ぶと、つんつん頭の男は驚いた様子でこちらへ顔を向ける。

「相川……か。何年ぶりかな。その名を呼ばれるのは」

　うわー。

　何この『格好いいだろ～』感。黄昏たそがれてんじゃないわよ。

「チョコを、渡しに来たの」

「え？　ああ……そうか……今日は、一四日だったな。すっかり忘れていたよ」

　噓うそ吐つけ。すでに何人がチョコを渡しに来たと思ってるのよ。

「ずっと……」

　私はどきどきしていた。こんなくだらない演技をしなければならないことに。今から言う恥はずかしい台詞せりふに、どきどきしていたの。

「ずっと好きでした！　チョコを受け取ってくださいっ！」

　両手で、チョコを差し出す。

　すると──

「悪いが──俺は一人の女には勿もつ体たいない男なのさ」

　うぜえええええええええええええええええええ。

「だが、このチョコはもらっておくよ」

　ひょいっとチョコを取り、ラッピングを剝むくと、チョコを口に運ぶ。

　わざわざつまみ上げて、粉薬でも飲むように、ブドウを房ふさごとつまみ上げて一番下の部分を食べるかのように、あごを上げて、ベロを出し、その上にチョコを乗せる。

　格好いいと思ってやっているのだろう。

　ハリウッドのトップスターがやれば映はえるだろうその画えは、ただただ気持ち悪い。

　あ、つい思っちゃった。気持ち悪いって。

　ダメだわ。こいつに尻を触らせるなんて、絶対に嫌！　ごめんサラス。私には出来そうにはない。

「君の気持ちは尊重したいから、これからデートに行こうか？」

「は？　こんな時間からどこに？」

「そうだな──夜景の綺き麗れいな公園」

　うわー。ド定番を放ほうり込んで──

「──が見えるラブホ」

　直球だった！　直球の変化球だったわっ！

「直接夜景は見れないんだ」

「うん。ただ、見える公園の向こう側はむっちゃいい景色」

「なら公園でいいんじゃないの？」

「さすがに……それは……恥ずかしい」

　ぶん殴なぐってやろうかと思ったまさにそのとき。

　急に、織戸はまっすぐ立ったまま、背中から倒たおれた。

「ねえ」

　とんとん、とマネキンのように固まって倒れている織戸を叩たたいてみる。

　全く起きる気配を見せない。

　死んでしまっているのではないかと疑ってしまうほどだ。

　だが、死んでいる訳ではなさそう。

「ふむ。思ったより耐たえていましたね」

　透すき通った綺麗な声がして、私は振ふり返る。

『やっと　セラのチョコが当たった』

　セラとユーが木の陰かげからひょっこり現れた。

　もしかして、ずっとここで織戸の様子を窺うかがっていたの？

「で、これはなんなの？」

　まっすぐぴーんとした姿勢で倒れている織戸を指でさす。

「ギリチョコです」

「何が？」

「致ち死し量が」

　致死量がギリチョコーっ！

「本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　ハルナは？」

『ハルナは　これと同じモノを食べて　今部屋で唸うなっている』

「セラ。なんでこんなのを作ったのよ」

「痺しびれるほど美お味いしいモノを作ったに過ぎません。確かに、六時間は目を覚まさないでしょうけど、美味しいに越こしたことはありません」

「あるよ！　命の方が先だよ！」

「いえ、死にはしません。ギリですギリ」

　害がある時点でだめだってことを、彼女に教えてやりたい。

「気絶しても、能力は解除されないみたいだな」

「ということは、やはり彼の意思で終わらせなければならない、ということですね」

『どうする？』

「セラ……あんたに頼むしかなさそうね」

　織戸は、セラのことが大好きだし。

『その前に』

　くいっと袖そでを引っ張られ、ユーがメモを私に向けていた。

「ん？」

『吸血忍にん者じやのマントを　彼に』

　吸血忍者のマント？　どうして急にそんなことを言い出したのか。

『メガロの黒衣と　吸血忍者のマントは　同じ性質』

　そうだったんだ。

　吸血忍者はユーが悪あく魔ま男だん爵しやくと一いつ緒しよに作ったモノ。

　冥めい界かい人と吸血忍者には共通点が多い。

　組織的にも、能力的にも。

　それは、冥界人であるユーが作り出したモノだから。

　わがままな考えや掟おきてはヴィリエに近いところがある。それはきっとヴィリエの人間である悪魔男爵が作ったからだろう。

　なるほどね。　次に織戸が目を覚ましたとき、私は木の陰かげに隠かくれて顔だけを出し、ユーと一緒に、団子三兄弟のような感じに連なって成り行きを見守っていた。

「このマントは……」

「気がつかれましたか？」

　目を覚ました織戸は、目の前にいる美女を前にして、一秒で立ち上がる。

「せ、セラさん！」

「あなたは、どうしたいのですか？」

　その声には、威い圧あつ感かんが込こめられていた。呆あきれと静かな怒いかりが入り交じった声。

「え？」

「不特定多数の彼女が欲ほしいのですか？」

「そ、それは──」

『あれは　彼に言ってる訳じゃない』

　ユーのメモの意味を理解するより、織戸のことが気になった。

「私だけでは……不満ですか？　あなたは今までのままで、満足できないのですか？」

　素す晴ばらしい演技だった。

　あたかも、織戸のことが好きのような顔。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ！　何のことだ」

「今、この状じよう況きようを作っているのはあなた。ハーレムを作りたいとでも願ったのでしょう」

「俺が──起こしたのか……ビリケンさん」

　全すべてを把は握あくした織戸。といっても、神様のいたずら程度の認にん識しきでしょうけどね。

「現状を打開できるのはあなただけ。能力を解除するのは、あなた次し第だいなのです」

「そうか……よし、じゃあそうしよう。セラさん、どうすればいいんですか？」

「……え？」

　聞いていた私も、セラも驚きよう愕がくしていた。

　こうもあっさり、放ほう棄きするというの？　この待ち望んでいた状況を。

　どうして？　私はその答えに辿たどり着くまで、様々な仮説を立てる。

　誰だれも見捨てない織戸の性格が、エロに勝ったというのだろうか。

　最もピュアな存在。それは、エロの方面だけではなく、平松と同じ──

　だめだめ。織戸はそんなキャラじゃないわ。キモイキモイ。

「方法は──」

　セラがこちらへ目配せをする。

　誰か知らないのかと聞いているのだろう。

　ユーが織戸の元へと歩こうとしたそのとき──

「……織戸さん」

　モジ夫がやってきた。私が戻もどらなかったから、次の弾たまを撃うった訳ね。

　なんてタイミング。話がややこしくなるわよ。これは──

「相川は……来てなかったの？」

「そういえば……どっかへ行ったな」

「……そか。……じゃあ」

　どこか意味深な表情で、モジ夫はもじもじし始める。

「その必要はもうありませんよ。彼は能力を解除すると」

　優やさしい笑えみを浮うかべるセラ。モジ夫がチョコを渡そうとしているんだと思ったようね。

　ユーは私の袖を強く引っ張る。

『捕つかまえて』

　そのメモの意味が、私には分からなかった。理由を詳くわしく言ってくれないと、何のことだか──

「本当に？」

　モジ夫は可愛かわいらしい大きな瞳ひとみをぱちくりさせる。

「ああ。男なら人を助けてヒーローになりたいもんだからな」

　ウザイ。超ちようウザイ。

　ふむふむとモジ夫は頷うなずいて──

「そかそか。じゃあ──」

　ごす。満面の笑みを浮かべて、織戸の後頭部を強打した。

「あふん」と情けない声を上げて、もう一度倒たおれる織戸。

　ユーのメモの意味が、やっと理解出来た。

「何やってんの！　ちょっとセラ！　そいつを止めてっ！」

　木の陰から飛び出した私は、体が急に動かなくなって前のめりに倒れる。

　スカートがめくれてパンツが丸見えになっていたので、なんとか押さえたかったけれど、腕うでどころか指一本動かない。

　これは──空間停止技わざ。私の知っている技。『サルベリア流暗殺格かく闘とう術』だ。

「……むー……やっぱり……人間は兵器に向かないもんね」

　私もセラもハルナさえも動けない中、すっと鎧よろいの少女が前に出る。

「……久しぶり……ユークリウッド」

『久しぶり　てっきり　姿を変えて潜せん入にゆうしてると思った』

　相対する二人は、雰囲気が同じだった。静かで、ミステリアスで、何も感じさせない表情。

　ユーが私に手をかざすと、動けなかった体が動くようになった。ユーのガントレットは魔力無効の効果がある。それを使ったのでしょう。

「モジ夫だと思っていた美少女が、メレンゲだったというの？」

　誰もが女子になっているから、姿を変える必要はなかった。

　誰も姿を知らないから。

　完全に、ノーマークだったわ。

『彼女が　メレンゲ・サルベリア　変化の能力者』

「とりあえず……連れて行くもんね」

『どうして？』

「解除するなんて……言わせないもん」

『そうじゃない　どうして　こんなことをしたの？』

「……ユークリウッドが……怒ってくれるかなって……思ったから」

　けろっとした表情で、メレンゲは言った。

　夜の王と同じようなことを言い出すな。いや、あいつは悲しませようとしていただけ。ユーの悲しむ顔が綺き麗れいだと言っていた。

「リーダー死んじゃって……リーダーを殺したあいつも死んじゃって……メレンゲを怒ってくれるのは……あなたしか……いないから」

　メレンゲが織戸に手をかざすと、織戸はあめ玉のような形に小さくなる。

「メレンゲを怒ってよ！　ユークリウッド！」

　その表情には、見覚えがあった。

　狂きよう喜きに満ちた、殺し屋の顔。京きよう子こと同じ匂においだわ、こいつ。

「何してんのよ！」

　私は怒りを露あらわにする。怒って欲しいなら、私がいくらでも怒ってやるわ。

「運びやすくした……だけだもん」

　するりと怒りを躱かわされた。ユーとはまた違ちがうベクトルで、感情を露わにしていなかった。

　あめ玉にされた織戸を手に握にぎり込んで、メレンゲは走り出す。

「逃にがしません」だが、セラの方が早い。

　セラはマントを羽織り、木の陰に隠してあったエクスカリバー・マサムネで強きよう襲しゆうする。

「邪じや魔ま……しないでよね……」

　地面から、うにょーっと学ランを着たラッコが現れ、セラの一いち撃げきをはじき返した。

　そのまま、ぐんぐんと大きくなっていくラッコ。

　そして、その全ぜん貌ぼうが明らかになる。学校の校舎より、遥はるかにでかいラッコ。

　このサイズは──シロナガスクジラより上だ。

　でかい。とにかくでかい。

　その感想がまず出てくるだろう。

　みんな、太陽の光を遮さえぎるようにそびえ立つラッコを見上げていた。

「……新型……だもんね。どんなメガロよりも……獰どう猛もう。さあ……ユークリウッドは誰にも邪魔されないところで……メレンゲを……怒って」

　得意げな表情を見せるメレンゲは、あめ玉の織戸をお手玉のようにぽんぽんと手の中で遊ばせて、ふっと姿を消す。

　逃がすわけにはいかない。

「どうもー」ラッコが鳴いた。

　やだ──声が可愛い。すごい獰猛っぷりじゃない。

「セラ、ユーと一いつ緒しよにメレンゲを追って！」

「了りよう承しようしました」

　木の葉をまとってぱっと忍にん者じやのように消える。が、べちんと音がしてセラがこっちへ飛んできた。あれって捕まえられるもんなんだ。

　ユーだけがラッコの横をたったったったっと走って行く。

　ユーは素通りなんだ。

「セラ、さっさとこいつ倒すわよ」

　やるしか、なさそうね。どうせ、メガロの一いつ匹ぴきや二匹、セラと二人ならさくっと倒せるわよ。

「やむを得ませんね」

　セラは木の陰かげに隠かくしてあったチェーンソウを私に投げる。メレンゲは冥めい界かい人。メガロと戦うことも考えて、ちゃんと持ってきたのでしょう。

「ノモブヨ、ヲシ、ハシタワ、ドケダ、グンミーチャ、デー、リブラ」

　ふりふりの衣い装しようが私とセラの体を包む。

　いつもより、胸の辺りがぴっちりとしてきつい。

　これが本来の姿。魔ま装そう少女相川歩のちゃんとした姿よ！

　私はチェーンソウを構え、ラッコに突とつ撃げきをする。

　こんなメガロ如ごとき、一撃で仕留めてやるんだから！

「六〇〇％っ！」

　ひゅー、どーん。

　まっすぐ突撃した私は、ラッコに横よこ殴なぐりにされて、野球ボールのように簡単に飛んでいったあげく、学校の校舎に激げき突とつした。

　ちょうど、三階と四階の間辺りね。

　………………あ、ダメだわ。こいつ、超強いタイプ。

　この感覚は、あれに似ている。

　ヴィリエの女王、リリア・リリスの魔装兵器『ふうりんかにゃん』。

　あれと攻こう撃げき方法も攻撃力も類るい似じしている。

　ある意味、『ふうりんかにゃん』対策の練習になるだろうけれど、私は『ふうりんかにゃん』に傷一つ付けた例ためしがない。

「どーもー」

　セラも同じく弾はじき飛ばされていた。

　以前ふうりんかにゃんと戦ったときは一撃で動けなくなっていた訳だが、セラはすぐに立ち上がる。魔装少女の力で、耐たい久きゆう力が上がっているのでしょう。

　私も、頑がん張ばらないとね。

「セラ。挟はさみ撃ちにするわよ」

「了承しました！」

　エクスカリバー・マサムネを持ってラッコを背後から狙ねらう。

　だが──駄だ目め。攻撃が効かない訳じゃないはず。叩たたけばダメージが出るはずなのよ。

「どうもなー？」

　べちん。ハエを叩くように、地面にたたきつけられるセラ。目にもとまらぬセラの速度に対応出来るんだ。

「何度ーもー」

　どごん。フェンスを突つき破って転がる私。

　攻撃が、手の振ふりが速すぎる。

　どうすりゃいいのよ。

　こいつを倒せれば、ふうりんかにゃんも倒せるような気がする。

「どー思ーう？」

　ずがん。何度も何度も。突っ込んでは吹ふっ飛ばされる。

　一撃の重みは、即そく死しレベル。パラシュートなしスカイダイビングをして地面にたたきつけられれば、これぐらいの衝しよう撃げきだろうか。

「あんたなんかに構ってられないのよ……」

　足あし腰こしがふらふらしている。

　こうなったら、友紀を呼ぼうかな。友紀のヴィネグレットならば、倒せると思う。

　ダメダメ。友紀はヴィネグレットで強くなる代わりに、死にかけるぐらいのダメージを負うのよ。

　こいつは、私がやらなきゃダメなのよ。

「アユミさん。あれをやりましょう」

「どれよ」

「チワワを倒した、あれです」

　あー、なるほど。わかったわ。あれね。

　私はセラに抱だきつき、ラッコから距きよ離りを取る。

「では、いきますよ？」

「いつでもどうぞ」

　私は力を溜ためる。六〇〇％……八〇〇％……九〇〇％……

　そして、夜中に懐かい中ちゆう電灯を振り回したときの光みたいに、セラは残像を残しながら攪かく乱らんする。

「ものどもー」

　ラッコの手が、ハエ叩きのように振り下ろされる。

　そして──セラがべちんと地面に叩きつけられ、くるくると回転しながらバウンドする。

　だけれど、私はその隙すきに、ラッコの懐ふところへ潜もぐり込んでいた。

　捉とらえた！　セラの超ちよう高速移動からの、全力パンチ。

　どんっっっっっ！

　私の一撃に、うん一〇メートルを超こえる巨きよ体たいがふわっと浮うく。

　そして……ずずーんと倒たおれた。

　決まった。

「セラ……大だい丈じよう夫ぶ？」

　ラッコの攻撃を受け続けて、セラの体はぼろぼろだった。

　魔装少女に変身したセラと二人がかりで、ぎりぎりやっと『ふうりんかにゃん』を倒せる程度ということが分かったわね。

「問題ありません。私よりも、ヘルサイズ殿どのを追って──」

　セラの声は震ふるえ、目が丸く開かれる。

「今度もー」

　ラッコの可愛かわいい声が聞こえ、私は振り向く。

　倒したはずのラッコが、ゆっくりと起き上がっていた。

　甘く見ていた。

　一撃では、倒せないんだ。少なくとも、もう一回、捨て身の攻撃が必要なんだ。

　どうすんのよ。どうすりゃいいのよ、こいつ──

「アユミ……行ってください。私が、囮おとりとなります」

　足に来ているのだろう。エクスカリバー・マサムネを杖つえのようにして立ち上がる。

　セラの気持ちを尊重したいけれど──ふと、織戸のムカつく顔が脳裏をよぎった。

「私は……ううん。私も、誰だれも見捨てない！」

　強い決意とともにきっとラッコを睨にらみ付けた私の肩かたを、ぽんと小さな手が叩いた。

　そのあまりに小さな手は、セラのモノではないことが歴然としている。

「うんうん。格好いいですね～」

「くりすの教育のたまものって奴やつだね」

　二人の声。

　可愛らしい少女の声に、私は目を丸くする。

「大先生と……クリス？」

　そこにいたのは、二人の教師だった。酒さか瓶びんを持つ白ゴスロリの少女と、レースの付いた白衣を着て、両手に刀を持つツインテールの少女。

　どうして、こんなところに──

「あのメガロはぁ～、歩さんにはまだ倒せないみたいですねぇ～」

「よく研究して作られてるよねー。ほぼふうりんかにゃんと同じ強さじゃない？」

「ただ、肝かん心じんの機能がないように見えますねぇ」

「魔装少女抑よく制せいプログラムだね。あれさえなければ、余よ裕ゆう余裕」

　二人は楽しそうに話しながら、ラッコを見上げている。

「あなたたち……」

「わっかんないかなーお姉ちゃん」

「私たち二人でぇ～、あのメガロをさくっと倒しちゃうってことですよぉ」

　助すけっ人とだった。それも、私の知る限り、最強レベルの助っ人。これほど頼りになる魔装少女はいないでしょう。この二人だったら──本当にさくっと倒しちゃうかもしれない。

「セラ！　メレンゲを追うわよ。動ける？」

「ええ……問題ありません……くっ」

　立ち上がったセラは、すぐに体勢を崩くずして倒れる。

「セラフィムは我々が預かろう」

「相川。オレ！　全力で頑張るよ！」

　黒いマントの集団も、ぞろぞろとやってきた。

　友紀のヴィネグレットならば──でも……

　決められない私に、クリスが酒瓶をラッパ飲みしてぱたぱたと手を振る。

「うんにゃ、吸血忍にん者じやは被ひ害がいを抑おさえることに集中すれば良いと思うよ。お姉ちゃんは一人でさくっとメレンゲを追えばいいじゃない」

　クリスの言葉に、大先生がくすくすと笑う。

「魔力は取り戻もどしたんですかぁ？」

「全然。でも、十分でしょ。魔ま装そう錬れん器き一本貸して」

「ふふ、まあ、いないよりはマシですかね～」

　クリスは大先生を恨うらんでいる。そんなクリスを信じているのか、大先生は迷うことなく刀を貸した。

　酒瓶をぽいっと放ほうり投げ、刀を取るクリス。
















「アリエル、これ終わったらあんたぶっ殺してやるからね」

「出来ますかね～。それより飲みに行きませんかぁ？」

「じゃあ、死ぬまでおごらせてやる」

「それは怖こわいですねぇ～」

「あんたは絶対許さない。許さないけど──今日は一いつ緒しよにやったげる。可愛い生徒のためにね」

「お気持ちお察しします～」

　クリスは右手に刀を。大先生は左手に刀を持ち、二人は手を繫つないだまま巨きよ大だいなラッコへ、ゆっくりと歩いて行く。

　巨大なメガロへ、臆おくすることなく悠ゆう然ぜんと歩く小さな女の子。

　その小さな、本当に小さな背中に、私は全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていた。

　結末を見ているほど、時間はない。

「サラス。セラを頼たのむわよ」

「ああ、行ってこい。マイ、ダーリン」

「アユミ……地面を見てください」

　声も絶え絶えに、セラが地面を指す。

　そこには、点々と、チョコが落ちていた。

　ヘンゼルとグレーテルか。







　チョコを手た繰ぐって、私は口論しているメレンゲとユーを発見した。

　場所は──私が愛用している、今年一番ホットなスポット、墓場だった。

　私にとって、そこもある意味伝説の樹き。墓場にある大きな木の下で、二人は睨み合っている。

「しなっとしてる長い奴が……得した感じに……なるもん」

『かりかりの奴がお得』

　………………

「何の話してるのよ──」

　私たちが決死の覚かく悟ごで戦ってたって言うのに。

「……フライドポテト」

　ユーがどうとかじゃなく、普ふ通つうに怒いかりがこみ上げてきた。

「そんなことより、織戸を返して」

「やだ……って……言ったら？」

「ぶん殴なぐる。冥めい界かいでは、人に迷めい惑わくをかけてはいけないって習わなかったの？」

「……もしかして……怒おこってるの？」

「当たり前でしょ！」

「そか……怒ってるんだ」

　メレンゲは頰ほおに手を当てて、うっとりした表情を見せた。

「でも……ぶん殴ってくれないと……わかんない」

　無表情のままうっとり頰を染めていたメレンゲが、口を大きく開ける。その視線の先──

　遠くに見えるラッコが、白い煙けむりを巻き上げながら倒れていくのが見えた。

　あのラッコを、もう倒したの？　私も、口を大きく開けていた。

　やっぱり、あの二人は敵にしたくないわね。

「さあ、どうする？　もうラッコも倒されちゃったみたいだけど」

「こっちで……始めれば……良いもん」

　そう言いながら、メレンゲは両手に──フランスパンを出現させた。

　何それ！

　メレンゲは、怒って欲しいと言いながら、自分は怒ったりしないのね。

「容よう赦しや、しないわよ──ユー、いいわね？」

　こういうタイプの人間は、言っても分からない。

『許可』

　無む駄だに力を持ってしまった人間は、痛い目に遭あわないと分からないモノなのよ。

　分からせてやるわ。

「怒りの一撃……楽しみー」

　またうっとりと目をとろけさせるメレンゲに、拳こぶしをぶち込む──が、私の拳は空から振ぶった。

　そこにあったのは、丸太。

「なんで、あんたが忍にん術じゆつを使えるのよ」

　背後に回ったメレンゲに、私は声をかけた。

「どうして……後ろにいるって……分かったの？」

　ばっごーん。

　パン粉を頭から被かぶるほど、思いっきりフランスパンで殴られた。

　その一いち撃げきは──エクスカリバー・マサムネに似ている。

　ぱらぱらとパン粉をまき散らし、折れた先せん端たんがくるくると飛んでいく。

「あんたのその技わざを、知ってるから──よっ！」

　私は、振り向きざまに拳を振りかぶる。

　五〇〇％っ！

　また変わり身で逃のがれるつもりなんだろう。ほくそ笑えんでいたメレンゲは、自分の体の異変に気付き、顔を険しくさせる。

「食らいなさいっ！」

　歯を食いしばって、メレンゲを殴る。

　動けないでしょう？　そうよ。サルベリア流暗殺格かく闘とう術よ。自分の技で、私の怒りを受け止めなさいっ！

　私の腕うでは二つに裂さけて、ぺらんぺらんになったままメレンゲの顔を通り抜ぬける。

　そう、私の右手が、紙になっていた。

「やっぱり……君もメレンゲを怒ってくれないだね」

　悲しそうな表情で、右手に新たなフランスパンを出現させ、私を殴る。

　膝ひざから、頽くずおれた。

「変化の能力者──これが、その力ね」

「メレンゲの力はね。ユークリウッドと同じで発動しっぱなしなの」

　誰もメレンゲを怒れなくなった。

　それは、セブンスアビスという権力を得てしまったからじゃない。

　物理的に、出来ないって意味なんだ。

「ネグレリアは何をやっても怒らないし」

　そうでしょうね。ネネさんは、全すべてを受け止める寛かん容ようさを持っている。

「でも……、感情を取り戻しつつある……ユークリウッドなら……きっとメレンゲを怒ってくれると思うの」

「私は──すでに怒ってるわよっ！」

　左手でメレンゲを殴る。

　すると、そこにあったのは丸太。

「……だから……君じゃ無理なんだって」

　フランスパンが脳天に振り下ろされる。先ほどのうっとりした表情はなく、ただ冷徹な表情で。

「無理だろうが、やらなきゃいけないことがあるのよ！」

「ふーん……じゃあ……死んじゃえ」

　ぱん。

　乾かわいた音が響ひびいた。

　そこにいたのは、ユー。

『これで満足した？』

　ユーのガントレットは、魔力を封ふうじるネネさんのお手製だ。メレンゲのオートガードは魔力を用いていたのだろう。

　だから、それを無力化し、平手打ちをすることが出来た。

「初めて──ユークリウッドに殴られた。……本当に、変わったね」

　メレンゲはやけに嬉うれしそうな顔でそう言った。

　ダメージはあまりないようだけど、赤く染まった頰ほおをさする。

『昔の私じゃない』

　強気な瞳ひとみ。ユーがそんな目を見せることは、ほとんどない。

「やっと……メレンゲを怒ってくれるんだ」

『私はあなたを怒らない怒っているからこそ怒らない』

「だったら……やっぱり殺すしかないのかな……リーダーのときみたいに」

　嫌いやなことに気付いてくれやがったわね。

　メレンゲは、野の茂も英ひで雄おのようなフォームで、天空高くにあめ玉を投げた。

　それは、大たい気き圏けんにまで到とう達たつするんじゃないかという高さにまで上がっていく。

「……ここで元に戻せば……どうなると思う？」

　メレンゲはぱちりと指を鳴らす。

　最悪だ──なんてことをしやがるのよ。こいつっ！

　私は追いかける。

　ロケットのように、びゅーんと空高く飛んでいく。

　いたっ！

　気を失った織戸が、ばさばさと風に煽あおられながら落ちていくのが見える。

「織戸────────っ！」

　私は織戸を抱だきしめる。

　だが、その瞬しゆん間かん──私の変身が解除され、素すっ裸ぱだかになってしまった。

　やられた。

　変化の能力──メレンゲはネネさんと同じように、魔ま装そう少女の変身を解除することが出来るんだ。無効化ではなく──変化をさらに変化させることで。

　それを、織戸に仕組んでいた。

　最初から、狙ねらいは私だったんだ。

　私を殺して、ユーを怒らせようとしている。……私が、夜の王と同じゾンビであることも知らずに。

　このまま落ちれば、織戸は死ぬでしょう。

　どうすればいい？　どうすればいいのよ！

　策を練ろうと必死に頭を回転させるが、地表が近づくにつれて、焦あせって何も考えられなくなる。

　すると──

　男の腕が、私の体を抱だいた。

「織戸？」

「なんだかわからない状じよう況きようだが、裸はだかの美少女が──たまんねぇ～」

　いつも通り、気持ち悪くてゲスな言葉──だけど、織戸はまるで私を庇かばうように、自分が下になろうとしていた。

「何してんのよ！　私を庇う必要なんかないの！」

「女の子を下にして落ちれるかよ」

「うざい」

　私はなんとか自分が下になろうとしたが、織戸は思ったより力強く、そして思ったより落下速度は速く──

　そのまま、地面へと落ちてしまった。

　大きな音と激しく巻き起こる風。

　砂すな埃ぼこりに目を閉じていた私は、クッション代わりになった織戸を見下ろす。

　くっ、内臓と骨がいくつか……イってしまってる。

　庇って貰もらっても、衝しよう撃げきは衝撃。

　私でこんな状態なんだから──地面に直撃した織戸は……

　口から血を吐はいて、大の字になって倒たおれている織戸の肩かたを揺ゆさぶる。

「織戸っ！　織戸っ！　大だい丈じよう夫ぶ？」

　制服は汚よごれ、髪かみは乱れていたが、何な故ぜかメガネは、メガネだけは無傷だった。

「相川──よかった。俺は、やっと相川を守れたんだな」

　息も絶え絶えな状態。かろうじて意識を保っているようね。

　まずは一安心。

　人間のようだけど、やっぱりメガロな織戸は、体が頑がん丈じようになっているみたい。

「なんでそんな無茶をしたのよ。このバカ」

「相川には死んでも返しきれないぐらいの貸しがあるからなー」

「死なないでよ。気持ち悪くてもうざくてもいいから──生きていなさいよ」

　私の言葉に、織戸は大きく笑う。

　笑いすぎて、むせて、血を吐いた。

「笑いごとじゃないわよ！　大丈夫？」

「死ねってのは言われなれてるけど、そんな風に言われたのは初めてだからなー。反応に困るわー」

「その様子じゃ……大丈夫そうね」

　むに。さわさわさわ……

「きゃっ！」

　私は女の子のような悲鳴を上げてしまった。

　織戸が突とつ然ぜん、私のお尻しりをまさぐり始めたから。

「な、なんっという尻だ！　これほどの尻がこの世にあるというのか！」

　私はべしっと織戸のメガネを割る勢いでチョップする。

　こんのバカ──

「──予は満足じゃ」

　その言葉だけを残し、織戸は気を失った。

　サラスのアドバイス通り、お尻を使えば織戸は満足したのよ。

　ラッキースケベでも、バレンタインチョコでも満足しなかったくせに。
















　裸の私が織おり戸とにお尻をまさぐられている頃ころ、ユーはメレンゲを退けていた。

　あれから家に帰った私は、居間で何事もなかったように茶を飲むユーに問いかける。

「どうやって、追い返したの？」

『怒おこらなかったら　帰った』

　メレンゲは、当てが外れたって訳ね。

　ユーはきっと、怒いかり心しん頭とうだったと思う。でも、それを抑おさえた。

　怒ってしまえば、またメレンゲは同じように、誰だれかを殺そうとする。

　だから、殺すことがユーを怒らせるという説を立証させる訳にはいかなかったんだ。

「ただいま戻もどりました。どうやら、全すべて上う手まくいったようですね」

　腕うでに包帯を巻いて、松まつ葉ば杖づえをついた状態で、セラも帰宅する。

「大丈夫なの？」

「ええ。あのラッコの攻こう撃げきは、我々吸血忍にん者じやの治ち癒ゆ能力が機能しないようです。全治二週間といったところです」

『サルベリア流は　吸血忍者の技わざの起源』

　なるほど、忍者の始祖って訳ね。

「織戸は吸血忍者に渡わたしたけれど、あっちはどんな感じ？」

「やはり、妖よう怪かいにされている模様ですね。見つけたときは内臓も破は裂れつして即そく死しに近い状態でしたが、もうぴんぴんしていると報告を受けています」

　こうして、織戸は死を免まぬかれた。

　全てが終わった訳なんだけれど、まだ問題は解決していなかった。

　いや、解決はしたんだけど──

「じゃあ、なんで元に戻らないのよ」

「能力の解除は確かく認にんされた。だけど、元に戻るまでは一日かかると思われます」

　普ふ通つうさ。能力を解除したら、ぱっと全部元に戻るじゃない？

　掟おきて破り過ぎるわ。

「納なつ得とくいかないわ。あんなに頑がん張ばったのに」

　と、ココアを飲みながら愚ぐ痴ちを言う私に、セラが答えを返してくれる。

「規模が大きすぎるのです。現象が完かん了りようするまでにも、一〇日ほどかかりましたし」

　一人に作用するような力だったら、ぱっと戻るのだろうけど、冥めい界かいやヴィリエも巻き込んでの大事件が一いつ瞬しゆんで解決する訳もない。

　そう言われれば納得するしかないだろうけども。

「ふわー。アユム、帰ってきたならご飯作れよな」

　二階から降りてきたハルナが、こたつに入ってその場で寝ね転ころんだ。

　この中で、一番ダメージを負っていそうだわ。

　セラのチョコで。

「それにしても、やっかいな奴やつが現れたもんよね」

「ええ。ただヘルサイズ殿どのを怒らせたいという理由でこの騒そう動どうを起こしたというのであれば」

『彼女はきっと　また現れる』

「対策を練らなきゃいけない相手が、また増えた訳ね」

「ハルナ。ご飯作って上げたいけど、ちょっと疲つかれたわ。先にお風ふ呂ろ入らせてくんない？」

「じゃあ、あたしも入るー」

「え？」

　ハルナは頭がぽーっとしているのだろう。

　びっくりする言動をしてきた。

「今は女同士ですし、問題はないでしょう。私もご一いつ緒しよしたいですが、この調子ですし」

　包帯に巻かれた腕が、残念だと言いたげだった。

『私も』

　ユーも手を挙げて、私はハルナとユーと風ふ呂ろ場ばへ。

　どうしてこうなったのか、私にも分からない。

　前にセラとユーと一緒にお風呂に入ったときは、目め隠かくしされて何も見えなかったけれど──

　今回は、熱っぽくて少し色っぽいハルナと、鎧よろいも服も脱ぬいでガントレットだけを着けたユーが白い肌はだを露ろ出しゆつさせているのがはっきりと見えた。

「肌綺き麗れいよね」

「当たり前だ。ハルナちゃん嘗なめんなよな」

　ちょっとイタズラしてやりたくて、私はハルナを後ろから抱だきしめた。

　胸がない胸がないっていつもからかうけど、触さわってみれば、ちゃんと膨ふくらみが感じられる。

「ちょ、こら……触んな」

　顔を赤くさせて、ぎゅっと私の腕ごと体を抱く。

　あっはは──可愛かわいい可愛い。

　いつもなら蹴けりに蹴られたあとに土下座だろうけど、今日は女子と女子という関係だから、ハルナも攻撃的ではなかった。

　続いて、ユーにも同じように後ろから抱きしめておっぱいを触ってみる。

　無反応。これはこれで可愛い可愛い。

「ユーの方が大きいかなー」

「んなっ！　負ける訳ないだろ！　この約束された将来のＦカップがっ！」

「はいはい。そうですねー」

「あーもう！　早くあたしの体を洗えよな！　この執しつ事じ系がっ！」

「えー、全部私が洗うんだ。しょうがないわね、ホントわがまま娘むすめなんだから」

『私も　全部洗って欲しい』

「はいはい。じゃあ交こう互ごに洗いましょうねー」

　こうして、ハルナとユーの体を隅すみから隅まで洗ってあげた訳だけど──

　これって、私が男に戻ったら、どうなるんだろう。

　確実に殺される。

　目も当てられないフルぼっこが待ち構えていることだろうな。

「こんの変態がっ！　まんまとあたしを騙だましたな！　エロデュースがっ！　エロデューサーがっ！」

　なんて烈れつ火かのごとく怒るに決まってるわ。

　怒る──ふと、その言葉が頭に引っかかった。

　今回の事件、その発ほつ端たんは結局ユーだった訳だけれど、そのキーワードは『怒り』。

　私は気付いた。

　セブンスアビスの行動には、共通点がある。

　メレンゲはユーを怒らせたいと言った。

　夜の王はユーを悲しませたかった。

　ネネさんはユーの物語をハッピーエンドにしたいと言っていた。喜ばせたかったんだ。

　冥界の王デューヴァイスは、お笑い芸人をやっていた。もしあれがユーを楽しませるために始めたことだとしたら？

　リーダーが死んだことで心を閉ざして冥界を離はなれたユーに、セブンスアビスはそれぞれ、喜き怒ど哀あい楽らくを取り戻そうとしているんだ。

　全ての中心、『ユークリウッド・ヘルサイズ』というのは、セブンスアビスの中でも同じだったのかもしれないな。

　ん？　ちょっと待って。

　死んだリーダー、ユー、夜の王、ネネさん、デューヴァイス、メレンゲ。

　これで綺き麗れいにまとまるけども、六人だ。

　最後の一人は、どこにいて、何を考えているのだろう。

　そして、ユーをどうしようとしているのだろう。

　そんなことを気にしても、仕方がないのにね。

　こうして、バレンタインデーは終わった。

　全てが終息へ向かっていると、勝手に思っていたのだけれど──

　何にも終わっていなかったの。

　そう……今回の事件は、始まったばかり。

　私が男に戻るのは、もう少しあとになる。

　だけど──あれ？

　もしかして、私、今日チョコ貰もらってなくない？

　せっかくの、バレンタインデーなのに。







　あとがき




　皆みなさんこんにちは。『マリアとドラクゥ』をいつでも見られるように、ＦＦ６のオペラ座前でセーブをしている木き村むらです。

　さて、一一巻ですが、ここで一つ謝あやまっておくことがあります。

　前半の平ひら松まつで調子に乗りすぎたせいで、後半がぐずぐずになってしまいました。

　メレンゲのキャラ付けは、一二巻にお預けということで。

　よくよく考えれば、いつもキャラをちょい出しして、次の巻で広げるパターンをずっとやっているような気がしますね。

　夜の王とか、サラスとか、友紀トモノリとか、クリスとか、リリアとか。

　そうだとしても。登場巻でここまで存在感がないとは……

　皆さん、マジですいませんでした。

　平松とのデートシーンですが、あそこに時間と尺を取られすぎたのが原因です。

　というのも、パソコンのパーツを買いに行くと言っても、固有名詞は出せないし、こんなスペックの～と言っても、皆さんが読む頃ころには、すでにしょぼいスペックの可能性があるし。

　というわけで、パソコンのパーツが。という表現にとどまった訳です。

　デートの話をする際に、私はシミュレーションを行いました。

　その方法は、メール。

　デートにはスケジュールが必要で、それが私にも彼女らにもなかったのです。

　そこで、こういうメールをしました。




『シミュレーションしたいんで、デートに行くていでメールをくれ』




　小説というのは基本的に創作。ですがその中に、ほんの少しのリアリティを放ほうり込みたい。

　だから、私はよくメールをします。

　複数の女の子。一〇代から三〇代までの様々な女の子へ同じメールを。

　当然、全員が返信をくれる訳ではありません。

　で、まあ──デートに行くていでメールをくれと送ったら、ある女の子からこんなメールが返ってきました。




『体調が悪いんで、今日のデートはキャンセルで』




　そんなリアリティいらんねん！

　出来るか！　ラノベでそんな切ないデートが出来るかーっ！

　結局、買い物をするときに買う物が決まるまでうろうろするという話を採用。

　そう言えば、私自身が経験したことがある。

　靴くつを買いに行って、四時間ほど駅前をうろうろとした挙げ句に、一番最初の店で一番最初に見た奴を買うというショッピングに付き合わされた。

　あのとき、俺おれは知った。

　靴屋にはエロさがある……と。

　靴を試着する際に、襟えり口ぐちがぱっくりと開いて谷間とブラが丸見えになる。

　女の子は座っているし、店員さんも目線を合わせるためにしゃがむ。

　覗のぞき放題。

　誰もが下を向いているんだからバレることもない。

　素す敵てきやん。

　皆さん、好きな子が出来たら靴を買ってあげよう。

　靴をいらない女子はそうそういない。まずは胸チラから始めよう。







　あれ？　何の話してたっけ。

　そうそう、話のネタを作るために、メールをしているという話でしたね。

　八月の一〇日が誕たん生じよう日びなんですが、誰からもメールが来ないんで、ちょっと催さい促そくしてやろうと『今日俺誕生日なんだよねー』なんてメールをしたら、一人も返信してくれませんでした。

　後こう輩はい作家すら。

　いやいや、後輩は返せよっ！

　そこは返さなあかんやろっ！

　おめでとうございますのたった一〇文字やんか！

　だるまさんがころんだぐらいの一〇文字やんか！

　そんなリアリティいらんねん！

　まあ、こうして結局ネタにしてるんだから、ある意味メールした意味があるんだけども。

　その次の日、私は月一で行われている飲み会に行ったのです。

　アニメ制作、声優、劇団、家庭用ゲーム、ＰＣゲーム、同人系にいたるまで。

　様々な業界の人間が六〇人程度も集まる飲み会です。

　そこにいる人間だけでシリーズの一本や二本作れそうな勢いです。

　その飲み会で、主しゆ催さい者しやの挨あい拶さつ中、いつもなら聞いているんですが、ついつい今回初参加の女性声優が可愛かったのでセクハラをしていたら──

「──えー、全員には行き渡らないかと思いますが」

　周りががやがやとしてきました。

　やばい。なんだこの「おお～」な雰ふん囲い気き。全っ、然、聞いてなかった。

　だれか結婚でも発表したんではないかという盛り上がり。

「木村先生でーす！」

　………………え！　何が！

　全く理解出来ていないまま電気が消えて──登場するでっかいケーキ。そして、ハッピーバースデーのＢＧＭ。

　おー、さぷらーいず。

　久しぶりだわ。

　ひっさしぶりに祝って貰もらったわ。

　そんなリアリティいらんねん！

　次々とやってきては、お祝いの言葉と写メを取る。

　こういうとき、どういう顔をすればいいか分からないの。

　とりあえず立ち上がって、アポロ戦のあとのロッキーの物まねをしたけど誰だれにも分かって貰えませんでした。

　ロウソクの火を吹き消すのも何年ぶりだろう。

　生誕三〇周年に、良い思い出が出来ました。

　この場を借りて、改めて皆様にお礼を申し上げたい。

　ありがとうございました。

　いやあ、言ってみるもんだ。

　別にメールが返ってこなくても、それが分かっていても、送ってみるもんだ。

　なんだか催さい促そくしたみたいで申し訳なかったですが、まあそこは素直に喜ばせて頂きました。

　というわけで、一二巻は誕生日ネタとかやろうかな。




　さて、最近は、新作案を作りつつ、ファンタシースターオンライン２をサーバー１でのんびりやってます。

　見かけた方は声を掛けてください。一緒に回りましょう。

　そんなに頻ひん繁ぱんにはイン出来ないんだけどね。

　アニメの仕事も一段落ついたし、一二巻は構想する時間が増えるから、少しはクオリティが上がるかな。

　まあ、どうせいつも通りなんだけど──さ。

　ちなみに、いつもセクハラメールばかり送っている訳ではありません。

　一番最近の送信メールは──




　聞いて聞いてー。

　つけめんとミニ麻婆豆腐マーボードウフとミニチャーハンを頼んで食べてたのよ。

　ここで閃ひらめいてさ。麻婆丼どんはあっても麻婆麵めんってあんまり聞かないなーと。

　盲もう点てんやわー。新料理完成やわー。通好みやわー。

　って自画自賛しながら食べてたらさ。

　担たん々たん麵になったわ。




　はい。こんなメールが欲しい幼女がいましたら、是ぜ非ひメル友になりましょう。




　最後に謝しや辞じを──

　こんな文章を読んでくださった皆様。ありがとうございます。国語の教科書を読むのが苦手だという人にも楽しく読んで頂けるような作品にしたいと思ってます。

　こぶいちさん、むりりんさん。いつもありがとうございます。女体化って、新しくデザインしなきゃいけないってことですよね。負担かけてすいません。

　担当編集のドＳじゃない方のＭさん。また映画を見ましょう。

　アニメ関係の皆様、飲み会でご一緒させて頂いた皆様。

　お疲れ様でした。

　これからもよろしくお願いします。
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はい、メレンゲです
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